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ルースターズ


２．トロンプ・ルイユと幻獣の歌姫
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「君という男は……何が何でも衝しよう撃げき的な登場をしないと気が済まないようだな！」


　レミー・ボガートはラウール・グルトンの化けの皮──文字通りの意味での──を剝はがしながら、混乱する頭を整理しようと努めた。上等なスーツと肉にく襦じゆ袢ばんを脱ぬがせると、その下はヘイロウ・コインを魚ぎよ鱗りんのように並べて装そう甲こうにした対魔ま法ほう戦用の装備だった。ジェスターは吐と血けつしているものの身体からだの方には目立った外傷はない。


「ギャラリー・ラプンツェルで僕たちと出会ったのは偶ぐう然ぜんなのか？　たまたま居合わせたなんて言い訳はさすがの僕でも信じないぞ」


「その質問は……そっくりそのままお前に返すぜ」


　ジェスターは咳せき込み、喉のどに溜たまった血の塊かたまりを床ゆかに吐はき出した。


「驚おどろいたのはこっちさ……もともと近付くつもりはなかったが……彼女の似顔絵を見せられちゃあ声を掛かけざるを得なかった」


　呼吸は苦しそうだが声の調子はしっかりしている。留め金を外して上半身のコインアーマーを脱がせると、ジェスターの胸には大きな痣あざが出来ていた。右手の掌てのひらの形をしているが規格外の大きさで、自分の手を重ねてみると子供と大人ほどの差があった。


「この痣は何だ!?　巨人ギガースにでも殴なぐられたか？　それとも何かの呪まじないか？」


「……話せば長くなるぜ」


「聞かせてもらおう。時間はたっぷりある」


　ボガートは狩人かりゆうどが仕留めたイノシシを運ぶのと同じやり方でジェスターの身体を肩かたの上に担かつぎ上げた。


「怪け我が人だぞ……もっと優やさしく扱あつかえ。こういう時はお姫ひめ様抱だっこだろ」


「甘えるな。山さん賊ぞく式で充じゆう分ぶんだ。それとも床を引きずってほしいのか？」


　ジェスターをベッドまで運ぶと、階下のキッチンに下りてバケツに水を汲くんだ。ウエスに水を含ふくませて絞しぼり、顔を拭ふいてやる。口を濯すすいで血を洗い流すとすっかり気分が良くなったらしく呼吸も落ち着いてきた。


「医者が必要か？」


「外科医の出番はねえよ。これは内傷ってやつでな……内臓にダメージがきてるんだ」


「コインの鎧よろいが役に立たなかったのか。やはり魔法の攻こう撃げきか？」


「いや……魔法じゃない」


「じゃあ何だ？　馬にでも蹴けられたか」


「素す手ででやられたのさ」


「……素手!?」


「巨人ギガースに殴られたってのも当たらずとも遠からずってとこだな」


　ジェスターは自じ嘲ちよう気味に笑って細く息を吐いた。積極的に話したくはなさそうだが、ボガートとしては尋じん問もんをやめるつもりはない。


「前回君に助けられた時……君は自分自身の事情については語らなかったし、僕も節度を守ってあえて問おうとはしなかった。だが今回はそうはいかない。納なつ得とくのいく説明をしてもらうぞ」


「……先に俺から質問させてもらってもいいかな？」


　ジェスターには尋問を受ける側だという自覚はないらしい。早くも出鼻を挫くじかれそうな予感がしたが、ボガートは渋しぶ々しぶ首しゆ肯こうした。


「ミリアム・リッチーの似顔絵のことだな？」


「ウイ」


「あれは夢で見たんだ。正確にはＪ・Ｄの記き憶おくを夢の中で追体験したというべきか──」


　ボガートは今朝の目覚めの前に見た夢の顚てん末まつを語った。隠かくれ家がのような場所で密会する四人の男女。そこを出た女ミリアムを追つい跡せきして運河沿いの道を歩くＪ・Ｄ。運河を跨またぐアーチ橋に差し掛かった時、ミリアムを襲しゆう撃げきしようとしたＪ・Ｄの前に飛び出してきたジェスターらしき若い男──


「〈シルバーガン〉に残ったＪ・Ｄの記憶か……」


「あれが君なら、その時の状じよう況きようは君の方が詳くわしいはずだな？」


「解げせないことがもうひとつある。どうしてミリアム・リッチー本人を前にしたのに夢に出てきた女だと思わなかったんだ？」


「自分の目で見たわけじゃないからな。そもそもあの似顔絵は出来が悪かった。それに彼女は変装していた」


「確かに十歳は老ふけた顔になってたが、顔の造作はほとんど同じだったろ？」


「十も違ちがえば別人だと考えるのが普ふ通つうだ。部分的に似ているだけで同一人物と考える方が……それこそ早合点というものじゃないのか？」


　ジェスターは相手の変装を見み抜ぬいていたため、アデルの場合は年ねん齢れいについての先入観がなかったため、ミリアムと似顔絵の女が同じに見えたのだろう。似顔絵を描えがいたボガート自身が別人と判定したのはむしろ常識的判断だという主張を曲げる気はなかった。


「おたく、芸術家のくせに頭が固いねえ」


「君に説教をされる謂いわれはない！」


　普段から気にしていることを指し摘てきされたボガートはつい口調を荒あららげた。ジェスターはそれを知ってか知らずかニヤニヤ笑っている。


「それより夢の謎なぞ解ときをしてもらおうか。あの記憶は……僕がＪ・Ｄと出会う直前のものか？」


「だろうな。死んだ人間の網もう膜まくには死の瞬しゆん間かんの光景が焼き付いて残るって話があるが……それと似たようなもんだ」


「彼女が会っていた人物は何者だ？　夢には音がなかったから話している内容も分からなかったが」


「その密会とやらに俺が同席していたと思うのか？」


　確かに、密会の場所にはジェスターの姿はなかった。少なくともＪ・Ｄの視界には入っていない。


「君はあの時、ミリアム・リッチーを助けるために──Ｊ・Ｄを止めるために割り込んだのか？　何な故ぜそんなことを？」


「女性が暴漢に襲おそわれようとしているところに居合わせたんだ。紳しん士しとしては当然の行動だろ？」


「君でなければ信じたいところだが、とても納得はできないな」


「随ずい分ぶんと信用ねえなあ」


「さすがの僕も盗とう賊ぞくの言葉を鵜う呑のみにするほどお人好しじゃない。第一、君は紳士の格好をしていなかったろう？」


　Ｊ・Ｄの記憶の中のジェスターは変装しておらず、コインアーマーを着込んだ臨戦態勢だった。たまたま現場を通りかかったはずがない。


　ジョークで誤ご魔ま化かせる雰ふん囲い気きでもないのを察したか、ジェスターは観念したように真ま面じ目めくさった顔になって答えた。


「あの女が……俺に魔法をかけやがったのさ」


「魔法だって!?　するとやはり──」


　険しい顔になるボガートに、ジェスターは堪こらえきれなくなったようにニヒヒと歯を見せて笑い、ウインクした。


「そう、恋の魔法ってやつをな。言わせんなよ。こっ恥ぱずかしい」


「…………」


　ボガートは突とつ如じよとして胸に湧わき上がったやりきれない気分をウエスに込こめてジェスターに投げつけた。水を吸ったウエスが顔面に張り付く。


「痛いてえよ」


「紛まぎらわしい言い方をするからだ！　ミリアム・リッチーの左目には妖あやしい力がある。それで心を奪うばわれたのかと」


「彼女の左目？　そいつは初耳だ」


「だったらやはり操あやつられていたんじゃ……いや、それだと辻つじ褄つまが合わないか」


　ボガートはラウールとミリアムの会話を図らずも盗ぬすみ聞きしている。そのやり取りから判断するとラウールが相手の言いなりになっていたとは思えない。


「そういえば君は彼女に変態的行こう為いを要求していたな」


「そいつは俺じゃない。ラウールのやったことさ」


「君自身のことだろ？」


「役者と役者の演じる人物をイコールだと考えるのはいくら何でも素そ朴ぼくすぎるだろ」


「ラウール・グルトンは君の創作した人物じゃないのか？」


「モデルにした本物は生きてりゃ今年百二十歳のジジイさ。知り合いも生きちゃいないだろうから、どれくらい本人に迫せまってたかは確かく認にんしようもないが……博識・傲ごう岸がん・美食家というのがラウール・グルトンの特とく徴ちようでね」


「ミリアム・リッチーに一ひと目め惚ぼれしたのもラウールなのか？」


「それは俺もだよ。ジェスターとして彼女に求愛するならもっと優しく接したさ」


「結局私情が混ざってるじゃないか！　公私混同も甚はなはだしい」


「恋こい焦こがれた女を目の前にして冷静でいろって方がどだい無理な話だろ」


　まったくどうかしているぞ──そう言おうとしてボガートははたと気付いた。『どうかしている』とはまさしく道化を演じる者ジエスターの基本的性質ではないか。その名を名乗っている時点でどこかしら狂きよう気きじみた男だと理解すべきだったのだ。


「じゃあ一目惚れというのは──あれは本気で言っていたのか!?」


「男の人生を彩いろどるものといえば恋と冒ぼう険けんって相場は決まってるだろ」


「他ほかにもいろいろとあると思うが」


「メインディッシュ抜きじゃ、それ以外のすべてが揃そろってたところで味気ない人生さ」


　華はなやかな大都市パリの夜を生きる伊だ達て男おとこならではの台詞せりふだった。人生を遊びと考えている人間の価値観である。好きな絵さえ描かいていられれば幸せなボガートも田舎いなかでは浮ういた存在だったが、ジェスターに比べればずっと伝統的な価値観に則のつとった人間といえる。軽けい蔑べつするほどではないが賞賛する気にもなれなかった。素直に呆あきれるしかない。


「君はもっと用意周しゆう到とうな人間かと思っていたが……」


「用意周到さ。しかし計画ってのは綿密であればあるほど往々にして予想外の事態で脆もろくも破は綻たんするものさ。何事も柔じゆう軟なんに、臨機応変ってのが大切でね」


「その結果、死にそうになって僕の部屋に転がり込んだわけだ」


「ここは隠れ家にもってこいだからな」


　ジェスターもさすがに苦笑いを浮かべた。ひとりで立てないほどのダメージを負って、ボガートのアパルトマンまで辿たどり着けなかったら今いま頃ごろどうなっていたことか。さぞや肝きもを冷やしたことだろうと考えると腹立ちも少しは収まった。これでひとまず恩を返せるとなればボガートとしては願ったり叶かなったりである。


「気になることをいちいち訊たずねていても埒らちが明かない。今日の君の行動を順を追って話してもらおうか。百貨店に来たのは下見のためか？　セザールに予告状を届けるのはそのついでに？」


「ん……ま、そんなところだ」


「どうやって予告状をセザールの背中に？　そんなチャンスはなかったと思うが」


「俺の十お八は番こ〈ムーンレイカー〉の応用さ。遠くの物を一瞬で手元に引き寄せることができるのなら、その逆もまた可なりってわけ。瞬間的な移動だから軌き道どうは見えない」


　ミリアムと連れ立って展示区画を出て行く寸前、ラウールはボガートの方を向いて軽く手を振ふって見せた。あの一瞬にやってのけたというのか。


「あの予告状にあった〈天使の卵〉とは何だ？」


「魔ま法ほう使つかいなら誰だれでも喉のどから手が出るほど欲ほしがる……お宝中のお宝さ」


「それをロッシュオー氏が持っていると？　本人は知らないと言っていたぞ」


「ふうん、そうかい？」


　答えるつもりはないらしい。


「髑どく髏ろの形をした重機の襲撃があって……その後、君は盗まれた秘宝を取り返したな？　いったいどうやった？　彼女は強敵に見えたが」


「戦う必要なんてないさ」


「では何か取引を？」


「あのガイコツメカは鼻から伸のばしたヘビみたいな腕うでで秘宝を摑つかんでは口の中に放ほうり込んでたよな？　俺は奴やつの口の中が覗のぞける位置をキープしていた……そういうことさ」


「言っている意味がよく分からないが」


「目標が俺の目に見えてさえいれば〈ムーンレイカー〉は効力を発揮するんだぜ？　ガイコツの口に秘宝が放り込まれるそばから盗んでいけばいい」


「は……？」


　ボガートは自分の目の前で起きていたことの裏側を知って啞あ然ぜんとした。髑髏型重機の口の中に消えたはずの秘宝は次の瞬間にはジェスターの手に渡わたっていた──にわかには信じがたい話だが、思えばセザールに返へん還かんされた秘宝も空中にいきなり現れている。どちらも〈ムーンレイカー〉の魔法で可能なトリックの範はん疇ちゆうということか。


「あの女盗賊……ミリアム・リッチーの行動も謎だな。手に入れた秘宝をロッシュオー氏に売り込んでいる最中だったはずだ。君の予告状のことは知らないと言っていたから今日あのタイミングでの襲撃は偶ぐう然ぜんだろうが、わざわざ秘宝を奪う必要がどこにある？」


「展示している秘宝が盗まれれば、売り込み中の秘宝の価値が相対的に上がるから……ってとこかな。秘宝を現金化するのは簡単じゃないからな」


「現金化が難しい？　何故だ？」


「少しは自分の頭で考えてみたらどうだい？」


「経済は苦手なんだが」


　腕うで組ぐみして考えてみると答えはすぐに出た。


「……簡単に買い手がつかないからか？」


「そういうこと。加工も利用もできない謎の金属の塊かたまりだぜ？　魔法文明の遺物って売り文句でもなきゃ誰が買うかよ」


「真っ当な商人が手を出すような代しろ物ものではない……？」


「貴族や富ふ豪ごうから大金をせしめるのに格好のネタさ。山師御ご用よう達たしのな」


「そういうものか……」


　ボガートは世間一いつ般ぱんにおける〈アルフライラの秘宝〉の価値を知りたくて展示会に赴おもむいたわけではない。だが基本的に秘宝がどう扱あつかわれているのかはよく分かった。秘宝に宿る不思議な魔法の力を信じ求める人間と、その信心を金かね儲もうけに利用している人間、そして実際に魔法の存在を知り活用している人間がいるということだ。第三の分類に該がい当とうする人間はほんのひと握にぎりで、世間の表には出てこない裏の世界の住人なのだろう。


「するとあの女盗賊は山師と同類の……つまり金儲けの手段として秘宝を強ごう奪だつしたり売買したりしている人間か。同じ盗賊でもジェスター、君が求めているのは本物の魔法の力を持った秘宝なんだな？　そういった意味では立場がまるで違ちがう──」


「そこに気付いてくれたか。実に結構」


　ジェスターは我が意を得たりと頷うなずく。ロッシュオー・コレクションで展示されていた秘宝はミリアムにとっては盗む価値のあるお宝でも、ジェスターにしてみれば無意味な金属塊かいにすぎない──そう考えればセザールに返したところで惜おしくも何ともない代物だといえる。盗賊や山師から見てさえ非常識極きわまる男に違いない。


「ただの好こう奇き心しんで秘宝を求めているわけでもないんだろう？　理由は何だ？」


「話す義理はないな」


「…………」


「それとも打ち明けたら手伝うかい？」


「盗賊の手助けをする気はない」


「それがいい。賢けん明めいだな」


　ジェスターははじめからボガートの協力には期待していない顔つきだった。仮にシルバーガンがボガートの意志で自由に扱えたとしても魔法の銃じゆうというだけの物で所しよ詮せんは凶きよう器きにすぎない。ましてや盗賊の仕事に正義などあるはずもなかった。


「……で、その後はどうしたんだ？」


「後って？」


「秘宝を返してからここに来るまでの間のことだ。一番肝かん心じんな部分だ」


「例のガイコツメカを尾び行こうしてたのさ」


「隠かくれ家がを突つき止めようとしたのか？」


「まあね。住所が分からないことにはラブレターも送れやしない」


「……で、手て酷ひどい返り討うちに遭あったわけだ」


「いやいや、そいつはちょいと気が早いぜ」


「彼女にやられたんじゃないのか？」


「ひどい誤解だ。それこそ早合点ってもんさ」


　何が気に食わないのかジェスターは言い訳したくてウズウズしているように見えた。ボガートは気付かぬ風を装よそおい、あえて同情の眼まな差ざしを向ける。


「皆みなまで言わずともその姿を見れば分かる。フラれたんだろ？」


「おいおいおいおい！　冗じよう談だんじゃねえぞ。断じてフラれてなんかいない。この俺がフラれるとかありえねえからな！」


　効果は覿てき面めんだった。ここまでムキになるところを見るとどうやら本気らしい。


「よーし、じゃあ何があったか全部教えてやるよ。このジェスター・ザ・ルースターの華か麗れいなる活かつ躍やくの一部始終をな！」


　ボガートの態度を勘かん違ちがいしたジェスターは訊きかれもしないことまで話し始めた。
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　ボガートとアデルがまだ百貨店に留とどまっていた頃ころ、ジェスター扮ふんするラウール・グルトンはミリアムの一味を追っていた。


　その顚てん末まつを語る前に、ミリアム一味の乗り物を髑髏型重機だのガイコツメカだのと好き勝手な仮か称しようで呼ぶのも混乱の元であるし、シンプルに頭ず蓋がいという意味の『クラニウム号』とでも名付けておくとしよう。


　八本足のクラニウム号は〈クラーケン〉のカードで変身したミリアムと合体し、タコの皮ひ膚ふに全体を覆おおわれていた。この皮膚は接せつ触しよくしている建物の床ゆかや壁かべの色と質感テクスチヤーを正確に模も倣ほうし、形状さえも自在に変える。小屋ほどのサイズがあるため万能ではないが、擬ぎ態たいする瞬しゆん間かんを見ていなければ判別が困難なほど見事だ。


　クラニウム号は高層建築物の林立するパリ第九区を屋根から屋根へと飛び移りながら北上した。巨きよ体たいから想像もできない軽かろやかな跳ちよう躍やくを見せ、軟なん体たい動物の脚あしはしなやかでほとんど音も立てずに屋上に着地する。移動した先の屋根の模様と同化するのに十秒とかからない。身体からだの裏側は夕焼け空の色になっていて、よほど注意深く空を眺ながめている人間でもなければ気付かないだろう。


（デザインはイマイチだがなかなか使えそうなマシンだ。動力は背中の発電機と……脚きやく部ぶに内蔵しているチューブ型テトラドライブだな。あの軽やかな動きは反重力場を併へい用ようして機体の重さを消しているな）


　ラウールはこのマシンをミリアムも含ふくめて自分のものに出来ないかと考えていた。予告状を送った直後のタイミングで襲しゆう撃げきされたのには驚おどろいたが、奪うばわれた秘宝を奪だつ還かんしてセザール・ロッシュオーに返したことで盗とう賊ぞくジェスターの面めん目ぼくは辛かろうじて保たれた。しかし同じ秘宝を狙ねらう盗賊として鉢はち合あわせたとなれば──


（どちらの実力が上か、最初にはっきりさせておかないとな）


　さて、どうやってミリアム一味のアジトを突き止めてやろう。ラウールはクラニウム号の背後か下面に取り付こうと考えたが、〈クラーケン〉の皮膚の感覚をどの程度ミリアムが把は握あくしているのか見み極きわめるまでは迂う闊かつな真ま似ねはできなかった。クラニウム号を自分の身体と同様に扱っているところからして触しよつ覚かくも敏びん感かんである可能性が高い。


（お肌はだが敏感？　敏感か……あのマシンの表面が全部彼女の神経が通った肌だと考えると何かイタズラしたくなるな。でもタコ肌はベタベタして気持ち悪そうだしなあ）


　不作法なことを考えながら、ラウールは〈ムーンレイカー〉の瞬間移動を駆く使しして充じゆう分ぶんな距きよ離りをとりつつ尾行した


　一キロメートルほど北東に移動し第十区と十八区の境に差し掛かったところでクラニウム号は動きを止めた。黒っぽい屋根の上に伏ふせると〈クラーケン〉の皮膚がみるみる縮んでいく。クラニウム号の上に立ち上がったミリアムの触しよく手しゆがストロベリー・ブロンドの髪かみに戻もどった。完全に変身を解いたのだ。


　時に夕刻──沈しずみゆく夕ゆう陽ひを浴びた革かわのスーツが艶なまめかしく輝かがやき、肉感的なボディラインの後ろ姿がラウールの網もう膜まくに焼き付けられた。





　「あの桃もも尻じりが最高でね。思わず飛んでいって頰ほおずりしたくなったけど我が慢まんしたよ」


　「……その感想は報告しなくていいんじゃないかな」





　ミリアムは天てん井じようの丸いハッチからクラニウム号の中に入った。ここから先は偽ぎ装そうなしで行くのかと思いきや、しばらく待っても動き出す気配がない。ラウールは思い切ってクラニウム号の真後ろに瞬間移動して耳を欹そばだてた。


『──どういうこと？　さては失敗したわね!?』


『たたたっ、確かに秘宝は回収しました……したはずなんですけど』


『影かげも形もないじゃない！　どこかで落っことしたって言うの!?』


　ミリアムが手下を叱しかるヒステリックな声が聞こえてくる。ラウールはすぐに事情を察した。なにしろ自分が当の犯人だからだ。


『ミン・スー！　あんたも何とか言ったらどうなの？』


『……解げせませんね』


　こちらは瘦やせている方の手下の台詞せりふだろう。相棒に比べて落ち着き払はらった物言いだ。


『秘宝は確実にアームで拾い集めました……同じように回収した〈テトラ球〉はそのままです』


『つまり秘宝だけが消えた──？　いつ？　どこで？　いったいどうやって!?』


　二人の手下は黙だまり込んだ。当然分かるはずがない。


『しょうがないわね……私はいったん戻るわ』


『ももも戻るって？』


『百貨店によ。秘宝がどうなったか確かめてくる』


　これは厄やつ介かいだぞ、とラウールは思った。


　ミリアムは盗賊としては冷静でも老ろう獪かいでもなく、感情に従って危ない橋も平気で渡ろうとするタイプだ。警察官がウヨウヨいるはずの百貨店に戻っても秘宝鑑かん定てい人にんの肩かた書がきがあればまず怪あやしまれることはないだろう。だが尾行は少々面めん倒どうになる。まっすぐアジトまで案内してもらうつもりでいたが、ミリアムが現場に戻るとなれば手下も近くで待機するだろう。本気でアジトを突き止めようとすれば数日間は張り付く覚かく悟ごがいる。しかしラウールのこの尾行も予定外の行動であり、そこまで手間をかける余よ裕ゆうはない。





　「──さて、ここで問題だ。ラウール・グルトンはどうしたと思う？」


　「さあ？　分からないな」


　「せめて考えるフリくらいしろよ」


　「盗賊のやりそうなことなんて僕には想像もつかないよ」


　「盗賊じゃなくてラウールの行動さ」


　ジェスターはあくまで自分とラウールは別人だと言い張るつもりらしい。ラウールの性格からすると相手を不ふ愉ゆ快かいにさせるような真似をしたかもしれない。


　「アジトに帰りたい気分にさせた……とか？」


　「具体的にどんな方法で？」


　「そこまでは分からないよ。何か嫌いやがらせでもしたんじゃないのか？」


　「嫌がらせなんてとんでもない。ラウール・グルトンはもっと紳しん士し的だぜ」


　「いいから正解を教えてくれ。何をした？」


　「ドアをノックしたのさ」





　ラウールはクラニウム号のハッチをステッキで軽く二度叩たたいて離はなれた。ミリアムたちの話し声がぴたりと止まる。さぞかし驚いたことだろう。百貨店の屋上とは違い、煙えん突とつ清掃員でもなければ上がってこない屋根の上である。


　気のせいでないことを知らせるためもう一度ノックする。ハッチが開いて出てきたのはミリアムだった。ラウールはステッキを小こ脇わきに抱かかえ、シルクハットを持ち上げて慇いん懃ぎんに挨あい拶さつする。


「マドモアゼル・リッチー。なかなか洒落しやれた乗り物ですな。不ぶ躾しつけを承知でお願いするが、私も乗せていただけますかな？」


　この時のミリアムの表情を何に譬たとえればいいだろう。まるで幽ゆう霊れいにでも出くわしたような？　それとも悪あく魔まに？　あるいはラウール・グルトンはそれら以上に恐おそるべき人物だろうか。ミリアムの表情は凍こおり付き頰は紙のように青ざめた。驚きよう愕がくから疑念へ、そして畏い怖ふへ──しかし最後には憤ふん怒ぬがすべての感情を塗ぬり替かえた。眉まゆを吊つり上げ、ゴルゴンよろしく視線だけでラウールを射い殺ころさんとするその険しい顔すら美しい。ラウールはその視線に曝さらされてむしろ悦よろこびにおののいた。


「ギャラリー・ラプンツェルに引き返す必要はありませんよ。秘宝ならすでにセザール・ロッシュオー氏に返へん還かん済みですからね」


「あんた……いったい何者!?」


「秘宝を求める者ですよ。貴女あなたと同じにね。しかし今日はお互たがいに星の巡めぐりが悪かった。実はロッシュオー氏に予告状を送ったばかりでしてね。貴女の強ごう奪だつした秘宝は正直申し上げると私の獲え物ものではなかったのですが、こちらにも仕事の都合というものがございまして……些末なトラブルでロッシュオー氏の手を煩わずらわせたくはなかったのです。どうかご理解をいただきたい」


「ふうん……言いたいことはそれだけかい!?」


　ミリアムは手下から渡わたされたピストルを右手で構えた。ラウールに向けられた銃じゆう口こうは小刻みに震ふるえている。互いの距離は四メートルもなかった。


「似合わないなあ。そんな無ぶ粋すいな物は」


　ラウールは芝しば居いじみた身み振ぶりで肩かたをすくめ、頭かぶりを振った。


「この距離で外すとでも？」


「いえいえ、これは親切で申し上げることですが──撃うたない方がいい。殺意をもって引き金を引くなどというおぞましい行こう為いは貴女には相応ふさわしくない。それにもうひとつ……これが大事なところですが、鉛なまり玉だまでは私は殺せません。私の言葉が偽いつわりだと思われるなら試ためしてみればよろしい」


　引き金にかけられた指がピクリと動くのを見ても、ラウールは平然と話を続けた。


「しかし……もちろん私もただで撃たれるのは面おも白しろくない。その代だい償しようはいただきますよ」


「秘宝を横取りしておいて、このうえ何を奪おうってのさ？」


「あんな秘宝よりもよほど価値のあるものです。つまり貴女の唇くちびるを──」


「なっ……!?」


　ミリアムは反射的に左手の甲こうで口元を覆い隠かくした。ラウールをにらむ双そう眸ぼうには怒いかりとはまた別の嫌けん悪おと羞しゆう恥ちの色が浮うかぶ。


「む、無理矢理奪っといて何を……」


「おやおや、これは異な事を。貴女こそ先に魔法をかけて私の心を奪った。こちらはそのお返しに唇を奪ったわけです。これで差し引きゼロの引き分け。お互い様というものでしょう？」





　「……待て、その理り屈くつはおかしい」


　ボガートはたまらず口を挟はさんだ。


　「君の言ってることはまるっきり筋が通らないぞ。状じよう況きようを考えれば君の側が一方的に彼女に無礼を働いただけじゃないのか？」


　「客観的に見ればそうなるかな」


　「自分にだけ都合のいい勝手な理屈を並べるなど紳士として恥はずべき行為だ」


　「そういう苦情はラウールに言ってくれないかな」


　「中身は君だろう!?　舞ぶ台たいの上の役者じゃあるまいし、ラウールの言動については君に全責任があって然しかるべきだ」


　「愛と理性は滅めつ多たに同居しないって言うじゃないか。彼も今は反省してるさ。大目に見てやってくれないかな」


　「君はいったいどの立場からものを言ってるんだ？」


　ボガートはそもそも別人を演じていたからという言い訳で自分の行為を他ひ人と事ごとにしてしまうジェスターの虫のよすぎる理屈には納なつ得とくしていない。


　「それにだ、どうにも理解しがたい点がある」


　「何がだい？」


　「どうしてミリアム・リッチーと対面した時に変装を解いて正体を見せなかった？　あんな変人に成り済ましてるよりはよほどいい印象を持たれるだろうに」


　「おいおい、変人の一言で片付けるなよ。傷付くぜ」


　「傷付くのはラウールだろう？」


　ジェスターは少し悲しそうな、叱られて拗すねた子供のような顔で口を尖とがらせた。


　「それはまあ……ほら、アレだ。俺ってシャイだし」


　また訳の分からないことを言い出すのかと思ったが、ジェスターが視線を逸そらせたことで逆に本心を語っているらしいとボガートは判断した。


　「ラウール・グルトンのままでいた方が思ってることを素す直なおに言えるというか、むしろ無関心で相手にされないよりは嫌きらわれている方がまだマシというか……」


　「君はＪ・Ｄに襲おそわれた彼女を助けたんだろ？」


　「素顔を見せてもあっちが覚えてなかったら？　ショックじゃないか。しかもスゲー間ま抜ぬけだし。それに……分かんないかなあ？　好きな女の子の気を惹ひこうとして逆に意地悪してしまう気持ち」


　「年とし端はもいかない子供じゃあるまいし」


　「怒おこった顔もたまらなく魅み力りよく的でね。ムキになるところが何とも……」


　思い出してニヤけるジェスターに処置なしと悟さとり、ボガートは深々と溜ため息いきを吐ついた。


　「つまり……君はラウールでいるのが楽しくて仕様がなかったということだな？」


　「有あり体ていに言えばそれが正解かな」


　「それは撃たれて当然だな」


　「ところがどっこい、彼女は引き金を引かなかった。優やさしい娘むすめさ」


　「それは……君にキスされるのが嫌で嫌でたまらなかったからじゃないのか？」


　ジェスターは急に真顔になった。重大な思い違ちがいに気付いたらしい。


　「そういう解かい釈しやくも……あるのか？」


　「ピストルを撃ったなら殺したいほど嫌っているわけだし、撃たなかったとすれば二度と触ふれられたくないと思っているからだろう？　その二に者しや択たく一いつはどちらに転んでも彼女の答えは『大嫌い』だと思うが──」


　「そりゃひどすぎる」


　「選択を迫せまったのは君だ。それに……どうせ嫌われているのはラウール・グルトンであって君自身じゃないんだ。安心するといい」


　ラウールを真ま似ねて皮肉たっぷりに言ってやると、ジェスターはおそらくミリアムもラウールに対して見せたであろう渋しぶ柿がきを囓かじったような顔つきになった。


　ボガートは悪気のないすっきりした顔で言葉を継ついだ。


　「……で、それからどうした？」





　ミリアムは舌打ちすると機内に戻もどりハッチを閉じた。クラニウム号は屋根の上から跳ちよう躍やくし、狭せまい通りを挟んだ向かい側のアパルトマンに飛び移る。逃とう走そうを図るにしても向かう先はアジトではないだろう。逆方向に逃にげてラウールの尾び行こうをいったん振り切った後、どこかに潜ひそんでやり過ごすつもりのはずだ。


「まだ逃げられると思っているとはね」


　ラウールは両手を突つき出し〈ムーンレイカー〉の魔法を使う。次の瞬しゆん間かん、夥おびただしい数のボルトやリベットが手の中からこぼれ落ちて足元に転がった。クラニウム号の外装や装そう甲こうを固定していた部品である。さらに続いてハッチが、脚きやく部ぶの外装が、天てん井じようの一部が、次々とラウールの手元に現れた。


　クラニウム号はパーツを剝はがされながらも百メートルほど逃げたが、先回りしたラウールが目の前に現れると怯おびえたように立ち竦すくんだ。


「骸がい骨こつが追い剝ぎに遭あうとはなかなかあることではありませんな」


　ラウールは手を開いて奪うばったばかりの十数本のボルトを屋根の上に転がした。クラニウム号の装甲がさらに数枚、自然に剝がれ落ちる。髑どく髏ろを構成していた外装をほとんど失い、操縦室は今や吹ふき曝しの状態である。二人の手下はすっかり震え上がり、ミリアムにすがりつかんばかりだった。


「あああ……あいつすごく変！　怖こわい！」


「こら、バリル！　あんたって子は……デカい図ずう体たいしてビビってんじゃないわよ」


　ミリアムは抱だきついてくるデブの手下を強引に押しやると、クラニウム号から飛び降りてラウールと相対した。


「こいつは私が引き受ける。あんたたちは先に帰ってな」


「し……しかし姐あねさん！」


「大人しく言うことを聞きな！　この野や郎ろうは〈魔ま法ほう使つかい〉よ。普ふ通つうの人間にどうにかできる存在じゃないんだ」


「……了りよう解かいしました。ご武運を」


　ミン・スーと呼ばれた瘦やせた手下の方は物分かりがよかった。ミリアムを心配して喚わめいているバリルをたしなめ、文字通りほとんど骨格だけに近い状態になったクラニウム号を動かしてその場を離はなれた。ラウールはこれ以上は手を出す気がないことを示すために両手を背中に回してそれを見送る。


「貴女はとても部下思いだ。どういった経けい緯いで盗とう賊ぞく稼か業ぎように？」


「答える必要があるわけ？」


「その理由が〈アルフライラの秘宝〉を手に入れる方法が他ほかにないから──というのであれば、私の立場も同様ですよ」


「だから手を組めるとでも？　それはむしろ逆ね」


「と、申されますと？」


「求めるものが同じなら……結局は奪い合うしかないじゃない！」


　ミリアムは革かわのスーツの胸むな元もとをくつろげ、中から一枚のカードを取り出した。それは細長い絵札で、表には紅あかく光る目を持つ漆しつ黒こくの獣けものが描えがかれている。二指に挟んだカードを顔の前にサッとかざすと、左目の瞳ひとみの中にハート形の紅玉ルビーが輝かがやき、ストロベリー・ブロンドの髪かみが独立した生き物のように蠢うごめき波打った。大きく膨ふくらむようにして広がった髪がミリアムの全身を包み込んでいく。


　ミリアムの変身を見み極きわめようとしたラウールの眼前に赤黒い塊かたまりが飛びかかってきた。ラウールはステッキで前方の空間を打ち払はらいながら横っ飛びに転がり、太たい鼓こ腹ばらを活いかしてバウンドして起き上がる。軽くなった手元を見るとステッキが消えていた。


「素早いわね……クソデブのくせして」


　その声は背後から聞こえてきた。ミリアムは背を丸め、緩ゆるやかに傾けい斜しやしている屋根の上に四よつん這ばいに身を伏ふせている。全身はストロベリー・ブロンドに加えて漆黒の体毛に覆おおわれている。その姿は人でも獣でもなかった。


　一ひと際きわ異様なのは両りよう肩かたから生えている犬の首だった。双そう頭とうの──否いな、その間にあるミリアム自身のものを合わせれば三つ首の獣人である。
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　右側の首が顎あごに咥くわえていたステッキを嚙かみ砕くだいた。頰ほおまで毛皮に覆われたミリアムが獰どう猛もうな笑えみを浮かべると、両肩の犬の首は紅い目を爛らん々らんと輝かせ尖った牙きばを剝むいて唸うなる。


「キスしてあげようか？　唇以外の体中全部に」


「……歯を立てないって約束してくれるならね。優やさしく甘嚙みでお願いしたい」


「それは無理。この子たちはあんたの贅ぜい肉にくを食い千切りたくてウズウズしてるんだからね！」


　ミリアムは再び烈れつ風ぷうの勢いで襲ってきた。速い。人間の体術で躱かわしきれる突とつ進しんではない。双頭の犬の牙が鼻先に迫った瞬間、ラウールは視界の端はしにある屋根窓ドーマーに右手を伸のばした。


　手を掛かけた屋根窓ドーマーの上に瞬時に移動したラウールはそのまま反対側に転がり落ちて身を隠す。獲え物ものを見失ったミリアムは戸と惑まどった様子で辺りを見回した。


「消えた……？　一瞬で!?」


　屋根窓ドーマーの陰かげに身を潜めたラウールは手鏡を使ってミリアムを観察した。まずは相手の能力を見極めないことには戦えない。擬ぎ態たいによる隠おん密みつ行動と防ぼう御ぎよ力に優すぐれる〈クラーケン〉の能力とは全く異なり、スピードと攻こう撃げき力は断然こちらが上だ。尻尾しつぽは犬のそれではなく鱗うろこに覆われていては虫類に近い。ラウールの考え通りならドラゴンの尻尾だろう。


　左の犬首が不意にラウールの方に顔を向けて吠ほえた。右の首もすぐそれに倣ならう。見つかったと思う間もなくミリアムはたちまち屋根窓ドーマーに肉にく薄はくした。


　ガオォン！


　屋根窓ドーマーが大きく抉えぐり取られて破は片へんが飛び散る。寸前で飛び退のいたラウールは、右側の犬の首が瞬時に巨きよ大だい化して屋根窓ドーマーを嚙み砕く様をはっきりと目撃した。髪が変化して形成されている犬の首は膨ぼう張ちようすると織り目が粗あらくなるが、威い力りよくは見た通りの一撃必殺である。逃げるのが一秒遅おくれていたら首がなくなっていたところだ。窓まど枠わくや煉れん瓦がの破片が白い煙けむりをあげて溶とけるのを見て、ラウールの背筋に怖おぞ気けが走った。


「その牙……もしかして猛もう毒どくですか？」


「確かめてみるかい？」


「遠えん慮りよさせていただきます」


　追いすがるミリアムに対してラウールは再び瞬間移動して煙えん突とつの陰に隠かくれた。しかしミリアムは今度は慌あわてることなく、屋根に犬の鼻を近付けて臭においを嗅かぐ。


「臭いが途と切ぎれてる……ってことは、凄すごいスピードで動いているわけじゃなくて、魔法で瞬間的に移動してるのね？　でもこの〈ケルベロス〉の鼻から逃げきれると思って!?」


　そう言い終えた頃ころには犬の首はラウールの隠れた煙突の方に向いている。なかなかの嗅きゆう覚かくだ。あの鼻から逃のがれるには完全に風下に移動するしかないのか。しかし相手はただの犬ではなく人間の知能が加わっている。まったく臭いがしなくなればラウールが風下にいると推理するだろう。


「やはり正面からお相手するほかなさそうですね」


　煙突の陰から出たラウールは両手にルーローの五角形の形をしたヘイロウ・コインを取り出した。それをコールズボンの両脛すねの隠しスリットに通し〈バンディット・ギア〉のブーツのスロットに投入する。ラウールの足元から冷気が立ちのぼった。


「そこを動くんじゃないよ！」


　真っ直すぐ飛びかかってくるミリアムを、ラウールは後方に弧こを描く動きで躱した。寸前までラウールが立っていた位置に着地したミリアムは足を滑すべらせて転てん倒とうし、危あやうく屋根の端から落ちそうになる。


「ハハハ、狭い屋根の上ではしゃぐと危険ですよ。犬のお嬢じようさん」


「ちいい！」


　身を起こしたミリアムは、転倒の理由に気付いて目を瞠みはった。


「なに……？　屋根が……凍こおっている!?」


　屋根の表面が白い霜しもに覆われている。ミリアムの足を滑らせたのは薄うすく張った氷の結けつ晶しようだった。


「スケートはお得意ですかな？」


　ラウールはウインクすると、自分の足元を凍らせながら滑かつ走そうした。革かわ靴ぐつの底からはブレードが飛び出し、簡易スケート靴に早変わりしている。ミリアムはすぐに追いかけたが、右へ左へと巧たくみに方向転てん換かんするラウールの動きに翻ほん弄ろうされたうえ、足元が凍っているため全力で走れない。ミリアムを一定距きよ離り引き離したまま、直角三角形の回かい廊ろうになっている屋根の上を二周し、鋭えい角かくのコーナーを曲がったところでラウールは急停止して向き直った。ミリアムも横滑りしながら足を止める。


「追いかけっこはこのくらいにしておきましょうか」


「……やる気かい？」


「やらざるを得ないでしょうな」


「上等！」


　ミリアムは足元の霜を蹴けり飛ばしながら突進した。ラウールも低い姿勢の助走から滑走に移る。飛びかかるミリアムの双頭の牙を、仰あお向むけに倒たおれ込みながらスライディングの要領で躱し、紙一重ですれ違う。互たがいに位置を交こう換かんして向き合った。


「……むぐっ!?」


　ミリアムは目を瞬またたかせて呻うめくと、口から茶色い塊を吐はき出した。それを見てラウールは眉まゆをひそめる。


「おやおや、もったいないことを」


「なっ……何を食わせた!?」


「マカロンですよ。ケルベロスといえば甘いお菓か子しに目がない。あいにくと蜂はち蜜みつたっぷりのソップは持ち合わせがなくて……お気に召めしませんでしたか？」


「お気に召すわけが──」


「そうでもないようですが？」


　本体のミリアムの意に反して双頭の犬は口に放ほうり込まれたマカロンを何の疑問もなく咀そ嚼しやくしていた。嗅覚と同様に味覚も共有しているらしいミリアムは複雑な顔つきになる。


「あ、甘い……」


「でしょう？　中のガナッシュ・クリームが絶品でしてね」


『ケルベロスに与あたえるソップ』とは賄わい賂ろの代名詞である。マカロン三個で懐かい柔じゆうされたわけでもないだろうが、ミリアムは気勢を削そがれた顔でラウールを睨にらみつけた。口に放り込まれたものがお菓子ではなく猛毒だったなら自分は敗北していた──そう考えるだけの頭はあるが、それを認めたくはないというのが本音だろう。


　ラウールは握にぎったままの左手の拳こぶしを前に突き出した。


「まだ戦うつもりならご忠告しておきますが……次はこの手の中のものをぶつけますよ。殺すほどではないにせよ結構な威力があるはずです。しかしながら貴女あなたを痛めつけるのは私の本意ではない」


「だから降参しろって？　冗じよう談だん！」


　挑ちよう発はつと受け取ったミリアムは身を伏せ、飛びかかる構えを見せた。


「……それは残念です」


　ラウールは左手の五指を広げた。


　ドォンッ！


　耳をつんざく破は裂れつ音とともに、燃焼の炎ほのおを伴ともなわない爆ばく発はつが発生した。熱い爆風に吹ふき飛ばされたミリアムの身体からだは木の葉のように転がされ、辛かろうじて屋根の端で踏ふみ留とどまり転落を免まぬがれる。爆発は屋根の一部を陥かん没ぼつさせるほどの威力があった。


「……熱っ!?　熱っつい！」


　双頭の犬が鼻先に火傷やけどを負ったらしく、霜に顔を擦こすりつけて冷やした後、互いに顔を舐なめ合った。ミリアム自身の顔は犬が盾たて代わりになったためか無傷で済んでいる。


「驚おどろかれたでしょう。少々威力が強すぎたようです。お怪け我がはありませんか？」


「……おかげさまでね」


　ミリアムは四つん這いの姿勢をやめて立ち上がった。変身が解かれ、双頭の犬首やドラゴンの尻尾、全身を覆っていた毛皮がストロベリー・ブロンドの髪に戻もどる。腰こしの辺りまでの長さに戻った髪を手で梳すくと、毛先を見て頰を膨らませた。


「熱で縮れちゃったじゃない！　どうしてくれるのよ？」


「ではお詫わびに夕食でも」


「あんたの面つらを拝みながらなんて願い下げよ。それに……私の用はもう終わったのよ」


　ミリアムは胸元から新たなカードを取り出した。


「こっちは手下が逃にげる時間さえ稼かせげればＯＫなわけ。あんたを倒せるとは最は初なから思ってないわ」


「それはいささか負け惜おしみが過ぎるのでは？」


「〈ケルベロス〉に勝っただけでいい気にならないことね。あんたの魔法の弱点はもう割れてるんだから、次に戦えば勝つのは私の方よ」


「ほほう。貴女の発見した弱点とやらをぜひ伺うかがいたいものですな」


　まるで信じていないラウールの口ぶりにミリアムも腹に据すえかねたらしくムッとする。


「あんたの瞬しゆん間かん移い動どうの魔法、最初は驚きもしたけど意外と万能じゃないわね。何ど処こへでも好きな場所に移動できるわけでもない……もしできるのなら、私の背後に移動して隙すきを突つくくらいのことは当然やってくるはず。できない理由は簡単。何かしら手て掛がかりのある場所にしか飛べないからよ！　どう、図星でしょ？」


　ラウールは腕うで組ぐみしたまま表情を変えない。反応がないのを肯こう定ていだと判断したらしくミリアムはしてやったりの笑みを浮うかべる。


「それに一度にあまり遠くへは移動できないのよね？　目の届く範はん囲いがせいぜいってところかしら……違う？」


「驚きました。そこまで見み抜ぬかれているとは。なかなか聡そう明めいでいらっしゃる」


　ラウールが素す直なおに認めたことでミリアムはかえって不ふ審しんな目つきになった。


「それ以外の魔法はいかがです？　足元を凍らせたり、爆発を起こしたりする魔法については？」


「そういう魔法でしょ？　凍らせる魔法と爆破する魔法を使っただけの……」


「ではひとつ謎なぞを掛けて差し上げましょう。瞬間移動、凍る床ゆか、そして爆発──すべての現象が単一の魔法の効果だとすれば？」


「同じ魔法？　あんたまさか……たったひとつの魔法しか使ってないとか言うつもり!?」


「ウイ」


　ラウールの澄すました口ぶりに嫌いや気けが差したと見え、ミリアムは苦り切った顔で肩かたをすくめた。


「あんたの相手はもうたくさん。付き合いきれないからここらでお暇いとまさせてもらうわ」


「私が貴女を逃がすとでも？」


「弱点を見抜いたって言ったでしょ？　手掛かりのない場所へは飛べないってね」


「……だから？」


「こうするのよ！」


　ミリアムはカードを裏返し、絵え柄がらをラウールの方に向けて顔の前にかざした。左目の瞳ひとみにハートのルビーが輝かがやき、髪かみが踊おどる。柔やわらかく広がり伸のびたストロベリー・ブロンドが繭まゆのように、薔ば薇らの蕾つぼみのようにミリアムの身体を包み込む。


　近寄ろうとしたラウールの視界を黄金色の光が染め上げた。繭が破れ、光の粒りゆう子しが飛散する。その一ひと粒つぶ一粒が鳥の羽毛だった。


　ミリアムの身体を覆おおった髪は光り輝く二枚の翼つばさに変化していた。左右に広げた翼の幅はばは五メートルを超こえている。頭上に戴いただくは光こう冠かん。革のスーツも純白に染まっている。


　呆ほうけて言葉もないラウールに、ミリアムは艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ。


「──御ご機き嫌げんよう」


　翼をひと打ちすると突とつ風ぷうが巻き起こり、ミリアムの身体は宙に舞まい上がった。


　ラウールはほとんど無意識に空に向かって手を伸ばした。


　しかし、広げた翼に風をはらんで上じよう昇しようする鳥人の姿は瞬く間に小さくなり、残照を反射して羽毛を閃ひらめかせたのを最後に視界から消えた──。





　「……とまあそんな具合で俺の天使は飛んでっちまったわけだが」


　「まんまと逃げられてるじゃないか！」


　「さすがに空までは追いかけていけないからな。なにせ摑つかまる場所がない」


　そう答えるジェスターはあまり残念そうには見えなかった。


　「君の〈ムーンレイカー〉なら直接彼女を捕とらえることもできたはずだろ」


　「そいつはどうかな？　たぶん無理だと思うが」


　「試ためさなくても分かるのか？」


　「あの変身はおそらくレベル[image: ]クラスの魔ま法ほうだ。レベル[image: ]の〈ムーンレイカー〉で摑もうとしても抵てい抗こうされれば簡単に振ふり払はらわれるだろう。それにだ……優ゆう雅がに飛んでる天使を無理矢理地上に引きずり下ろすなんて無ぶ粋すいな真ま似ねができるかよ」


　「我を忘れて見み蕩とれていたというわけではなくて？」


　「……ま、それもあるかな」


　黙だまって見送った理由のほぼ九割がそれだろう。もっともボガートがその場にいたとしても、手を出すどころか天使さながらの姿を目に焼き付けようと凝ぎよう視ししたはずだ。〈シルバーガン〉が使えたとしても撃うち落とそうとは考えまい。


　「屋根の上とはいえ、派手に戦ったようだから目もく撃げき者もいたんじゃないか？」


　「明日あしたの新聞が見物だな。『パリの空に天使が舞った！』なんて見出しでな」


　「ニュースとしては百貨店の盗とう難なん騒さわぎの方が大きいだろうが……いや、そんなことを言ってる場合じゃない。結局逃げられて追つい跡せきは諦あきらめたんだろう？　いったいどこで死にそうな目に遭あったんだ？　まさか帰り道でうっかり足を滑すべらせて屋根から落ちたとか……そういう下らないオチじゃないだろうな？」


　「そう結論を急ぐなよ。それに彼女は逃がしたが追跡を断念したわけじゃない」


　「しかし……」


　「Ｊ・Ｄと同じ手を使ったのさ。クラニウム号の外装を引っ剝ぱがすついでに、一定間かん隔かくで夜光塗と料りようの滴しずくを垂らす仕し掛かけを取り付けておいた。日が暮れた後で追いかけても間に合うって寸法よ。問題の相手と出くわしたのは追跡を再開したすぐ後のことだ──」





　　　　[image: ]





　ミリアム・リッチーを見送ったラウールはしばし余よ韻いんに浸ひたった後、日にち没ぼつを待ってクラニウム号の残した夜行塗料の痕こん跡せきを探した。


　ラウールが剝がしたのはクラニウム号の外装だけで、運動性能に支障が出ないように注意を払っていた。軽量化したことでむしろ機動力は上がっているはずで、ジャンプの飛ひ距きよ離りも伸びていると思われる。間もなく屋根に付着した夜光塗料を発見したラウールはホクホク顔で追跡を再開した。


　まっすぐ北上するかと思われたクラニウム号は西に転進していた。


（アジトはモンマルトルじゃなかったのか）


　第十七区に入っても止まる様子はなく、塗料の跡あとは鉄道を跨またぐ鉄橋のアーチを上っている。とっくに日は落ちているとはいえアーチ上を渡わたるクラニウム号を目撃した通行人がいたらさぞ肝きもをつぶしたことだろう。


　線路に下りた可能性も無視できないためいったん地上に降りる。鉄橋を渡りはじめて間もなく、ラウールは奇き妙みような人ひと影かげに気付いた。


　弧こを描えがく鉄橋のアーチの頂上にひとりの男が立っている。日没後に鉄橋の点検や工事をするとは思えないし、風体からして鉄道公社の職員には見えなかった。


　男は遠目にもかなりの上うわ背ぜいに見えた。腕組みしてただ立っているシルエットだけで筋きん骨こつ逞たくましい人物だと分かる。ズボンの腿ももの部分の膨ふくらみは乗馬服に近いが、上着はゆったりとした太い袖そででパリではあまり見かけない形だ。頭ず巾きんと覆ふく面めんを着けているらしく顔は判然としない。頭には猫ねこの耳を思わせる三角形の突とつ起きが立っている。さらに奇妙なのは首に巻いているマフラーだった。一見して男の身長よりも長く、風になびいているが、ラウールが感じている風はマフラーが水平になるほど強くはない。よほど薄うすくて軽い生き地じで出来ているのか。


　見れば見るほど奇妙な男だった。


　夜の闇やみを照らし出す街灯が至る所に設置されているパリは今や『光の都』と呼ばれている。かつては蠟ろう燭そくの燭しよく台だいだった街灯は五十年ほど前にガス灯に変わり、近年では電灯への切り替かえも進んで明るさを増している。路地に街灯が増えたことで以前に比べて治安も良くなっているため、真夜中に出歩く散歩者もそう珍めずらしくはなかった。


（夜中に安全対策の柵さくも何もない鉄橋のアーチの上で突っ立っている変な格好の男がいたところで見み咎とがめるほどのことも……ないとは言い切れないか）




[image: ]


　どうにも好こう奇き心しんを刺し激げきされてやまないが、今は追跡中の身である。しかしこのまま進むと男の足の下を通ることになる。


（今はあまり近寄りたくないな──）


　それは明確な理由があってのことではなく、ほとんど本能的な感覚だった。恐おそれているわけではない。近付くと何かしらちょっかいを出したくなるに決まっているからだ。


（帰りにまだいたら、その時は話でも聞いてみるかな）


　ラウールは鉄橋を渡った先にある街灯に目を向けた。その光に照らし出された欄らん干かんを狙ねらって右手を突き出す。〈ムーンレイカー〉の魔法により幻げん影えいの右手を飛ばして欄干を摑み、身体からだの方を引き寄せることで瞬時に移動する。


「──面おも白しろい術を使うでござるな」


　頭上から降ってきた野太い男の声に、ラウールはぞわりと総毛立った。


「いわゆる〈まぎなてくにか〉にござるか。当世の魔法使いとお見受けした」


　ずいぶんと古風でしかつめらしい言葉遣づかいである。発音にはわずかに訛なまりがあるものの出身を特定できるほどの特とく徴ちようはない。しかし丁てい寧ねいすぎる発音はむしろ生きつ粋すいのフランス人ではないだろうと思える。〈マギナテクニカ〉とはそのまま『魔法の技術』の意味だろうがラウールの知識にはない用語だった。


　ラウールは視線を上げた。声の主はついさっきまでアーチの頂上に立っていた男のはずだが、今は街灯の光が近すぎてかえって姿が見えづらい。


「何か私に御ご用ようですかな？」


　答える代わりにマフラーの男は布切れを投げた。地面に落ちたそれは、薄うす緑みどり色いろに発光する液体を拭ふき取った跡のあるウエスだった。


「暗くら闇やみに置くと蛍ほたるの如ごとき光を放つ塗料を御存じか？」


「…………」


「点々と残るその塗料の跡を辿たどってきたでござるな？」


「仮に私がウイと答えたとして……どうなさるおつもりですかな？」


「左様然しからば──ここから先へは通すわけにいかぬでござるよ」


　ラウールは即そく座ざに〈ムーンレイカー〉で三十メートルほど先の建物の三階のベランダに移動した。


　カツッ。


　乾かわいた音に仰あおぎ見ると、建物の外がい壁へきに柳やなぎの葉のような形の刃は物ものが突つき刺ささっていた。ナイフにしては握にぎりの部分がほとんどなく、鏃やじりか槍やりの穂ほ先さきのように見える。尻しりの部分は輪状になっていて、細いワイヤーが結びつけられている。わずかに緩ゆるんでいたワイヤーがピンと張り詰つめたかと思うと、次の瞬しゆん間かんには件くだんの男が燕つばめの如く飛来して壁かべに張り付いた。ラウールの魔法とほぼ同じことを、この道具と体術だけでやってのけたのだ。


　ラウールは向かいの建物の屋根に瞬間移動して屋上に上がった。目の前の床にナイフが突き刺さり、ワイヤーを手た繰ぐって巨きよ漢かんが着地する。放物線を描いて跳ちよう躍やくするよりも速い。


　同じ床に立って向き合ってみると、優に頭ひとつ分以上の身長差があった。闇に溶とける暗あん褐かつ色しよくの装しよう束ぞくに包まれた身体は見るからに分厚く、体重は百二十キログラムは下らないだろう。堂々たる巨きよ軀くの持ち主だが、不思議と鈍どん重じゆうさを感じさせない。見かけの体重は同じくらいでも、贅ぜい肉にくの塊かたまりのラウールに比べてこちらは鋼はがねの筋肉と強きよう靭じんなバネの集合体だった。


　遠目には猫耳に見えた頭の突起は、額から鼻までを覆う緋ひ色いろのマスクから伸びている二本の角だった。口元も同色のマフラーで隠かくされているため容よう貌ぼうは窺うかがい知れない。歩くと引きずるほどの長さのマフラーはそう軽い生地にも見えないが、やはり風になびくように波打って床ゆかに触ふれずにいた。


　床に突き立ったナイフは着地と同時に抜ぬかれ、ワイヤーごと袖の中に収められている。


「そのナイフは初めて目にします。何という道具ですか？」


「これはクナイと申すモノにござる」


「龍盤ロンバン国の武器ですかな？」


「さて……かの国にも『飛剣』と呼ばれる同様の兵器があると伝え聞くが」


「龍盤ロンバン国の方ではない？　ではどちらの御出身で？」


「──この世の果てにござる」


　マフラーの下の口元が微笑んでいるように思えた。大陸の東の大国である龍盤ロンバン国よりもさらに遠くから来たという意味だろうか。


「私の追跡の邪じや魔まをすると仰おつしやる？」


「如い何かにも」


「すると貴方あなたは女盗とう賊ぞく団のお仲間ですかな？」


「拙せつ者しやに仲間はおらぬ」


「では何な故ぜ味方をされるのですか？」


「左様……あえて申さば一宿一飯の恩義にござる」


　ラウールは表向きはむっつりとした表情を作りながら、胸の裡うちで口笛を吹ふいた。


（おいおい、マジかよ）


　たかだか一晩泊とめて一食振る舞まっただけでこれほどの達人を味方にできるのなら安すぎる買い物だ。


「通行料は幾いくら支し払はらえばよろしいかな？　それとも甘いお菓か子しでは？」


「その交こう渉しように応じるつもりは毛頭ござらん。これより先へ進みたくば拙者を退けて押し通って行かれよ。さもなくば大人しく引き返されよ」


「むふう……それではお言葉に甘えると致いたしましょう」


　ラウールは巨漢に向かって右手を突き出した。狙いは巨漢ではなく、その背後にある建物の旗竿ポールである。


　パキィン！


　巨漢が横に差し出した左の掌てのひらで、ガラス細工が砕くだけるような音が鳴った。


「……まさか!?」


　ラウールは思わず素すのジェスターの声で呻うめいた。〈ムーンレイカー〉の幻影の指が目標を捉とらえる前に遮しや断だんされたのだ。ハエのように叩たたき落とされたと言っていい。


「何を驚おどろかれる？　飛ぶ軌き道どうさえ読めていれば防ぐことなど造作もなきこと」


「いやいや、素手で阻はばまれるとさすがに……」


「人の肉体には元より〈まぎなてくにか〉に抗あらがう力が備わっているでござる。鍛たん錬れんにより耐魔の力を究きわめしこの身体……生半な魔法は通じぬものと心得てかかるがよろしかろう」


　ラウールは巨漢が話し終わる前に動いた。巨漢の脇わきをすり抜けるのは無理と判断して南方向にある隣となりの建物の屋上に瞬間移動する。さらに間を置かずに前方──クラニウム号が向かったであろう西の方角に手を伸のばすが、その時には巨漢は眼前に回り込んでいた。時間にしてわずか二秒足らず。〈ムーンレイカー〉の魔法には対象の視し認にんが不可欠であり、次の目標を見定めなければ発動はできない。この異常に素早い巨漢を振ふり切るとなると距きよ離りを稼かせぐ必要があるが、日没後ということもあって移動先は限られていた。


「移動は一瞬でも動作に制限が多い様子にござるな。隙すきを減らす工く夫ふうが肝かん要ようにござる」


「……なるほど」


　ラウールは右手に隠し持ったヘイロウ・コインを親指で弾はじいて飛ばした。狙いは巨漢の眉み間けん。マスクを砕くほどの威い力りよくはないがわずかでも注意を逸そらすことができれば──そう期待しつつ、ほぼ同時に左手で〈ムーンレイカー〉を発動する。


　しかし、ラウールはこの試みが失敗に終わることを予感していた。


　眉間に向かって飛来するコインに対し、巨漢は一いつ切さい反応を示さない。マスクが鋼でできていたとしても反射的に防ぼう御ぎよ行動を取るはずだが、それがないのだ。


　巨漢は右手を差し伸べて幻影の指を防ぎ、その後で左手でコインをキャッチした。ラウールはさらに右手の〈ムーンレイカー〉で突とつ破ぱを試みるが、狙いを定める前に鉄てつ槌ついで額を殴なぐられたような衝しよう撃げきを受け、後方に一回転して尻しり餅もちをついた。


「金きん銭せん[image: ]びようとは考えたでござるな。しかしこの程度の威力と速さでは躱かわすまでもござらん」


　ラウールは軽く目を回しながら身を起こした。


　シルクハットを取って見ると、額にあたる部分にヘイロウ・コインがまるで最初からそうデザインされていたかのように埋うまっていた。巨漢が打ち返してきたのだ。防ぼう弾だん用の鉄板を仕込んでいなければ頭ず蓋がい骨こつにめり込んでいたところだ。いや、本気で打っていたら間ま違ちがいなくそうなっていたに違いない。


「さて、そろそろ家が恋こいしくなってきた頃ころでござろう」


「ホームシックにはまだ早いと存じます」


　ハットを被かぶり直すと、ラウールは今度は南に瞬間移動した。巨漢も追いすがってくるが構わず移動を続ける。振り切るまでには至らないが西側に進ませまいとする巨漢は常にラウールの正面に回り込むことになる。ラウールは真南ではなくわずかに西寄りに進路をとり、俯ふ瞰かんして見れば弧こを描えがいて移動を続けた。


　しかし七度目の跳躍を終えて次に移ろうとした時、伸ばした左手の先をクナイが通過した。泡あわを食って手を引っ込めたラウールの前に巨漢が現れる。


「なお続けるつもりならば……次は攻こう撃げきせざるを得ないでござるよ」


「ふうむ……と、いうことは？」


「その先は口にせぬが賢けん明めいにござる」


　ラウールが言おうとしたのはこの巨漢の真の意図だった。単純にクラニウム号が逃にげるまでの時間を稼いでいるのか、あるいはアジトが近くにあり、これ以上続けると場所を特定されかねないので早めに切り上げようとしているのか。芝しば居いをしていないとするなら後者の可能性が高い。


　ここで忠告に従って本当に帰るという手も悪くはない。もちろん退散すると見せかけてぐるりと回り込み、逆方向から舞い戻もどるのだ。ラウールは頭の中で損得勘かん定じようをする一方、その案に乗り気ではない自分を知っていた。


「ところでご尊名を伺うかがっても？」


「名乗るほどの者ではござらん」


「では墓ぼ碑ひ銘めいは何と刻めばよろしいのかな？」


「その必要はござらん。拙者、自分を殺せるほどの腕うでと認めた者にしか名乗らぬ故ゆえ」


　つまり『名乗るほどの者ではない』とは謙けん遜そんして言っているのではなく、ラウールの方がそれに値しないと評しているのだ。挑ちよう発はつするつもりが倍にして返されたようなものだ。ラウールの己うぬ惚ぼれの強さも相当なものだがこの巨漢はそれ以上らしい。もっとも実力に比して大きすぎる自信かどうかは確認してみるまでは分からないが。


（こういう手合いの鼻を明かしてこそ、だよな）


　フランスの魔法使いの端はしくれ──否いな、ひとりの男子としてこの異国から来た男に舐なめられっぱなしで帰るのも癪しやくに障さわる。せめてひと泡あわ吹ふかせてやらないことには気が済まない。


　ラウールはルーローの七角形をしたヘイロウ・コインを右手の指の間に取り出した。


「ではムッシュ・センチネル……一手御指南いただきましょうか」


　宣戦布告をしたラウールに対し、巨漢は奇き妙みような素そ振ぶりを見せた。露ろ骨こつに余よ所そ見みをしたのだ。目の前のラウールを無視して別のものに注意を向けている。ラウールが何か言いかけると人差し指を立てて沈ちん黙もくを要求した。気になる音を聞きつけた様子である。


「……しばし待たれよ」


　そう言い置くと巨漢は屋上から身を躍おどらせて姿を消した。


「はい？」


　ひとり残されたラウールは拍ひよう子し抜ぬけした顔で辺りを見回す。どんな急用かは知らないが敵に待てと言われて待っているほどお人好しではない。ラウールは早さつ速そく元いた鉄橋へ引き返し、夜光塗と料りようの痕こん跡せきを探した。


　鉄橋のアーチに上ると、クラニウム号に取り付けた装置からこぼれ落ちた塗料の滴しずくはちょうど巨漢の立っていた辺りで途と切ぎれていた。ここから先は拭ぬぐい取られていると考えていい。屋根の上に付いた機械ムーブメントの足あし跡あとに気を配りつつ中断していた追跡を再開する。


　鉄橋から南西に進んだラウールは間もなく五階建ての建物の屋上に夜光塗料の跡を発見した。床にはいつくばるようにして観察し、思案する。拭ふき残しと考えるのが妥だ当とうだと思えたが、何かが引っかかった。


（これは……本当に塗料を拭き取った跡か？　それとも──）


　思い直して鉄橋に戻ると、巨漢の捨てたウエスを回収し、アーチに残った塗料を再確認する。ウエスに付着した塗料は追跡の手て掛がかりを消し去ったことを意味しているが、果たしてそれだけなのか。アーチを念入りに調べたラウールは、塗料を拭き取った跡が一いつ箇か所しよではなく、数メートルの範はん囲いに散っていることに気付いて愕がく然ぜんとなった。


（クラニウム号は鉄橋をただ渡わたったんじゃない。ここで立ち止まっている……何故だ!?）


　アーチから橋に降りたラウールは路面を調べ、さらに欄らん干かんから身を乗り出して下を走る鉄道の線路を見下ろした。


　警笛が聞こえた。蒸気機関車に引かれた貨物列車が近づいてくる。〈テトラドライブ〉の採用により薪まきを燃やす必要のなくなった最新型の機関車である。ラウールは鉄橋から飛び降り、下を通過中の貨物車の屋根に降り立った。


「真の逃とう走そう経路に気付くとは……なかなかにござるな」


　いつの間にか例の巨きよ漢かんが貨物車の屋根の上に立っていた。しかもラウールよりも機関車に近い位置である。しかしこの男の能力を思えばもはや驚くには値しない。


「行く手を阻まれれば何としても通りたくなるもの……危あやうく騙だまされるところでした」


　巨漢が鉄橋のアーチの上にこれ見よがしに立っていたのは、ラウールの行く手を阻むことでクラニウム号がその先に進んだと思わせる陽動作戦だった。実際には鉄橋から列車に飛び移って南東に向かったのだ。逆方向の可能性もあるが、それならこの男は追ってこないだろう。


　巨漢はよほどラウールの能力を低く見積もっていたのか、策を見破られたことに落らく胆たんした様子だった。


「拙者、実を申せばこの手の詐さ術じゆつはとんと不得手にござる」


「またまたご謙遜を」


　これは世辞や追つい従しようではない。ラウールの足止めが目的ならば巨漢は充じゆう分ぶんにその役目を果たしている。


「しかしこれ以上の追跡は許さぬでござるよ」


「では、ここから先は力ちから尽ずくと考えてよろしいか？」


「左様──」


　巨漢の右手からクナイが飛ぶ。今度は移動や牽けん制せいではなく直接攻撃である。


　ラウールは手首に仕込んだコインの手てつ甲こうでクナイを弾く。しかし実際に弾かれたのは腕の方で、クナイはわずかに逸れてラウールの肩かたを切り裂さいた。手甲がなければ間違いなく腕一本持って行かれる必殺の威力だ。しかし実質的なダメージはない。裂けたのは表皮だけでクナイの刃ははコインの鎧よろいで防いでいる。


「その肉にく襦じゆ袢ばんを着込んだまま拙者と戦うのはいささか無む謀ぼうにござるな」


「お気き遣づかいなく」


　列車が減速した。サン・ラザール駅が近い。ラウールは列車の進行方向にある鉄橋に飛んだ。クラニウム号が列車に乗ったまま駅まで行ったはずがないと推測した通り、鉄橋の欄干に夜光塗料の飛ひ沫まつが付着していた。


　一秒遅おくれで目の前に巨漢が躍り出る。丸太を振り抜くような蹴けりがラウールの腹を直撃した。吹ふっ飛ばされて宙を舞まったラウールは〈ムーンレイカー〉で街灯柱を摑つかみ瞬しゆん間かん移動するが、その直後、背後からの攻撃を食らって地面に叩き付けられ、ゴムボールよろしくバウンドした。ラウールの肉襦袢のクッションとコイン装そう甲こうのおかげで即そく死しを免まぬかれてはいるものの、衝撃に胃液が逆流しそうになる。


「存外丈じよう夫ぶにござる」


　起き上がると巨漢はすぐ近くに佇たたずんでいた。ラウールは腰こしのバックルにあるレバーを引いてスロットを開き、先ほど使いそびれた七角形のコインを投入する。


「忠告しておくでござるが……御お主ぬしの瞬間移動の技わざは完全に見切ったでござるよ。己おのれが目で見ている先──つまり前方にしか飛ぶことができぬ不自由な技ゆえ、あまり頼たよりにせぬ方がよろしかろう」


「ご高説は有り難がたく承りましょう。しかし私もまだ退くつもりはありませんよ」


「その意気やよし。しかし魔法による直接攻撃はこの身体からだには通じぬでござるよ」


「直接でなければいいということですかな？」


「さて……それを知ったところで、どのような小細工を弄ろうして拙せつ者しやを出し抜く心算つもりにござるか？」


「必ずしも貴方あなたを倒たおす必要はないでしょう。私の目的さえ果たせればね」


　ラウールはバックルのスロットを閉じると、的にしてくれと言わんばかりに無防備に両手を広げた。


「これより先、貴方の攻撃は決して私には当たらないと宣言させていただきましょう」


「それはしたり」


　巨漢が右手のクナイを放つ。ラウールの心臓を目がけて飛来したクナイは。しかし、急激に勢いを失い手前の地面に落ちた。


「──ぬう!?」


　驚きよう愕がくする巨漢を嘲あざけるように微笑ほほえむと、ラウールは地面を蹴って跳ちよう躍やくした。


　パリ市内では一部の公こう共きよう施し設せつや商業地区の例外を除き、街路の幅はばに応じて厳格に高さが規制されているため建物のほとんどが五階建てで、いったん屋根の上に出てしまえば見通しがいい。クラニウム号は第八区に入り、建物の屋根から屋根へ飛び移って移動していた。ラウールもその痕跡を辿たどって跳躍する。〈ムーンレイカー〉の瞬間移動ではなく自前の脚きやく力りよくによる移動である。


　追いすがってきた巨漢が正面に回り込みながら蹴りを放つ。しかし寸前にラウールは加速して蹴りを躱かわした。再びクナイを打つが、これもラウールには届かない。


　これまで行動速度においてラウールを圧あつ倒とうしていた巨漢が追いつけなくなっていた。走る速度も跳躍の鋭するどさも巨漢の方が上だが、肉にく薄はくして攻撃を仕し掛かける段になるとラウールは瞬発的に加速して引き離はなす。


　都合五度の攻撃を躱された巨漢はラウールの視界から姿を消した。自分の攻撃が当たらないことに戸と惑まどい、打開策が必要と考えたのか。ラウールは構わず夜光塗料の痕跡を辿った。クラニウム号は最近開発された繁はん華か街がいを外れて旧市街地へ向かっているようだった。


　ラウールは足を止めた。行く手の建物の屋上に立つ巨漢の姿を認めたからだ。目的地が分かっているなら先回りできて当然である。ラウールは大だい胆たんにも歩いて巨漢に近寄った。


「また陽動作戦ですか？」


「否いな、にござる」


「では降参ですか？」


「それも……否、にござる」


　巨漢の口ぶりにはさっきまでの強きよう烈れつな自信が感じられない。一応対策は練ったが確信が持てないといった風ふ情ぜいだ。謎なぞめいているくせに意外と反応は素す直なおで分かりやすい。掛かけ値ね無しに強いため小手先の詐術を弄する必要がないということか。


（いや待てよ……そうそう油断していい相手じゃない）


　ラウールは自分を戒いましめた。虎とらや獅し子しは生き残るための戦術を本能として持っている。裏表がないように見えてそれこそが巧こう妙みような芝しば居いと考えて構えるべきだろう。


　巨漢はおもむろに問いかける。


「当世の盗とう賊ぞくは形あるもの以外も盗ぬすむでござるか？」


「──!!」


　その言葉はクナイのようにラウールの胸深くに突つき刺ささった。


「拙者が速く動けば動くほど、御主はそれをわずかに上回る……否、拙者の動きが鈍にぶり、代わりにそちらの速さが増す──そういうカラクリにござるな？」


「何を仰おつしやりたいのですか？」


　ラウールはとぼけたが、我ながら下手な芝居だった。動どう揺ようのためだ。よもやわずかな間に〈ムーンレイカー〉の仕組みに気付いたというのか。よしんばそれに気付いたとしてもどんな策があるというのか。


「ひとつ試ためしてみるでござるよ。速い攻こう撃げきは避よけられても……遅おそい攻撃ならどうでござるかな？」


　巨漢の動きが静止した。まるで彫ちよう像ぞうと化したように動かない。何故かマフラーもなびかず固まっている。すると自分の意志で動かしていたのか。


　しかし一瞬の後──本来の意味である目ま蓋ぶたを閉じて開く間に──巨漢の身体はわずかに近付いていた。ほんの十数センチ、足元を注視していなければ気付かないほどのわずかな距きよ離りである。次の瞬またたきでも同様に爪つま先さきの位置が動いたのを確かく認にんし、ラウールの背筋に戦せん慄りつが走った。


（こいつ……まさか俺が目を閉じた瞬間だけ動いて──）


　近距離で向き合うのは得策ではないと気付いてラウールは後方に飛び退のいた。巨漢はそれとまったく同じ速度で前に出て、ラウールが足を止めるとピタリと動きを止めた。まるで周囲の風景だけが動いたようにお互たがいの位置関係は変わっていない。


「──『だるまさんがころんだ』という遊びを御ご存ぞんじか？」


　巨漢が微び動どうだにせぬまま口を利きいた。口元はマフラーで隠かくれて分からないがおそらく唇くちびるも動かしていないように思える。


「この国にも似たような遊びはござろう。鬼おにの目が開いている間は石と化し、目を閉じて呪じゆ文もんを唱えている間のみ動くことを許される……」


　ラウールの〈ムーンレイカー〉の発動は視覚に頼る部分が大きい。動いているところを見せまいとしているのは正しくその弱点を突いた対策だったが、思いついたところでこの巨漢以外には実行は不可能だろう。瞬まばたきするたびに十数センチずつ間合いを詰つめてくるその光景は、映画のフィルムを一コマずつ見せられているような気分になる。


　ラウールは後方に跳躍すると同時に〈ムーンレイカー〉で数十メートル先にあるガラス張りの三角屋根へ飛んだ。


「迂う闊かつにござる」


　真後ろで声がした。ラウールは失策を悟さとった。


　そう──巨漢と正面から向き合った状態で飛べばその背後への移動を意味する。そして移動した後はラウール自身が巨漢に背を向けることになるのだ。


　振ふり向いたラウールの目前に、巨漢の右の掌てのひらが突き付けられていた。掌は静止しているように見えて実際は極きわめて緩かん慢まんに──それこそナメクジが這はうほどの速度で迫せまってくる。


　やがて掌はラウールの胸に押し当てられた。


　ズゥン！


　直後、凄すさまじい衝しよう撃げきがラウールの身体を貫つらぬいた。大たい砲ほうの如ごとき圧あつ倒とう的てきなパワーの奔ほん流りゆうがラウールの身体を吹き飛ばす。


　巨漢の言った『遅い攻撃』とはこの一撃だった。通常の打撃のような加速のための予備動作を必要とせず、密着した状態から爆ばく発はつ的てきに放たれる力──それはラウールが経験したことのない未知の技だった。


　ラウールは派手に転がされ、倉庫のような煉れん瓦が造りの建物のトタン葺ぶきの屋根の上に仰あお向むけに倒れた。追ってきた巨漢が傍かたわらに立ってラウールを見下ろす。


「今の掌しよう打だは特別の力を込こめた故ゆえに硬かたいだけの鎧は意味をなさぬ。勝負ありにござるな」


「……そうですね。勝負は私の勝ちです」


　ラウールは喉のど元もとまでこみ上げてきた血を飲み込み、歯を見せて微笑んだ。


「──!?」


　巨きよ漢かんは辺りを見回した。ラウールは仰向けのまま頭の上の方を指さす。


　ラウールの倒れている屋根には『ピンクのハート』に『黒くろ猫ねこのシルエット』を組み合わせたマークがペンキででかでかと描えがかれていた。クラニウム号のハッチに描かれていたものと同じデザインである。マークの手前には不自然な段差と隙すき間まがあり、その周辺の擦こすれた跡あとから見て隠し扉とびらになっていることは容易に想像できた。何よりの証しよう拠こに夜光塗と料りようの滴しずくがそこで途と切ぎれている。


「おそらくここがアジトです。違ちがいますかな？」


「……違わぬでござるよ」


「ここまで私を運んできたのは貴方ですよ」


「……そのようにござるな」


　巨漢はどこか納なつ得とくのいっていない口ぶりで『ハートに黒猫』のマークを恨うらめしげに凝ぎよう視ししている。屋根の上にこんなものがあるとは巨漢にとっても想定外だったのだろう。ピンク色が鮮あざやかなところからマークは最近描かれたものらしい。


「……これはしたり」


　溜ため息いきとともに反省の弁が漏もれた。言葉は同じでも今度は自じ嘲ちようである。


「拙者──今は『ガンプ』と呼ばれているでござる」


　巨漢が自己紹しよう介かいをしたのだとラウールが理解するまでしばらくかかった。


「『うすのろガンプ』……？　それこそ悪い冗じよう談だんだ」


　およそこれほど実態にそぐわない二つ名も珍めずらしい。この巨漢の実力を知らない人間が付けた渾あだ名なに違いない。


「勝負に勝ったとはいえ御主もしばらくは動けまい。ここを知ったところで虜とりこになってしまっては元も子もなかろう」


「私を捕つかまえる？　アジトに招待していただくのは嬉うれしいが、それはまた別の機会に譲ゆずるとしましょう」


　ラウールは夜空に向かって右手を伸のばす。巨漢──ガンプがその意図に気付いた時にはすでに手て遅おくれだった。


　次の瞬間、ラウールの身体は地上数十メートルの高みにあった。〈ムーンレイカー〉で上空を飛ぶフクロウを捕ほ捉そくしたのだ。不意に足を摑まれたフクロウは驚おどろいてバタバタと暴れた。当然ながらラウールの身体を支えられるほどの力はない。


「悪いね」


　ラウールはフクロウを放して自由落下に移った。


　逆さまに墜つい落らくしながら、彼方かなたにそびえ立つ〈光の塔とう〉を視界にとらえる。パリ博覧会のために建設されたエッフェル塔だった。電でん飾しよくを施ほどこされた末広がりの塔は天から流れ落ちる銀河のように煌きらめいている。


　ラウールはその貴婦人を思わせる優ゆう雅がな輝かがやきに向かって手を差し伸べた──
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「──というわけで、結局のところ俺様の大勝利に終わったわけだが」


「どこがだ!?」


　ボガートはしばらく口出しせずに我が慢まんしていた分だけ強めに突っ込んだ。


「大勝利もなにも、女の尻しりを追いかけて行ったら用心棒に半殺しにされて逃にげ帰っただけのことじゃないか」


「あのな……身も蓋ふたもない要約の仕方をするんじゃねえよ」


「君が認めたくないだけでそれが事実だ」


　ラウールと謎の巨漢との勝負はそれはそれで手に汗あせ握にぎる戦いだったかもしれないが、争うことになったそもそもの理由が実に下らない。


「そんなところでうっかり命を落とす羽目になるかもとは思わなかったのか？」


「あんなところでうっかり死んでるようじゃ、これからやろうとしてる大仕事の成功だっておぼつかねえぜ」


　ジェスターの辞書に自重だの反省だのといった単語は載のっていないらしい。あえて危険に身をさらして自分の運命を試したつもりなのか。


「物事には軽重の区別というものがある。大きな目的があるならなおのこと、そんな些さ末まつな勝負にこだわるべきじゃないだろう」


「デカい物の大きさを計るにはよりデカい物差しが必要なのさ。それに何か勘かん違ちがいしてるようだが、お互い殺すつもりで戦ってたらもっと早く決ケ着リはついてたぜ」


「本気じゃなかったというのか？　君は遊びのつもりでも向こうはそうは思わないぞ」


「向こうも殺す気はなかったさ。最後にちょいと肩かたに力が入っちまっただけでな……あいつは本物の武術の達人ってやつだ。しかも魔ま法ほう使つかいと素手で戦えるレベルのな。俺みたいなヒヨッコなんざ敵だとも思っちゃいないさ」


　突とつ然ぜん殊しゆ勝しようなことを言い始めるジェスターに、ボガートは違い和わ感かんを覚えた。負け惜おしみを言うならまだしも相手の実力を自分より上だと認めただけでなく、敬意を抱いだいてさえいるらしい。


「血ち反へ吐どを吐はかされるような目に遭あっておきながら敵の弁護か？」


「いい奴やつだからな」


「どうしてそんなことが分かる？」


「猫ねこ好きだからさ」


「……猫……好き？」


　いよいよ訳が分からないという顔で聞き返すと、ジェスターは苦く笑しようした。


「そういや言い忘れてたぜ。あの男、途と中ちゆうから左手を使ってなかったんだ。背中の方に回したまんまで、俺に見せないようにしてた」


「途中って、いつからだ？」


「一度姿を消して、貨物列車の屋根の上で再会した時からさ」


　すると話の中ちゆう盤ばんからずっとということになる。ジェスターの話で脳のう裏りに思い描いた一連の画をかなり修正しなければならない。


「俺も気になってたんだが、例の『遅い攻こう撃げき』を出す時だ……あいつが左手の中に何か大事そうに握にぎってるのが見えた。腐くさりかけの汚きたねえ雑ぞう巾きんかと思ったら『ニャ～』って哀あわれっぽい鳴き声が聞こえてきやがる。病気なのか捨てられたのか知らねえが……信じられるか？　あの野や郎ろう、俺と戦ってる最中に死にかけの子猫を拾ってやがったんだ」


「それに気を取られて攻撃を食らったんじゃないのか？」


「逆だな。左手に弱った子猫を持ったままじゃ必殺の威い力りよくは出せないだろうと思ってわざと食らってみたんだ。そしたら痛いてえのなんの」


　もはやボガートも呆あきれて返す言葉がなかった。笑い話にするジェスターもそうだが、ガンプという男もどうかしているとしか思えない。


「だからさ。死にかけの子猫を助けるような男が悪人のわけがないだろ？」


「それは確かにそうだが……優先順位がおかしくはないか」


「どこが？」


「いや……どこがと言うよりすべてにおいてだ。結局骨折り損じゃないのか？」


「骨折っただけの甲か斐いはあるさ。充じゆう分ぶんにな……残念ながら戦利品はこれだけだが」


　ジェスターの手に繊せん細さいなレースをあしらった白い布が現れた。ハンカチにしてはやや大きく、生き地じは厚手で複雑な形をしている。その布に顔を埋うずめ、深呼吸して匂においを嗅かぐと、ジェスターは蕩とろけたような甘い吐と息いきを漏もらした。布に包くるまれていたらしい数枚の絵札がシーツの上に落ちて散らばる。


「おい、その札は……？」


　何気なくその内の一枚を拾い上げたボガートは息を飲んだ。


　そこに見覚えのある絵が──タコとイカと虎とら縞じま模も様ようの巻き貝の特とく徴ちようを合成したような海の怪かい物ぶつが描かれていたからである。


　ミリアム・リッチーが使った〈クラーケン〉のカードに違いなかった。
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　西に没ぼつする太陽が最後の輝きを見せた後、宵よい闇やみの蒼あおが空を塗ぬり替かえていく。


　漆しつ黒こくの天幕に覆おおわれた空に星が煌めく頃ころ、銀河を鏡に映したように地上にも光が鏤ちりばめられる。


　地上の星の多くはガス灯であり、三割ほどがより明るい電灯だった。瞬またたく小さな光は油のランプや暖だん炉ろの火が窓から漏れているものだろう。


　ミリアム・リッチーは地上三百メートルの高みからパリの夜景を眺ながめていた。


〈セイレーン〉のカードによってストロベリー・ブロンドの髪かみが変化した翼つばさを広げ、上じよう昇しよう気流を受けて悠ゆう々ゆうと滑かつ空くうする。この気流自体もミリアムの意志によってコントロールされていた。翼の羽ばたきだけで飛行しているのではなく、風を自在に操あやつる力も含ふくめて〈セイレーン〉の能力である。


　シテ島の大聖堂も、光線のように放射状に延びる十二本の通りの中心に建つ凱がい旋せん門もんも、そして銀河をドレスにして纏まとった貴婦人のようなエッフェル塔も──大都市パリのすべてが眼下の一望に収められている。気球か飛行船に乗るほかに見ることの叶かなわぬこの絶景を独ひとり占じめしていると思うと、戦いでささくれ立った気分も幾いく分ぶん和やわらいだ。


（あのいけ好かないデブは諦あきらめてもう帰ったかしら？）


　ラウール・グルトンは剽ひよう軽きんに見えてその実あまりに不可解で、いかがわしく、底が知れない怪かい人じんだった。長ちよう距きよ離りを移動するためでなく、ただ難敵から逃のがれるためだけに〈セイレーン〉の力を使ったのは初めてのことだ。今も呑のん気きに遊覧飛行を楽しんでいるわけではなく、地上に降りた途と端たんにまたあの慇いん懃ぎん無礼なニヤケ顔を拝むことになるのではないかという不安が拭ぬぐいきれず、降りるタイミングがつかめずに飛び続けているのが実情だった。


　ラウールのことを考えるとまた気分がざらついてきた。ミリアムは胸むね一いつ杯ぱいに空気を吸い込み、鬱うつ憤ぷんとともに解き放つように声を発した。


『Ｌａ────────』


　それは人間の耳には聞こえない歌声だった。これもまた〈セイレーン〉の能力のひとつである。発声の音域が人間の可か聴ちよう域いき以上に広がり、ひとりで複数の声こわ色いろを使って複雑なハーモニーを生み出すことさえできる。聞く者を魅み了りようする魔ま力りよくを秘めた歌声だが、今のところミリアムが歌うのは自分の楽しみのためだけだった。詩もなければ明確なメロディさえない──ただ心の赴おもむくままに喉のどを楽器として鳴らしているだけだ。


　歌声を聞きつけたらしい雁かりの群れが飛来し、二十羽余りがミリアムを先頭に逆Ｖ字の編隊を組んだ。ブーローニュの森から来たのだろうか。


　ミリアムがエッフェル塔の先せん端たんの台に腰こし掛かけると、白鳥や鷹たかのような大型の鳥だけでなく、普ふ段だんはこの高度までは上がってこない小鳥までもが集まってきて鉄骨に留まった。百羽を超こえる数の種々雑多な鳥が展望台の上に集まったにもかかわらず、縄なわ張ばり争いの諍いさかいが起きることもなく、女王に拝はい謁えつする臣下の如ごとく畏かしこまっている。これだけの数の鳥が一声も漏らさず黙だまっている図はそれはそれで威い圧あつ感かんを覚える光景だった。


「あんまり期待されると緊きん張ちようするわね……」


　ミリアムは塔の天てつ辺ぺんに立ち上がった。待ちわびている聴ちよう衆しゆうに美声を聞かせようと大きく息を吸い込んだその時──不意に、展望台の屋根の一角で鳥たちがざわめいた。


　何に驚おどろいたのか小鳥たちが真っ先に飛び立ち、それにつられて他の鳥も次々と塔を離はなれていく。ミリアムも慌あわてて風を呼び、羽根を散らしながら急上昇した。


　数十メートルを一気に舞まい上がってから、改めて何が起きたのか確かく認にんしようと展望台の屋根を注視する。鷹の視覚を得たミリアムの目は望遠鏡のように遠くの物を拡大し、上空から草むらを走るネズミすら捉とらえる。電飾の灯あかりの陰かげになっている展望台の上に黒い影かげが動くのが見えた。やけに丸いシルエットから人間だとすればでっぷり肥え太っている。


（まさか……ラウール・グルトン!?）


　背筋に寒気が走る。逃げるべきか近寄るべきか判断に迷い、もう一度確認しようと目を凝こらした時には丸い影は消えていた。


　何でもない影をラウールと見み間ま違ちがえるほど疲つかれている──そう自覚したミリアムは、集まってきた鳥たちに申し訳ないと思いながらエッフェル塔を後にした。


　目立たない高度を維い持じしたまま飛行して第八区まで来ると、煉れん瓦が造りの建物の屋根に『ピンクのハートに黒くろ猫ねこ』のマークを見つけて急降下する。畳たたんだ翼を高度三十メートルで開き、空気を抱くようにして制動をかけて軽かろやかに着地した。


　屋上に埋うめ込まれている小さな鉄の蓋を開け、中に隠かくされていたボタンを押す。床ゆか下したでブザーの音が鳴り、やがて、マークの描えがかれたトタン屋根の一部が持ち上がるようにして開いた。馬車が出入りするのに充分なサイズの隠し扉とびらである。横には定員二名の小型昇降機も設置されているがミリアムは使わず、身体からだひとつで開いた穴に飛び込んだ。翼を広げて舞い降りた先はガレージを兼かねたロフトで、二人の手下──ミン・スーとバリル・ガバージュが待ち受けていた。


「おおお、お帰りなさいませ！」


　バリルがクラニウム号の陰から喜色満面の顔を見せたが、ミリアムが変身を解いて元の姿に戻もどると途端に少し残念そうな顔になった。バリルは天使さながらの〈セイレーン〉の姿が好きなのだ。


「姐あねさん、ご無事で何よりです」


　ミン・スーが操縦席から顔を出した。


「あんたたちこそ後をつけられるようなヘマはしなかったろうね？」


「それはもう。ですが……」


　ミン・スーの言いたいことは分かっていた。ミリアムは外装のほとんどを失って丸まる裸はだかにされたクラニウム号を見上げ、苛いら立だちを隠しきれない口調で呟つぶやく。


「──ったく、どうしてこんな様になっちゃったのかしらね」


「それがどうも奇き妙みようなことだらけで……」


　整備台から降りてきたミン・スーが合点のいかない顔で報告する。


「ざっと見たところ壊こわれてる部分はないみたいです」


「壊れてない？　盛せい大だいにぶっ壊されてるじゃない」


「ボルトやリベットがごっそり無くなってるんです。そのせいで固定されていた部品が脱だつ落らくしただけで壊されたわけじゃない。何をどうしたのか……とにかく動いている間に解体されたとしか」


「それもあのキモデブの魔法の仕し業わざってわけ？」


「おそらく……」


　ミン・スーは瘦やせて骨ばった肩かたをすくめた。魔法のこととなると素人しろうとにはお手上げなのは仕方がない。


「あああ姐さん！　これ何だろう？」


　バリルがドタドタとブーツを鳴らして駆かけ寄ってきた。ミリアムに見せたのは金属製のボトルである。口の部分にコックが付いていて、ツマミをひねると中の液体が出る仕組みになっている。


「接せつ着ちやく剤ざいみたいなので逆さまにくっついてたんだけど……」


「大事な部品なんじゃないのかい？　ミン・スー、これは？」


「はて……見覚えがないですね。図面にはなかったから後から付けられた物かも」


「外装が取れたから出てきた？」


「見たところ接着剤はまだ新しいようだし……中身を調べてみないことにはちょっと」


「じゃあ調べといて」


　ボトルをミン・スーに預けると、ミリアムはガレージの隅すみのソファに腰こしを下ろし、鉄製のテーブルに置かれたトランクを開けて中身を確認した。セザール・ロッシュオーと売買交こう渉しよう中のシリンダー型の秘宝である。


「これが奪うばわれずに済んだだけまだマシってことか……」


　コレクション強ごう奪だつは失敗し、さらにクラニウム号の被ひ害がいは甚じん大だい──すべてはラウール・グルトンの仕業だった。しかも直接対決でも圧あつ倒とうされ敗走を余よ儀ぎなくされている。踏ふんだり蹴けったりとはこのことだった。


　ミリアムはテーブルの上の電話機を乱暴な手つきで引き寄せると、受話器を取り、本体に付いているハンドルをこれでもかという勢いで回した。接続されると、相手が何か言う前に受話器に怒ど鳴なる。


「カミーユ!?　ガレージにいるからちょっと上がって来なさい！」


　昇降機が階下に降り、一分と待たずに上がってきた。乗っているのはポンチョを羽織った少女のように線の細い少年ギヤルソンである。カラスの羽根のように艶つやのある黒くろ髪かみに深いブルーのつぶらな瞳ひとみが神秘的な印象を与あたえている。


　少年──カミーユは三人が揃そろっているのを確認してにっこりと微笑ほほえんだ。


「皆みなさんお帰りでしたか。首しゆ尾びはどうです？」


「見りゃ分かるでしょ!?　散々よ！」


「ええ～？」


　ミリアムの剣けん幕まくにカミーユは不思議そうに小首を傾かしげた。クラニウム号の変わり果てた姿に気付いて目を丸くする。


「ずいぶん風通しが良くなっちゃったみたいですね。何があったんです？」


「そんな説明は後よ！　カミーユあんた……『今日は人生最高の日になる』って言ってたわよね!?」


「ええ～、僕そんなこと言いましたっけ？」


「言ったわよ！」


「姉さんにとって『運命の出会いがある』とは言いましたけど……」


「そう！　それよ、それ！」


「出会いはあったでしょう？」


「ええ、最悪の奴やつにね！　あんたの占うらないを信じて出で掛かけた結果がこのザマよ！　どうしてくれるの!?」


「最悪ねえ……？」


　ミリアムの全力のクレームに対し、カミーユは少しも動じた様子も見せずフウンと鼻を鳴らした。


「僕が言ったのは今日の出会いがとっても重大だってことだけですよ？　良いとも悪いとも言ってないはずですけど……ましてや『人生最高の日』だなんて一言も」


「何よその言いぐさは？　あたしの勝手な思い込みだって言いたいわけ!?」


「占いの結果をどう受け取るかは自由ですからね。まあでも結論を急がなくてもいいじゃないですか。後になって考えてみれば今日の出会いが人生最良のイベントだったと思えるようになったり……」


「するわけないでしょ！　絶対思わない！」


　一向に収まりそうにないミリアムの癇かん癪しやくに、カミーユはようやく心配そうな表情を見せた。


「そこまで姉さんを怒おこらせるなんて……どんな人だったんですか？」


「気持ち悪いデブ野や郎ろうよ！　思い出しただけで虫むし酸ずが走るわ！」


「おかしいなあ。髪かみは？　短い金きん髪ぱつですよね？」


「チリチリでモサモサの赤毛よ！」


「そこそこハンサムだったでしょう？　体型は体操選手並に筋肉質でしかもスマート」


「全然よ！　贅ぜい肉にくまみれのゴム毬まりみたいな体型だったわ」


「性格は陽気で少し子供っぽくて茶目っ気のある……」


「慇いん懃ぎん無礼で傲ごう岸がんで嫌いや味みで鼻持ちならない性格のド変態よ！」


「ええ～？　何かの間違いじゃないんですか？」


　カミーユもさすがに首を捻ひねった。


「人物像については外したことないんだけどなあ。別の人と取り違えてません？」


「あいつの印象が強すぎて、他ほかの人間なんて出会ってたとしても覚えちゃいないわよ。だいたいあんたの占いがいっつも中ちゆう途と半はん端ぱなのが混乱の元じゃない！」


「僕の〈星詠みアストルジユ〉は夜空の星の運行と同じく人と人との運命が交差するポイントと、互たがいに引き寄せ合う重力の影えい響きようをそれはもう緻ち密みつに計算するんです。でも三分以上続けると頭がパンクしちゃうからしょうがないじゃないですか」


「その説明なら何度も聞いたわよ」


　ミリアムはうんざりした顔で答えた。三分間で取り扱あつかえる計算の量が一定で、前後三日間くらいのことなら極きわめて詳しよう細さいに占えるが、遠くの未来のことを占おうとすると途と端たんに大おお雑ざつ把ぱになる。そのうえ占いの結果を知ることで当人の行動が変わると実際に起きることにズレが生じてしまう。結局のところ一番確実なのはすでに確定している過去の事か、自分に関係のない未来の出来事について当日に占ってもらうことだった。


「失うせ物捜さがしと今日の天気くらいしか当てにならないんじゃね」


「未来が定まっていないからこそ今日を生きる楽しみがあるんですよ。姉さんは口を開けて待ってればケーキの方から飛び込んでくるタイプなのに、すぐ自分から迎むかえに行って余計なことをするから」


「ケーキが飛び込んで……!?」


　おおむねその通りのことを経験したばかりのミリアムは、少年占い師の愛くるしい顔を恨うらめしい目つきでにらんだ。


「口の中にケーキを押し込まれる気分がどんなものか……あんたに分かる!?」


「何を言ってるんですか？」


　カミーユは皮肉ではなくただの譬たとえ話のつもりだったらしい。


「とにかくあんなのを『運命の人』だなんて認めないから！　それに……おかしなことがあったわ。あたしの〈ギーヴルハート〉が通じなかったのよ！」


「流し目じゃなくて本気のやつですか？」


「当然、本気のやつよ！」


「なるほど……だったらやっぱりその人がそうですよ」


　カミーユは得意気に微笑み、怪け訝げんな顔のミリアムに説明した。


「これも前に説明しましたよね？　魔法っていうのはすでに叶かなってる願いはそれ以上には実現しないんです。〈魅み了りようの魔ま眼がん〉が通用しないってことは、その人も僕と同じだっていう証しよう拠こですよ。つまり……」


「わ──っ！　わ──っ！」


　ミリアムは両耳を塞ふさぎ目をつぶって大声を出す。


「聞きたくない聞きたくなーい！」


「子供じゃあるまいし……」


「とにかくあいつとは、もう二度と！　金こん輪りん際ざい！　会いたくないのよ！」


　大声でまくし立てると急に息切れがして目が眩くらんだ。テーブルに両手をついて身体を支える。神経からくる疲ひ労ろうがどっと押し寄せ、お腹なかがクウと鳴った。


「ああ……もう限界……今日はもうお風ふ呂ろ入ってご飯食べて……寝ねる！」


　革かわのスーツの上着を留めているボタンを外すのももどかしい。コルセットのベルトを外して上着の前を開くと、押さえつけられていた特大のマシュマロのような胸が勢いよくまろび出た。ミリアムは両手で自分の胸をまさぐり、血相を変える。


「な……ない！」


「人並み以上にありますよ。オッパイなら」
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「誰だれが乳の話をしとるか！　下着が……下着がないのよ！」


　ミリアムは臍へその辺りまで手で探さぐったが何も出てこなかった。冷ひや汗あせがどっと噴ふき出す。カミーユは尋じん常じようでないその様子から事情を察した。


「姉さん……ないのは下着だけですか？　まさかと思いますけど」


「そのまさかよ！　中に入れてた〈グリモアリーフ〉ごと消えたのよ!!」


「ええっ!?」


　クラニウム号の点検作業に戻もどっていたミン・スーとバリルも驚おどろいて顔を上げる。


「どどど、どこかへ脱ぬぎ忘れてきたとか……？」


「そこまでバカじゃないわよ！　だいたいラウール・グルトンと戦った時にはちゃんと身に着けてたんだから」


「すると戦った後に消えたということになりますね。カードも全部？」


「残ってるのは最後の変身に使ったこれだけ……」


　ミリアムの手にあるのは、鳥の翼つばさを備え竪たて琴ごとを手にした美しき妖よう女じよの姿が描えがかれた〈セイレーン〉のカード一枚きりだった。


　ガレージを沈ちん黙もくが支配した。三人の視線は自然とカミーユに集まる。こと失せ物捜しにおいては完かん璧ぺきな才能を持った占い師だからだ。


「カミーユ……〈グリモアリーフ〉がどこへ消えたか占ってくれる？」


「その必要はないと思うんですが」


「じゃあどこにあるの!?　教えなさいよ！」


「そのラウールという人が持ってるに決まってるじゃないですか」


　ぐにゃり、とカミーユの顔が歪ゆがんだ。表情は変わっていない。ミリアムの視界が霞かすんだせいだ。


「むひぃぃぃぃぃん……もうやだ～！」


　ミリアムの目から大おお粒つぶの涙なみだがポロポロとこぼれ落ちた。ソファに倒たおれ込み、背もたれに顔を伏ふせると肩かたを震ふるわせて号ごう泣きゆうする。


「あんなキモデブにここまで……完敗……やられっぱなしなんて……酷ひどすぎるぅぅぅ！　こんなのあんまりよ～！　あたしがいったい何したって言うのよぉぉぉ～!!」


　バリルが泡あわを食って慰なぐさめようとするが、子供のように泣きじゃくるミリアムに手の施ほどこしようがなくオロオロするばかりだった。


「姐あねさん泣かないでぇ～姐さんが悲しいと……うう～アタシも泣いちゃう～」


「あんたが泣いてどうすんのよ」


　ミン・スーが冷静に突つっ込みをいれる。カミーユが脱いだポンチョをミリアムの肩にかけ、幼子をあやすように頭を抱だいて背中をさすった。


「大だい丈じよう夫ぶですよ。幻げん獣じゆうの切り札トランプはいずれすべて姉さんの元に集まる運命にあるんですから。他人の手に渡わたったところでそんなのはほんの一時のことです」


「あんたの言うことが一番当てになんないのよぉぉぉ！」


「そりゃあお宝を手に入れようとすれば苦労もするし危険もありますけど……姉さんにはほら、僕たちがついてるじゃないですか」


「そそそそそそっ、そうですよ姐さん！」


　バリルが勢い込んで訴うつたえた。


「それに……ああああの気持ち悪い魔法使いが『運命の人』だって決まったわけじゃないし！」


「おいおい、いい加減なことを言うもんじゃないよ」


「いいいい加減じゃないもん！　そう！　イイイイケメンにも会ったし」


「ああ、あのイケメンね。確かにいたね。イケメンが」


　ミン・スーもこれには同意した。ミリアムは涙に濡ぬれた顔を上げる。


「とはいえ……我々、あのイケメンに好かれそうなこと何ひとつしてないからねえ。女の子を捕つかまえたのだって本当は〈浮うき玉〉の効果が切れて落ちそうだったから助けたんだけど、イケメンには人質に取ろうとしたと誤解されたみたいだし……どう考えても恨まれてるっぽくない？　それにあの時の姐さんは〈クラーケン〉に変身してたし……タコ女に惚ほれるのはよっぽどマニアックな趣しゆ味みの奴だけだよね」


「うわぁぁぁん！　やっぱりあの変態に気に入られちゃったのよぉぉぉ！」


　再びカミーユの胸に取りすがって泣き出すミリアム。


　バリルはもともと膨ふくれている頰ほおをさらに膨らませてミン・スーをにらみ、にらまれたミン・スーは細い肩をさらにすくめてお手上げのポーズをとる。


　不意に響ひびいたモーター音に、二人は驚いて振ふり向いた。昇しよう降こう機きが降り、再び昇のぼってくる。乗っていたのは人間ではなく、人の背せ丈たけよりも大きい、湾わん曲きよくした金属の板だった。表面には『ハートに黒くろ猫ねこ』のマークが描かれている。


　ミン・スーが真っ先に駆かけ寄り、バリルが続く。金属板を調べた二人は互いに信じられないといった顔を見合わせ、頷うなずいた。


「姐さん、見てくださいこれ！　あの太っちょに奪うばわれた外装ですよ!!」


「……何だって？」


　ミリアムは手の甲こうで目元を拭ぬぐって確かく認にんした。確かにクラニウム号のハッチである。


「どうしてそれがここに？」


　当然の疑問に答えたのはカミーユだった。


「ああ、それですか？　ガンプが見つけて拾ってきたんですよ。さっきガレージに上げるように頼たのんでおいたんです」


「拾った？　どこで!?」


「さあ、道みち端ばたに落ちてたそうですけど」


「道端に……ってことはあんの野や郎ろう～、身ぐるみ剝はいどいて持ち帰りもせずにポイ捨てしやがったわね!?」


　ミリアムはグギギと歯は軋ぎしりして地じ団だん駄だを踏ふんだ。


「他には？　他のパーツは!?」


「持ち帰ったのはあれだけみたいですけど……」


　カミーユの言葉を終わりまで聞かずにミリアムは昇降機に飛び乗り、操作盤ばんのレバーを押し下げて階下に降りた。ガレージの直下のフロアはそれぞれの個室が設けられた普ふ通つうの住居になっている。さらに階段を下って水回りが集まっているフロアに来ると薄うす暗ぐらいキッチンに踏み込んだ。


「ガンプ！　いるんでしょ!?」


　電灯を点つけると、目当ての相手はキッチンの床ゆかに座り込んでいた。背を丸め胡座あぐらをかいて座っているので妙みように小さく見えるが、骨太で肉厚な熊くまを連想させる体格の大男である。


　ガンプと呼ばれた男はゆっくりと首を巡めぐらせるように振り向いた。


　恐おそろしく間延びした顔面の持ち主だった。とくに顔の縦の長さが尋常ではない。鼻や顎あごも大作りで全体的な造作が極めて大雑把である。唯ゆい一いつの美点は漆しつ黒こくの澄すんだ瞳ひとみだが、目ま蓋ぶたは半ば閉じられ、どこを見ているのか判然としない。寝ね惚ぼけたロバという表現がぴったりくる冴さえないご面相だ。


「あんた、あの鉄板はどこで拾ってきたの？」


「ムン……」


　ガンプは右手の人差し指を立て、それを自分の口に押し当てた。静かに、というジェスチャーだが、ミリアムが黙だまっていると元の姿勢に戻っただけで何もない。


「こら、無視すんじゃないわよ！　どこで拾ったか……」


　ミリアムはガンプがタオルで包くるんだ何かを膝ひざの上に乗せていることに気付いた。腐くさりかけの雑ぞう巾きんか何かに見えるが、ほ乳にゆう瓶びんでミルクを与あたえているところからして生き物らしい。


「また死にかけの猫でも拾ってきたのかい？　ここは動物病院じゃないんだよ!?」


　言いながらミリアムは鼻をすすった。ガンプがゴリラのように長い腕うでを背後の食しよつ器き棚だなに伸のばし、清潔なナプキンを取ってミリアムに差し出す。大泣きした直後で酷い顔をしていることを思い出し、ミリアムはナプキンで顔を拭ってついでに鼻をかんだ。


　この龍盤ロンバン人と思おぼしき大男はカミーユが拾ってきた無宿者である。まともに口が利きけず、何かにつけて鈍どん重じゆうなところから〈うすのろガンプ〉と渾あだ名なを付けたのはミリアムだった。誰も炊すい事じをしないので荒あれ放ほう題だいのまま放置されていたキッチンを寝ね床どことして与えたところ、一晩で見み違ちがえるほど綺き麗れいに掃そう除じしたうえ、料理を作らせてもなかなかの腕うで前まえだと判明したために住み込みの下男として雇やとったのが三週間前のことだ。時折ふらりと姿を消しては怪け我がや病気で弱った小動物を拾ってくる奇き妙みような習性がある以外は極めて温和で人じん畜ちく無む害がいな人物といえる。


「ガンプは病気の子猫の看病で忙いそがしいそうですよ」


　追ってきたカミーユが背後から顔を出した。


「でも他ほかのパーツは？」


「ラウールって人がよほどの力持ちでもない限り、剝がしたパーツなんてその場に置いていったはずですよ。だったらここへ帰ってくるまでの道筋を逆に辿たどれば──」


「さすがカミーユ、冴えてるわね！」


　ミリアムはカミーユの頰にキスすると、ロフトのガレージに取って返した。


「あんたたち！　落っことしたパーツを回収しに行くわよ！」


　ハッチを滑かつ車しやのフックに吊つるす作業をしていた二人は揃そろって目を丸くする。


「……今からですか？」


「おおおお風ふ呂ろは？　ご飯は？」


「そんなのは後回しだよ！　取り返せるものは取り返せるうちに取り返すの！」


「「ウイ・マァム！」」


　すっかり気力を取り戻したボスの命令に、ミン・スーとバリルは鯱しやちほこ張ばって敬礼すると、いそいそと再出しゆつ陣じんの準備を始めた。
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　ボガートは拾い集めたカードをジェスターの目の前に広げて突き付けた。


「おいジェスター！　これをどうやって……!?」


「うん？」


　ジェスターは絵札のことなど気にも留めていない様子で、白い布を嗅かぐのに夢中になっている。よくよく観察してみるとその布の正体は女性の下着だった。バストからウエストまでを覆おおうビスチェと呼ばれるタイプのものである。


「まさかそれは……女盗とう賊ぞくの下着か!?　いったいどうやって？」


「手を伸ばしたら何故か取れちゃったんだよね～」


「いつ!?」


「彼女が天使になって飛んでいった時」


「人が着用している物も取れるのか？」


「無理矢理引きちぎったわけじゃないぞ。なにせほら、瞬しゆん間かん的な移動だから」


　もともと狙ねらって奪ったわけではないらしい。〈ムーンレイカー〉は目に見えている物しか取れないのだから、開いた胸むな元もとからビスチェの一部が覗のぞいていたのだろう。鳥人に変身したミリアムを地上に引き戻もどすなんてとんでもない等などと言っておきながら実際には手を出していたのだ。しかも魔ま法ほうの絵札よりも下着の方が価値のあるお宝ときている。どう考えても痴ち漢かんの所行であり、間違いなく変態である。


「大勝利……これが？」


　ミリアム・リッチーと盗賊団にとっては大損害だろうと思うと、ボガートはあまり勝利を祝う気持ちにはなれず、むしろ同情を禁じ得なかった。


　突とつ然ぜんノックの音が響いた。それだけでも飛び上がりそうになったが、続いて聞こえてきた声にボガートは石化した。


「──兄様！　まだ起きてる!?」


　アデルの声だった。


「あれ？　開いてる……」


　ドアを開けて入ってくる物音がする。ボガートはロフト内に視線を走らせた。


　ベッドにはジェスター。


　床には大量の吐と血けつの跡あと。


　その先にはラウール・グルトンの抜ぬけ殻がら──


（い……いかん！　これは強きよう烈れつにマズい!!）


　ベッドにいるジェスターはシーツを被かぶせて隠かくせるかと思ったが、ラウールの抜け殻の方はすぐには隠せない。ボガート自身のシャツも血で汚よごれている。


「あ、アデルかい？　ちょっとまっ……」


「兄様！」


　待てという言葉さえ待たずにアデルは階段を駆け上ってロフトに現れた。


　隠いん蔽ぺい工作の時間はない。ボガートにできたのは急いでシャツを脱ぬいでカードと一いつ緒しよにベッドに放ほうり投げることくらいだった。


「──きゃっ！」


　アデルが驚おどろいて口を押さえる。


（見られた──!!）


　ボガートは全身から血の気が引く音を聞いた。


　ジェスターはまだいい。アデルにとっては初対面なのだから誤ご魔ま化かしようはある。大学の友人だと紹しよう介かいすればジェスターも口裏を合わせてくれるだろう。だがラウールの抜け殻については適当な言い訳が咄とつ嗟さに思いつかない。いや──ジェスターにしたところでヘイロウ・コインの鎧よろいを着込んでいる。コイン収集家で肌はだ身み離はなさず持っていないと不安になるからだとでも説明すればいいのか？　勘かんのいいアデルにそんな言い訳が通用するとは思えない。


　絶望的な気分に陥おちいっているボガートの予想に反し、アデルははにかんだ様子でそっぽを向いた。


「……き、着き替がえ中だったのね。いきなり入ってきてごめんなさい」


　どうやら半はん裸らのボガートを見て驚いただけらしい。角度的にボガートの陰かげになっているジェスターには気付いていないのか。それならそのまま気付かずにいてくれとボガートは祈いのった。


「ど……どうしたんだい？　もう夜も遅おそいのにまた来るなんて」


「そうなのよ！　でも明日あしたは私も学校があるし、今夜中に渡わたしておきたくて……」


「渡す？　何を？」


　動転しているのかアデルにしては話が見えない。


「ムッシュ・ロッシュオーから招待状が届いたのよ。これが兄様の分」


「招待状……!?」


　セザール・ロッシュオーとは夕食を共にしたばかりである。その時に渡さなかったということは渡し忘れたのか、あるいは別れたすぐ後に思いついて届けさせたということか。アデルから受け取った封ふう筒とうを開くと、簡単な地図とメッセージカードが入っていた。


　かねてよりランディエヴにて建設中だった〈双子の塔トウワン・トウウイ〉が完成の運びとなり、来たる十一月九日──つまり一週間後に竣しゆん工こう式が執とり行われるとの内容で、これはその案内状だった。格式張った文面からして急に書かれたものではなく、関連会社の要人向けに用意されていたものを二人にも渡したということだろう。


　しかし最後の一文は明らかに今日になって書き加えられたものだった。即すなわち──


『竣工式会場において秘宝〈天使の卵〉のお披ひ露ろ目めを行います』


　ボガートは低く唸うなった。


「〈天使の卵〉を公開……？　やはりセザール氏が持っていたのか!?」


「未公開のコレクションの中にそれらしいのが見つかったのかもね。それと、百貨店の特別展示は明日から中止になるみたい。例のジェスター・ザ・ルースターっていう盗賊に狙われるのを防ぐためにお披露目の場所と時間を急きゆう遽きよ発表するのね。たぶん〈天使の卵〉のことも明日の新聞に載のるわ。それとこれ……」


　アデルが取り出して見せたのはもう一通の招待状だった。


「ラウール・グルトン氏宛あてのも預かったんだけど……どうしよう？」


　何な故ぜアデルに渡されたのかと訝いぶかしんだが、自分たちが連れてきた人物だと考えると妥だ当とうなのかもしれない。それにしたところで運命的なものを感じざるを得なかった。


「これは僕が預かるよ」


　ボガートはアデルの手から招待状を取り上げた。


「ムッシュ・グルトンから住所か私書箱でも聞いたの？」


「いや……とりあえず芸術アカデミーに問い合わせてみるよ。それに彼のことだから招待状がなくても会場には来るんじゃないかな。その時に会えれば渡せばいい」


「そうね。それで……兄様はどうするの？」


「どうするって？」


「お披露目に行くの？　行かないの？」


　あらためて問われてボガートは胸の内で苦く笑しようした。自分にその選せん択たく肢しがあるとは思わなかったからだ。


「もちろん行くよ。乗りかかった船だ」


「そう。じゃあ当日は私が迎むかえに来るわね」


「一緒に行くつもりか？　しかし……また危ない目に遭あうかもしれないよ」


「何言ってるの？　招待されたのは主に私で、兄様はオマケみたいなものなんだから当然行くに決まってるじゃない。それに予告状を送ってきた盗賊が今度こそ姿を現すんでしょ？　ロッシュオー氏も万全の警備体制を敷しくだろうし、きっと前代未聞の大おお捕とり物ものになるわよ。現場で見物しなきゃ損だわ」


　楽しみにしているその盗賊こそがラウール・グルトンの正体であり、このロフトに逃にげ込んできて今はすぐ後ろのベッドに寝ねているという事実を知ったらアデルはどんな顔をするだろう──ボガートは気が気ではなかったが、アデルは他の誰だれかがこの場にいるとは端はなから思っていないからかボガート以外は眼中にない様子である。


「用はこれだけかい？」


「ああ！　そうそう、すっかり忘れてたんだけど……髪留めバレツトが見つかったのよ」


「髪留めバレツト？」


「パサージュ・デ・フォッセで占うらなってもらったでしょ？　あの男の子の言った通りに化け粧しよう台の下に落ちてたわ。どうして最初に探した時に見つからなかったか不思議なくらい。ちらっとだけ見て、その場所はもう探したつもりになってたのね」


「それは良かった。次に何か無くした時にはあの占い師が役に立つな」


「うん……それはそうなんだけど、そんな機会はない方がいいかなって」


「どうして？」


　アデルは思い詰つめた表情でボガートの目をまっすぐ見つめた。


「兄様、約束して。私に黙だまってどこか遠くへ行ったりしないって。私が追いかけていけないところへ消えたりしないって──」


「アデル……」


　考えてみれば自分は今朝まで行方ゆくえ不明の身で、百貨店ではアデルを助けるためとはいえ無茶な真ま似ねもしている。アデルが不安に思うのも道理だった。まるでアデルの方が年上のような心配の仕方だが、申し訳ないと思う一方でそれが嬉うれしくもあった。


「ああ、約束するよ。今は明かせないこともあるけど……いつか時が来たらアデルには全部話すから」


　ボガートはアデルを抱だき寄せて額にキスした。アデルは安心したように微笑ほほえむと、ボガートの腕うでの中からするりと抜け出して階段を駆かけ下りた。


「それじゃ兄様……お休みなさい」


　ドアが閉じられ、小走りの足音が遠ざかる。来た時と同様にボガートの言葉も待たずにアデルは帰って行った。


（最後までジェスターの存在に気付かなかった……!?）


　アデルが気付いていて言げん及きゆうしなかったのではないかという疑念が湧わいたが、それも不自然すぎた。祈りが通じたのだろうと自分を納なつ得とくさせたボガートは、アデルが戻ってくる気配がないのを確かめてからベッドにいるジェスターに振ふり向いた。


「ジェ……ス……!?」


　ボガートは絶句した。


　ベッドにジェスターの姿がない。


　それどころかシーツにも血の染みひとつ残っていない。


　ボガートが投げたシャツはそのままだが──否いな、こちらもジェスターの血で汚れていたはずが綺き麗れいになっている。


　ロフトの奥に目をやると、床ゆかにこぼれた血も、さらにはラウールの抜け殻までもが消え失うせていた。ジェスターがこの部屋にやってきた痕こん跡せきが何ひとつ残されていないのだ。


　ボガートは自分が幻まぼろしを見ていたのかと疑った。アデルが気付かないのも当然である。気付くべき異変など何ど処こにもないのだから。


　ジェスターの見事な遁とん走そうにボガートは感かん嘆たんの溜ため息いきを漏もらした。これも魔ま法ほうの為なせる技わざに違ちがいない。〈ムーンレイカー〉を駆く使しすれば可能なのだろうが、自力で立ち上がることもできない状態からとなるとそう簡単ではあるまい。先刻の武勇伝で大きく値を下げたジェスターに対する評価を改めざるを得なかった。


「実に見事なものだな……恐おそれ入ったよ」


「自画自賛かい？」


「──!?」


　ジェスターの声はすぐ近くから聞こえてきた。ボガートが目を向けたのはベッドの上だが、そこには誰もいない。


「……ジェスター!?　どこにいる？」


「目を凝こらしてよーく見てみな」


　言われるままにボガートは声のする方を凝ぎよう視しした。しばらく見つめた後に、不意にある物を見つけてギクリとする。ベッドの上にジェスターの両りよう眼めだけが浮ういていたからだ。


「どう見える？」


「目が……空中に浮いているように見えるぞ」


「これならどうだ？」


　ベッドの上に人間の輪りん郭かくが動いた。シーツを人の形に切り抜ぬいたような動き方だ。


　汚よごれたガラスを拭ふくようにして顔が現れると、ようやくボガートはジェスターが姿を消した方法を理解した。


　ジェスターはベッドの上から動いていなかった。その代わり全身にベッドのシーツの絵を描えがくことで同化していたのだ。顔が現れたのは手で絵の具を拭き取ったためだ。


「これは……いったいどういう魔法だ!?」


「どんな魔法だって？　そいつはこっちの台詞せりふだぜ」


「何だと？」


「俺は何もしちゃいない。ただ息を潜ひそめて動かなかっただけだ……これはお前がやったことだぜ、レミー・ボガート」


「僕が!?」


「お前の右手が銀色に光るところを見たんだが……無意識にやったのか？」


　ボガートは自分の右手を見た。とくに異常はない。


「まるで覚えがないんだが……僕が何をしたと？」


「魔法を使ったのさ。実物と見み紛まがうばかりの絵を一いつ瞬しゆんで描く──描くっつーよりは吹ふき付ける？　いっそ撃うち出すと言った方がいいか。なにせ〈シルバーガン〉だからな」


「一瞬で……描く？」


　ボガートはスケッチブックを取り、アデルの素そ描びようをジェスターに見せた。


「これは今朝描いたものだ。アデルだけを描くつもりがいきなり背景まで描き上がってしまった。何か普ふ通つうでないことが僕の身に起きていることは感じていたんだが」


「ふうん……？」


　ジェスターは鉛えん筆ぴつ画がの表面に手を触ふれ、指を弾はじいて叩たたいた。積もった埃ほこりが風に吹き飛ばされるように背景が消え、ボガートが実際に鉛筆で描いたアデルだけが紙の上に残される。


「間違いない。こいつは魔法だ。レベル[image: ]相当のな」


「絵を描く魔法なんてものがあるのか？」


「何だってあるさ。人の欲よく望ぼうの数だけ魔法はある」


　ジェスターはシーツをつかんで叩き付けるようにして払はらった。ベッドを覆おおっていた絵が鱗りん粉ぷんを散らすように吹き飛ばされ、血で汚れた本当の外見が露あらわになる。床の血けつ痕こんも、ラウールの抜け殻がらも実際にはそのままそこにあり、上から極きわめて詳しよう細さいで写実的な絵を描くことで隠いん蔽ぺいされていたのだ。


「タコ女の擬ぎ態たいと同じように自分が触れている物の質感テクスチヤーをシーツみたいに被かぶることで身を隠かくす魔法なら俺にも使える……ただしそいつはレベル[image: ]でね、コストが高いわりにあまり使い勝手はよろしくない。それがレベル[image: ]、しかも無意識に働いてこのクオリティだと？　こいつは反則だぜ」


　ジェスターは新たな発見に興奮していたが、ボガートとしては魔法という得体の知れない力が無意識に発現したという事実は極めて重大だった。他ひ人と事ごとのように面おも白しろがれるものではない。


「百貨店に行ったのは今朝のこの絵のことがあったからだ。〈アルフライラの秘宝〉と魔法の力について多少なりとも知りたかった」


「的外れも甚はなはだしいね」


「仕方ないだろう!?　何も教えてくれなかったからな」


「シルバーガンが使えないって話を信じたからさ。だが無意識とはいえ魔法の力が発現したとなっちゃあ……いや、むしろダダ漏れになってるからこそ厄やつ介かいだ」


「だ……魔法が漏れている!?」


「レベル[image: ]の魔法ってのは心理的なトリガーが軽いからな」


「そのレベル分けというものもよく分からないんだが……」


「命令の複雑さによるのさ。魔法の何たるかってのをイチから説明した方がいいか？」


「ああ、頼たのむ」


　ボガートは絵を描く時に使っている椅い子すを持ってきてベッドの脇わきに腰こし掛かけた。ジェスターはコップ一いつ杯ぱいの水を飲み干して喉のどを潤うるおしてから魔法の講義を始めた。


「まず『魔法とは何か』ってとこから始めるとするか。まあひと言で言えば、魔法ってのは術者の願望を物理的な力を介かいさずに実現するシステムだ。例えばそうだな……ドアに鍵かぎを掛かけたい時、普通はどうする？　錠じようが付いているドアなら鍵を掛けるが、なけりゃつっかい棒をするとか、錠前を買ってきて自分で取り付けたりするよな？　そういうの抜きで『鍵を掛けろ』とか『誰も入れるな』という命令ひとつでそれを実現するのが魔法ってわけだ。ここまでは分かるな？」


「子供でも分かる話だ」


「んで、ここからはレベルの話になるが……この魔法の命令ってのはシンプルであればあるほどいい。『ドアに鍵を掛ける』だけならレベル[image: ]だが、『合い言葉を言うと開く』とか『特定の人物や鍵の代わりになるアイテムを持っていると開く』あるいは『一定の時間が経過すると勝手に開く』なんて条件を上乗せすると途と端たんにレベル[image: ]や[image: ]になっちまう」


「命令が複雑になるからか」


「そういうこと。おたく、数学は？」


「自じ慢まんするほど得意とは言えないが」


「正直だな。じゃあそうだな……三角形の面積は『底辺×高さ÷二』の式で求められる。面積を求める公式は他ほかにもあるんだが、その公式をひとつも知らない人間が三角形の面積を知ろうとするとどうなる？」


「……途と方ほうに暮れる？」


「よっぽどのバカだとそうなるかも知れないが、正解に辿たどり着くにしてもそれまでにあれこれと無む駄だな計算をすることになるだろ？　つまりシンプルな手順を知っている人間と、そうでない人間とじゃ同じ結果を出すのにかかる手間が何倍も違ってくる……」


　ボガートは急に置いてきぼりにされた気分になった。


「魔法のレベルの話が数学とどう関係が？」


「ん？　ああ……つまりアレだ。鍵の話は単純な命令でも積み重ねればレベルは上がるってこと。三角形の話は、最適な手順を知っているかどうかで同じ結果でも複雑さのレベルが違ってくるってことで」


　分かったような分からないような表情のボガートを見て、ジェスターは相手があまり呑のみ込みのいい生徒ではないと悟さとったようだった。


「悪い悪い、急に難しいことを言い過ぎた。もっと易やさしい譬たとえ話にしよう。こびとのくつやの童話は知ってるよな？　レベル[image: ]ってのはそのこびとがひとりしかいないと思えばいい。小人がたったひとりじゃ力も弱いし、命令されてもひとつの仕事しかできないだろ？　これがレベル[image: ]になるといきなり十人に増える。するとどうなる？」


「全員でひとつの仕事をすれば十倍の力が出せるし、手分けすれば別々の仕事が同時に出来るだろうな」


「レベルの違いってのはそういうことだ。俺は今単純化して話してるが、おおよそレベルがひとつ上がるだけで十倍のパワーになると思えばいい」


「なるほど。しかし……『絵を描く』という命令はこびとひとりで出来るのか？」


「そこが問題だ。だから三角形の面積の話をした」


　ボガートはわずかに首を傾かしげた。


「絵え描かきならもっと分かりやすい話があったな。絵の具と筆とカンバスさえあれば誰だれでも過去の大芸術家と同じレベルの傑けつ作さくが描けるか？」


「それは無理だろう。模も倣ほうするだけなら出来なくはないだろうが」


「そう、絵心がなけりゃおたくがやったような魔法は使えない。並の才能じゃレベル[image: ]の魔法を使ってもなかなか難しいだろう。だから擬態したりそっくりそのまま鏡に映すように真ま似ねる魔法を使うわけだ」


「しかし絵を描くという手間はどうなる？　途方もなく複雑な命令になるはずだが」


「……確かにな。こびとさんが総出でも一晩かかる仕事かもしれん」


　ジェスターは思案顔になったが、すぐに答えを見つけたらしく目を輝かがやかせた。


「一流の彫ちよう刻こく家かってのは手を加える前の石の塊かたまりを見ただけで、その中に完成した作品の姿を見るって聞くぜ。画家もそうだろ？　完成品の絵は頭の中にあって、実際に描くのはそれをカンバスに写して定着させる作業にすぎない。つまりこびとの仕事は既すでに出来上がっている絵を写すだけ──そう考えりゃレベル[image: ]で済むのも道理だ」


　ジェスターは道化師が観客の受けを狙ねらうように手を打ち、おどけた顔を作った。


「Ｊ・Ｄが所有者だった頃ころは破は壊かいのための魔ま弾だんを発射したシルバーガンも、レミー・ボガートが手にすると絵を撃ち出す道具になる──こいつは掛け値無しの傑作だぜ。実に面白い！　この魔法はおそらく他の誰にも……少なくとも同じ才能を持った奴やつにしか真似できないだろうよ」


「……それは誉ほめられているのかな」


「当然！　銃じゆうから弾丸が飛び出しても当たり前すぎてつまらねえが、銃で絵を描くなんて洒落しやれてるじゃないか。気に入ったぜ」


　ジェスターの言う『洒落ている』は多分に悪ふざけと悪あく趣しゆ味みの趣おもむきが込こめられているようで素す直なおに喜びにくい。しかしボガートが抱いだいていたのはシルバーガンが自分の意図しない暴発によって誰かを殺傷するのではないかという危き惧ぐである。暴発したところで絵を描いてしまうだけならおよそ人じん畜ちく無む害がいと言っていい。


「じゃあ魔法の講義を続けるぜ。最初に言ったが魔法ってのは術者の願望を具現化するものだ。魔法のコマンドはシンプルであればあるほどいいし、術者の持ってるイメージが具体的かつ明確であればあるほど強い。すると術者の個性によって得意な魔法ってのが決まってくる。並の魔法使いならレベル[image: ]でも難しいことをレベル[image: ]で実行可能にする特技がな。便べん宜ぎ上じようそいつを専売特許の魔法という意味で──〈パテント〉と呼ぶことにしよう」


　すでにある言葉に隠いん語ごのように別の意味を当てはめるのは盗とう賊ぞくの習性だろうか。


「俺の〈パテント〉が何か知ってるよな？」


「〈ムーンレイカー〉だろ。それしか知らないが」


「そう。〈ムーンレイカー〉のコマンドは何か分かるか？」


「コマンド？　『遠くの物をつかんで引き寄せる』……？」


「それじゃあ長いな。もっとシンプルに、たったひとつの動詞で表現できなきゃ〈パテント〉とは呼べないな」


「……だったら『奪うばう』か？」


「惜おしい！　正解は──『盗ぬすむ』だ」


　あまりに盗賊らしいコマンドである。ボガートは捻ひねりのなさに拍ひよう子し抜ぬけした。


「『奪う』とたいして変わらないじゃないか」


「ずいぶん違ちがうさ。『奪う』だと物理的に人を傷付けるイメージがある。『盗む』は相手を出し抜いて戴いただくって感じだろ？」


「君のイメージはどうだか知らないが……つまり〈ムーンレイカー〉は『盗む』というコマンドに特化した魔法という理解でいいのか？」


「そういうこと。で、俺の使う魔法ってのは基本的に〈ムーンレイカー〉のバリエーションなわけだ。ラウールがミリアム・リッチーに出した謎なぞかけを覚えてるか？」


「瞬しゆん間かん移動と、床ゆかを凍こおらせる魔法と、爆ばく破はする魔法がすべて同じというあれか。どういうことだ？」


「レベル[image: ]の〈ムーンレイカー〉は物を盗むだけだ。遠くの物をつかんで手元に瞬間移動させる。つかんだ目標の方に自分自身を移動させるのは言わば裏うら技わざだな。そして〈ムーンレイカー〉のレベルを上げると盗める対象物が増える」


「盗める物が増える？　意味がよく分からないが……」


　ジェスターは得意気に鼻を鳴らすと、ベッドの脇を覗のぞき込んでボガートが水を汲くんできたバケツに目を向けた。


「……見てろよ」


　ジェスターはバケツに向かって右手を伸のばし、飛んでいる虫でも捕つかまえるような動きで手を握にぎって引いた。次の瞬間──ボガートは我が目を疑った。バケツに半ばまで入っている水が一瞬にして凍とう結けつしたからだ。


「触さわって確かめてみな」


　ボガートはバケツに手を差し入れて水面に触ふれてみた。冷たい。少なくとも数センチの厚みの氷が張っている。


「これはどうやったんだ？　〈ムーンレイカー〉の『盗む』というコマンドで水が凍るのはおかしい」


「そうかな？　じゃあこの右手に握ってる物は何だと思う？」


　ジェスターはボガートの顔の前で右手を開いて見せた。


「うおっ!?」


　火の付いた松明たいまつを鼻先に突つき付けられたような熱気を顔に浴び、ボガートは椅子ごと後ろに倒たおれそうになった。


「こいつが種明かしだ。つまり……俺は〈ムーンレイカー〉で熱を盗んだのさ。熱を失った水は氷になり、手の中に握った熱を解放すると空気が瞬間的に膨ぼう張ちようして爆ばく発はつ的てきな熱風が起きた。それがカラクリの正体さ」


「熱を……盗む!?」


　にわかには理解しがたい発想だった。熱なら『奪う・奪われる』の方が自然だろうと思えるが、事は魔法である。術者の願望を具現化するのであれば『盗む』の方が確かに能動的と言えよう。


「待てよ……すると次に戦ったガンプという男は──」


「ああ。あの野や郎ろう、ほんの少し戦っただけで〈ムーンレイカー〉の秘密に勘かん付づいてやがった。原理をはっきりと理解したわけじゃないだろうが……」


「具体的に君は何をやったんだ？」


「あいつの『速さ』を盗んだのさ」


「は……速さ、だと!?」


「あいつが迫せまってくる速さを盗んで自分自身を加速すれば、追いかけっこをしても絶対に追いつかれないって寸法さ。相手が速ければ速いほど俺はむしろ楽ちんになる」


　ボガートは額に手を置いた。『速さを盗む』と言われてもまるでイメージが湧わかない。


「それは……何と言うか……アキレスと亀かめの話のようなものなのか？」


「全然違うだろ。まあ理解できなくても無理はねえさ。あくまで使い手である俺自身のイメージの問題だからな。『盗む』というコマンドが俺にとっての魔法の呪じゆ文もんというわけだ。お前にはお前のコマンドがある。そいつはおそらく『描えがく』ってコマンドだろう」


「絵を描く魔法か……何の役に立つ？」


「使い途みちなんていくらでもあるさ。例えば実際は存在している物を消して見せたり、逆にその場にない物を描いてみせたり……」


「平面の絵だぞ？　見る角度が違えばそんな偽ぎ装そうはすぐに見破られるじゃないか」


「その辺のことは俺には助言できないな。本人が何を望んでどうイメージするかにかかってる。〈パテント〉ってのは発想次し第だいでいくらでも成長する余地のある魔法だ。使いこなせるようにしておけよ」


「盗賊の手伝いはしないと言ったはずだが」


「別に当てにする気はねえよ。どっちにせよ魔法に関かかわるからには自分の身を守れるのは自分だけだ。そのためには使いこなす必要がある。そうだろ？」


「使いこなす……か」


　魔弾を撃うつ魔法なら戦いをイメージするのも容易だが、敵に襲おそわれた時に絵を描くしか能のない魔法で果たして何ができるのか──今はまだ雲をつかむような話だった。


「じゃあとりあえずお前の〈パテント〉に命名しておこうか」


「それは必要なことなのか？」


「ウイ。よろしく頼たのむぜ──〈贋作絵師フアツセール〉！」


「なっ……」


　それが自分の魔法に付けられた名前だと理解するまで数秒を要した。


「ま、待ってくれ！　言うに事欠いて贋がん作さくとは何だ!?　そもそも模写というのは絵画の修しゆ業ぎようにおいては有用な練習方法であってだな……その呼び方だとまるで詐さ欺ぎ目的に偽ぎ造ぞうする犯罪者じゃないか」


「仮の呼び名さ。あくまで仮のな。いずれ相応ふさわしい呼び名を思いついたら変えりゃいい」


「しかし！」


「それにしてもアデルちゃんは可愛かわいいね～」


　ジェスターは耳を貸さず、招待状を手の中でクルクルと弄もてあそんだ。渡わたした覚えがないのに持っているのは〈ムーンレイカー〉で盗まれたからだ。


「こ～んな素す敵てきなプレゼントを届けてくれるなんて、彼女はこの俺に幸運を運んでくる妖よう精せいかも知れないな。お礼に俺のファン第一号の栄えい誉よを与あたえよう」


「君のファンとは限らないんだが……」


　仮に大ファンだったとしてもミリアムの下着を盗んだ件くだりを聞けば幻げん滅めつするに違いない。


「しかしセザール・ロッシュオーめ、頼んでもいないのに俺のために最高の舞ぶ台たいを用意してくれるとはね。さすが大だい富ふ豪ごう、願ったり叶かなったりだ。どうやらすべては俺の思おも惑わく通りに動いているようだぜ」


「何が思い通りだ。このお披ひ露ろ目めというのは明らかに君を誘さそい込む罠わなだぞ？　それにそんな身体からだでやるつもりなのか？」


「一週間もありゃ余よ裕ゆうで治ってるさ」


　ジェスターは手を伸ばしてミリアムの下着に入っていたカードを手元に引き寄せた。六枚あるカードはどれも神話や伝説上の幻げん獣じゆうが描かれた絵札で、イラストの描かれていない面は幾き何か学がく的模様が印刷されている。ジェスターは模様の面を指の腹で撫なで、カードを指先で弾はじいて材質を確かく認にんした。


「このカードは金属製らしいな。多少の弾だん力りよくはあるが……もしかすると秘宝に使われているのと同じ金属かもしれん。絵に描かれた幻獣に変身してそれに応じた特とく殊しゆな能力を発揮する仕組みだな。裏の模様は共通か……」


「待て、よく見てみろ。全部違うぞ」


　ボガートに指し摘てきされたジェスターは六枚のカードを裏返しにして並べた、幾何学模様は共通のパターンで描かれていてどれも同じに見えるが、よく観察すれば細部に微び妙みような差異があることが分かる。


「確かに違うな……よく気付いたもんだ。さすがは〈贋作絵師フアツセール〉」


「それは魔法の名前だろ？　僕の二つ名みたいな言い方はよせ！」


「しかしお手て柄がらだぜ。このカードは表のイラストよりもこっちの裏側がメインかもしれないな。こいつは俺の想像だが……この模様はおそらく魔法の術式を暗号化したものだな。ミリアム・リッチーはカードに記録された術式を特別な目で読み取ることで、表に描かれた幻獣の能力を使えるようになるんだろう」


「このカードに魔ま力りよくがあるということか」


「そうじゃない。料理で言えばレシピが書いてあるだけだろう。変身のための魔力は自前さ。物理的かつ持続的な変身だからレベル[image: ]相当の魔法だ。一日に使える回数は四回か、最大でも五回が限度ってところか……ただし変身中はその幻獣の能力を使い放題になるって感じかな」


　ジェスターの話を聞く限りではミリアムは〈クラーケン〉〈ケルベロス〉〈鳥人〉と都合三回変身している。


「確か……彼女はタコ女に変身中に同じカードをもう一度使ったぞ？」


「クラニウム号と合体したアレか？　変身中にさらにレベル[image: ]クラスの魔法で二段変身でもするのかね？　〈天使〉への変身が四回目だとするともう後がなかったわけだ。まあ詳くわしいところは再会した時に本人の口からじっくり聞くさ」


「彼女のアジトに乗り込むのか？」


「その必要はないだろ。一週間後には彼女の方から俺を訪ねて来てくれるさ……このカードを取り返しにな」


「一週間後……？」


　ロッシュオーの〈双子の塔トウワン・トウウイ〉の竣しゆん工こう式にはミリアム・リッチーの盗とう賊ぞく団もやってくるということか。厳重な警備体制をかいくぐって秘宝を盗み出すだけでも大仕事なのにライバルの相手までしなければならない。想像するだに難事業だ。


「君ひとりでやるのか？」


「ウイ」


「何度も言うが僕は強ごう盗とうの手伝いはしないからな」


「〈贋作絵師フアツセール〉の手を借りることにはならないと思うがね」


「だからその呼び名を定着させようとするな！　断固として変へん更こうを要求する」


「もっとぴったりくる呼び名を思いついたらな」


　ジェスターはミリアムの幻獣カードに熱ねつ烈れつなキスをすると、急に力が抜ぬけたようにベッドに倒れ込んだ。額には汗あせの珠たまが浮ういている。興奮しすぎて容態が悪化したのか。


「どうした？　具合が悪いのか!?」


「今日はくたびれた……もう、寝ねる」


　言うが早いかジェスターは目を閉じて寝息をたてはじめる。ボガートはジェスターにブランケットを掛かけてやると、開いたままの窓を閉め、暖だん炉ろに薪まきをくべた。椅い子すを持ってきて暖炉の前に腰こし掛かけ、火にあたる。身体は温まるが考えることが多すぎて眠ねむれそうにない。


　今日は衝しよう撃げき的な出来事が多すぎた。


　秘宝を求める者たちの争い。


　発現したシルバーガンの魔法。


　そして──一週間後に起きるであろう大きな事件の予感。


　そのどれもが今やボガートとは無関係なものではなくなっていた。


（まずは魔法の訓練か……何が起きるにしても、いざという時にアデルを守れないようでは後こう悔かいしてもしきれないからな）


　ボガートはロフトの中を見回して立ち上がった。ジェスターが凍こおらせたバケツの水を汲くみ直し、水で絞しぼったウエスで床ゆかを拭ふく。ひとまず今夜の内にやっておくべき仕事は、ラウールのいた痕こん跡せきを消すことだった。


「──世話をかけるね」


　薄うす目めを開けたジェスターが顔をこちらに向けていた。


「いいさ。寝ていろ」


「寝る前に言っておくことを思い出してな。魔法のことだが……まさかレベル[image: ]の魔法ばかり訓練する気じゃないだろうな？」


「今のところ使えるのはレベル[image: ]だろう？　しかも無意識の内に勝手に出るだけだ」


「俺の〈ムーンレイカー〉はレベルを上げると形のない物を盗ぬすめるようになる。お前の〈パテント〉──〈贋作絵師フアツセール〉のレベルが上がれば何が出来るのか、ちゃんと考えとけよ。お前が頭で想像して心から望んだことがそのまま魔法になる──そいつを忘れるな」


　そう助言を述べると、ジェスターはブランケットを被かぶって今度こそ眠りについた。


（また謎なぞかけのようなことを言う。苦手だと言っているのに……）


　ボガートは手を動かして床の血けつ痕こんを拭き取りにかかる。


　専パ売テ特ン許トの魔法が何であれ、少なくともシルバーガンを殺人の道具にしなくて済むというだけでボガートにとっては何よりの朗報だった。




　[image: ]　隠いん者じやの庵いおり







　　　　[image: ]





　完成した画が稿こうを脳のう裏りに思い浮かべながら右手をカンバスにかざす。


　布地から指先を数センチ浮かせたまま撫でるように手を動かすと、その動きに沿ってカンバス上にほんの一いつ瞬しゆん、銀色の波は紋もんが生じる。


　その直後──下書きの過程を省略して着色された一枚の絵が出来上がった。


　写真の現像と言えばその通りだが、ボガート自身の感覚では炙あぶり出しに近い。透とう明めいなインクで描いてある絵を加熱して浮かび上がらせるイメージだ。


　描えがいたのはミリアム・リッチーの肖しよう像ぞう画がだった。セザールと共に百貨店の特設会場に現れた時のスーツ姿である。屋上で出会った髪かみがタコの触しよく手しゆになっている女盗賊を描いた隣となりのカンバスと見比べる。双そう方ほうの目鼻口はまったく同じだが、秘宝鑑かん定てい人にんの肩かた書がきを持つ方は二十代半ばの大人の女性で、タコ女の方は十七、八歳の少女と言っていい外見だった。その違ちがいは薄うすい肉にく襦じゆ袢ばんを一枚着込んでいるようで、鑑定人の時はタコの擬ぎ態たい能力を使って変装していたのだと分かる。


　その二枚の肖像画をさらにスケッチブックの似顔絵と比ひ較かくする。霊れい感かんを得ないで描いた似顔絵はボガート自身にとっては面おも白しろくも何ともない駄だ作さくなのだが、冷静な目で見れば確かに同一人物を描いたものだと納なつ得とくできる。


　ジェスターに『芸術家なのに頭が固い』と指摘された通り、融ゆう通ずうの利きかないところがあるのは認めざるを得ないが、やはり面と向かって言われるとショックだ。


　ボガートはロフトのアトリエを眺ながめた。


　魔法を使って描いた絵はすでに三十枚以上にのぼっている。


　そのほとんどはアデルの肖像画だった。


　現在のものだけではなくハートフォードで暮らしていた頃ころの幼い姿を描いた絵もある。それらは過去の記き憶おくを元に作品として再構成されたもので、題材に選んだのは最も描きやすいからだ。


　ジェスターによって名付けられたボガートの専パ売テ特ン許ト──〈贋作絵師フアツセール〉による描びよう画がは実際のところ呆あつ気けないほど簡単だった。レベル[image: ]の魔法は訓練された術者であれば一日に百回を超こえる使用が可能という話だが、ボガートの体感ではほとんど無制限に描ける感覚がある。一日の内に使用限度回数を使い切るようなことはなさそうだが、一方で疑問もあった。


　ジェスターは『いざという時のために魔法を使いこなせるようにしておけ』と言ったが、果たして絵を描くだけの魔法がその『いざという時』に何の役に立つのか？　早はや描がきに使えるといっても所しよ詮せん魔ま法ほうで描かれた絵は幻まぼろしのようなものでカンバスには定着しない。チョークで描いた絵と同じでそのまま保存しておける代しろ物ものではないのだ。レベルが上がれば長期保存も可能なのかもしれないが、それでどう戦いの役に立つのかと問われても答えようがなかった。


　昨夜アデルを欺あざむいたような偽ぎ装そうの効果はあくまで一点から見た場合に限られる。アデルがロフトの中を動き回っていればすぐに見破られたはずだ。平面の絵にはおのずと限界がある。


（もっと柔じゆう軟なんな発想が必要だな……）


　壁かべ掛かけ時計を見ると午前十一時を過ぎたところだった。目覚めてから二時間余り魔法の訓練に没ぼつ頭とうしていたことになる。


　昨日は徹てつ夜やで起きているつもりだったがいつの間に寝てしまい、気がつくとブランケットにくるまってカウチで横になっていた。ベッドにジェスターの姿はなく、ラウールの抜け殻がらも消えている。汚よごれたシーツは取り替かえられ、床も綺き麗れいに水拭きされており、這はいつくばって調べても血痕ひとつ見つからなかった。テーブルにはバゲットサンドと温かいコーヒーまで用意されていた。


（この丁てい寧ねいな仕事はヴィクトールだな）


　枕まくら元もとに残されていたメモをあらためて手に取る。そこにはダイヤ（[image: ]）に囲まれた『Ｊ』のサインとともに短い伝言が記されていた。


『週末にまた会おう』


　ジェスターはランディエヴの竣工式で楽しいショーを披ひ露ろうするつもりかも知れないが、ボガートが抱いだいているのは言い知れぬ不安だった。魔法の力を持たないロッシュオーがどんなに警備を固めようとジェスターはものともしないだろう。そうなると問題はミリアム・リッチーである。


　変身用のカードを奪うばったとはいえあれがすべてとは思えない。竣工式では何食わぬ顔でセザール・ロッシュオーの側そばにいることだろう。


（しかし……それもジェスターにしてみれば思おも惑わく通りなわけか）


　ミリアムが敵側に回って困るどころか再会を大喜びするであろうジェスターのニヤケ顔を想像し、ボガートは心配するのが馬ば鹿からしく思えてきた。


「盗とう賊ぞくの心配なんかしたところでどうなる!?」


　そう口に出してみてはじめて、老ろう執しつ事じヴィクトール・ガルシアもジェスターの仲間だと気付いて愕がく然ぜんとなった。ジェスターの師し匠しようということは武術だけでなく盗賊稼か業ぎように必要なあらゆる技術の先生でもあるはずだ。ロッタ嬢じようや十二体の人造少女メイドたちも同じくジェスターの盗賊団の一味だと考えると、自分の立場の危あやうさにあらためて気付く。


　レミー・ボガートは殺し屋Ｊ・Ｄの魔法の武器を受け継ついだ人間であり、本来ジェスターとしては放置できない存在のはずだ。ボガートが自分の意志ではシルバーガンを扱あつかえないからこそ強引に仲間に引き込もうとはせず、事情も明かさないまま帰したのだ。


　もし最初からジェスターが事情を明かして協力を求めてきたなら──？


　しかしボガートはその仮定はあり得ないと断じた。人間としては信用できたとしても、ジェスターのやろうとしていることは結局のところ犯罪である。それも昨日今日の思いつきで始めたことでもあるまい。恩や友情といった単純な動機からではなく、ジェスターの戦いに確たる正義が──納得できる理由がない限り手を貸すわけにはいかなかった。


（だったら……だからこそ、紳しん士しとして備えだけはしておかないとな）


　もう一度時計を見たボガートは、その隣にある戸と棚だなに目を留めた。


　壁へき面めんを穿うがって作り付けられた戸棚で、中には水すい仙せんの花が生けられた花か瓶びんと、押し花の挟はさまれた本が開いたまま置かれている──が、それらは実体ではなかった。平面の壁かべにあたかも奥行きが存在するかの如ごとく描かれた、いわゆる『騙だまし絵』である。


　室内のように限定された空間に視覚的な広がりを持たせるために用いられる『目を騙すトロンプ・ルイユ』と呼ばれる手法の壁画だった。アパルトマンの壁に描かれた絵は古びていてすぐに偽にせ物ものと分かるが、厳密な遠近法で描かれた巧こう妙みようなトロンプ・ルイユは見る者の感覚を狂くるわせ目め眩まいすら起こさせる。


「これか……！」


　迷い込んだ森の中で一筋の道を見つけたような気分だった。


　完成した絵を瞬時に描く〈贋作絵師フアツセール〉とこれほど相あい性しようのいい手法があるだろうか。


　もちろんただ描くだけではなく、どこに、どのサイズで何を描くのか。騙し絵と見破られないためにはどう工く夫ふうすべきか──考えねばならないことは多い。自分ひとりの知識では到とう底てい間に合いそうにない。


（専門家に訊きくのが一番の近道だな）


　エリュシオン芸術大学の美術学部にはトロンプ・ルイユに詳くわしい講師や生徒もいるはずだ。今こそ彼らの助言を仰あおぐべき時だった。


　ボガートは残りのバゲットサンドを胃に収めると、画材を詰つめた鞄かばんを手にアパルトマンを飛び出した。




　[image: ]　水すい晶しよう仕じ掛かけのセルヴァント
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　火曜日。


　パリ警視庁からの要よう請せいに応じて出頭し、事情聴ちよう取しゆを受ける。


　クラニウム号とタコ女のスケッチを提出。しかしタコ女がミリアム・リッチーであることは証言せず。


　捜そう査さ状じよう況きようを聞くが予想通り進展なしとのこと。例の〈浮うき球〉はロッシュオー氏のテトラクオーツ研究所で分ぶん析せき中だが誰だれが何ど処こで製造したものかについての手て掛がかりは報告されていない。


　警視庁を出たところで数名の新聞記者に囲まれ取材を申し込まれる。スケッチは警察に提出してしまったのでその場で描いて見せると新聞社の間で取り合いに。面めん倒どうなので一枚ずつ描いて全員に渡わたした。


　午後から大学へ。講義の後、同学部の友人数名とトロンプ・ルイユに類する作品を数多く展示している画が廊ろうを見学。


　帰りにシネマトグラフを観賞し、新たな着想を得る。
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　水曜日──朝。


　目が覚めるとボガートはシャツ姿のまま自室のベッドの中にいた。


　熱いシャワーを浴びた後、昨日の残りのパンとチーズを囓かじると、昨夜の内に魔法で描いた絵の枚数を数えた。


「三百……二十七枚か。一日にレベル[image: ]の魔法で描ける枚数はこれが上限のようだな」


　ボガートが普ふ段だんの絵に使うカンバスのサイズはおよそ縦八十センチ、横六十センチである。このサイズで三百枚描けるとしても絵が大きくなると描ける枚数は反比例して少なくなるのだろうか。魔法の使用回数は睡すい眠みんによって回復するという話だが、六時間ほどの睡眠でまた三百回使えるほどにすっかり回復できているのか──それも検証してみないと分からない。


　絵は三百枚をそれぞれ別個に描いたわけではなく、一枚のカンバスに百枚を超える絵を重ねてある。それは白地に青のストライプ柄がらのエプロンドレスを着た先日のアデルの絵で、その場で片足を軸じくにして綺麗に一回転したその動きを描いたものだ。


　ボガートが指を弾はじいて鳴らすと、カンバスの中のアデルが生きているように動き出した。映画のフィルムやフェナキストスコープと同じで一秒間に数十枚という速さで絵を切り替えることで滑なめらかに動いて見えるのだ。特別な機械を使うこともなく、ボガートの意志ひとつでスピードさえ自由にコントロールできる。秒間三十枚で充じゆう分ぶんに滑らかに見え、その倍なら完かん璧ぺきだった。しかし最大三百枚しか描けないとなると作れる動画は十秒間が限度ということになる。アデルの動画の長さはトータルで三秒足らずだが、動作の途と中ちゆうから一定区間でループするように指定したため独こ楽まのように回り続けている。


　もうひとつのカンバスの作品は以前目にした地面に描かれた騙し絵をアレンジしたものだった。石いし畳だたみの道路が陥かん没ぼつして底なしの穴が開き、雨水が滝たきのように流れ落ちている。動画にするとなかなかの迫はく力りよくだが三秒ほどでループしているため長く眺めていると違い和わ感かんを覚える。絵が動いているだけで水の音はしないため勘かんの良い人間なら一分と経たたずに見破られるだろう。


「騙すといっても二十秒から三十秒というところか……それでも敵を欺いて裏をかくには充分だな」


　時間稼かせぎや逃とう走そうの手助けに使える程度の実にささやかな効果にすぎないが、相手を傷付ける心配がないため心置きなく使うことができる。


　空間に立体を描えがく手法についてもアイデアはすでに思いついていたが、一度に何もかもを試ためせるわけではない。検証を要する事こと柄がらはそれこそ山ほどあるのだ。


　ノックの音がした。階下が妙みように騒さわがしいと気付いていたボガートは慌あわてずカンバスの動画を止めた。魔法だから一いつ瞬しゆんで消せてもよさそうなものだが実はまだ消し方がよく分からない。


「兄様！　起きてる？」


　ロフトから下りてドアを開けると、立っていたのは紺こん色いろのエプロンドレスを着て赤いベレー帽ぼうをかぶったアデルだった。中学の制服姿である。登校前に立ち寄ったらしい。


「おはようアデル。朝からどうしたんだい？」


「下のホールに来て！　見せたいものがあるの。すぐによ！」


　挨あい拶さつのキスをする間も与あたえず、アデルは踵きびすを返して階段を駆かけ下りていく。ボガートは洗面台の鏡を覗のぞいて手て櫛ぐしで髪かみを軽く整えてから階下に降りた。レクリエーションに利用される一階のホールには同じようにアデルに呼び出されたらしいアパルトマンの住人である学生たち数名が集まっていた。その中にはメルセデス・レイもいて、ボガートを認めるなり露ろ骨こつに顔を背そむけた。他ほかには管理人夫婦の姿もある。


　アパルトマンの住人たちが取り囲んでいるのは長さ二メートル、幅はば一メートルほどの白い木箱だった。真しん鍮ちゆう製の枠わくがはめ込まれた頑がん丈じようそうな箱だ。見たままの印象で言うならおよそ棺かん桶おけ以外の何物でもない。


　アデルが得意げに胸を張ってボガートに訊たずねた。


「兄様、この箱の中身は何だと思う？」


「ミイラ以外の何かであってほしいところだが」


「朝っぱらからそんな不気味なもの持ってくるわけがないでしょ!?　ヒントはね、兄様が興味のある物よ」


「すると美術品？」


「そうとも言えるわね」


「壺つぼにしては箱が大きいから……石せつ膏こう像かな？　よもや秘宝ってことはないだろうし」


　ボガートは木箱全体に彫ちよう刻こくされている植物の模様がすべて菖蒲あやめだと気付いた。


（菖蒲……だと？　まさかな……いや、そんなことは──）


　脳のう裏りに閃ひらめくものがあったが、それは言い当てるわけにはいかない答えだった。固まってしまったボガートを見て、アデルは待ちきれないと手を叩たたいた。


「はいはい終しゆう了りよう～、それじゃお披ひ露ろ目めするわね」


　アデルは銀色の大きな鍵かぎを木箱の側面の鍵穴に差し込み、ねじを巻くように何度も回した。内部の機械仕じ掛かけが動き出す音が聞こえてくる。


「……オルゴール？」


　メルセデスが呟つぶやく。確かに特大のオルゴールに見えなくもない。しかしゆっくりと蓋ふたが開いても音楽が鳴ることはなかった。箱の中にあったのはオルゴールの機械ムーブメントではなく、眠ねむるように横たわるスミレ色ヴイオレットの髪をした少女だった。


　少女はメイド服に身を包み、耳を覆おおうベルのようなパーツの付いた金属製の大きなカチューシャを頭に着けている。少女の身体からだを支えるベッドが自動でジャッキアップされてほぼ垂直になった。窓から差し込む朝の光を浴びた少女の髪と白磁の肌はだが艶つややかに光る。その硬こう質しつの美しさはおよそ人間のそれではなかった。


「に……人形!?」


　他の住人たちが驚おどろきの声を漏もらす中、メルセデスは苦手なのか露骨に眉まゆをひそめた。


　ボガートはどう反応したものか困こん惑わくした。予感が的中してしまったからだ。


　セルヴァンティーユ・アイリス──ジェスターの屋や敷しきで働いていた自動人形オートマタのメイドである。この髪の色はボガートを起こしに来た一体に違ちがいない。


「兄様、手を貸してくださる？」


「何をするんだ？」


「この子の背中にリングがあるから、それを引っ張って」


「リング？」


　アイリスの身体を支えているベッドは枠だけで裏側は開いている。ボガートはメイド服の背中の襞ひだの間から掌てのひらに収まるサイズの真鍮のリングが覗いているのを見つけ、恐おそる恐るつかんで引いた。リングは細いワイヤーにつながっていて、五十センチほど伸のばしたところで抵てい抗こうが強くなりそれ以上は引けなくなる。手を離はなすとワイヤーは巻き戻もどされていき、アイリスの内部でモーターのコイルが回転するような低い唸うなりが聞こえてきた。


　少女人形の身体が震ふるえた。瞼まぶたがパチリと開き、琥こ珀はく色いろの虹こう彩さいに星形の瞳どう孔こうが開いてボガートたちを見る。自分を取り囲む住人たちの顔をひと通り視し認にんすると、棺桶型のベッドから出てややぎこちない動きで頭を下げた。


「ハジメましテ。ワタシはセルヴァンティーユ・アイリスと申しまス。以後オ見知り置きヲ」


　子供っぽい舌っ足らずな話し方ながら滑らかな発音だったイバラ荘そうでのアイリスとは違い、このアイリスはずいぶんと辿たど々たどしい。それでも初見の人間を驚かせるには充分に人間らしいといえる。


（同じアイリスでもあの十二体とは別の個体なのか？）


　細部の差異にとらわれてミリアムの変装を見み抜ぬけなかった件くだんの反省から、ボガートはその疑念を否定した。怪あやしむべきはアイリスがここにいる理由の方だった。


「アデル……この自動人形オートマタはどこでどうやって手に入れたんだ？」


「ジュゼッペ・デルクスの人形店から連れん絡らくがあって、このアイリスを預かってほしいって言うのよ。メイドとして働かせて評価してもらいたいんだって。せっかくだからこのアパルトマンで働いてもらおうと思って」


「しかしその……高価なんじゃないのか？」


「一週間はお試しレンタルで無料だって。この子がヘマをして何か壊こわしたり怪け我が人を出した時のための保険も入ってるから安心して。あとこの子の主人は兄様にお願いするから」


「ええッ!?」


「この子にはアパルトマンの掃そう除じ全ぜん般ぱんを手伝ってもらうつもりだけど、第一の主人は決めておかないとね。それに兄様には身の回りの世話を任せられる人が必要だと思ってたし、ちょうどいいわ。私の代わりにモデルとして使ってもいいわよ」


　アイリスは啞あ然ぜんとしているボガートの前に歩み出ると、スカートの裾すそをつまんで優ゆう雅がに挨拶した。


「ゴ指導ゴ鞭べん撻たつノほどヲよろしくオ願いイタシマス──レミー・ボガート様」


　アデルからは見えない角度でアイリスが上うわ目め遣づかいにウインクするのを見て、ボガートは事の次し第だいをおおよそ理解した。


　学校に行くアデルを見送った後、ボガートは管理人夫婦に協力してもらってアパルトマンの中をひと通り案内し、それぞれの住人の顔と名前、住んでいる部屋をアイリスに覚えさせた。最後に自室に招き入れると、ボガートはドアに鍵をかけ、ロフトで二人きりになってから即そく本題に入った。


「アイリス……いや、ヴィオと呼んだ方がいいのかな。単刀直入に訊きくぞ。君はジェスターの使いだな？」


「ウイ、ムッシュ。おっシャる通りでゴザいまス」


「その棒読みっぽい口調は改めてくれないかな。もっと自然にしゃべれるだろう？」


「デモ──」


　アイリスは少し間を置いてから答えた。


「でも自動人形オートマタがあまり滑らかに話しすぎると人間は恐れを抱いだくものです」


「──!?」


　不覚にもボガートは言葉に詰つまった。人間の少女が普ふ通つうに話す口調とまるで区別がつかなかったからだ。


「どうして予想外という顔を？　自然に話せとおっしゃったのはボガート様なのに」


「い……いや、イバラ荘にいた時はもっとこう……ですです口調だったじゃないか」


「あれはロッタ様のご機き嫌げんを損そこなわないように試し行こう錯さく誤ごした結果として出来上がった特別な話し方の様式なのです」


　額面通りに受け取るならこの自動人形オートマタは演技ができる──つまり噓うそがつけるということか。すると先ほどからの人工的な発音と棒読み口調もわざとそうしていたのだろう。とはいえジェスターの命令に従っただけならそれは悪意があってしたことではない。


「お望みとあればロッタ様用の口調に改めますが？」


「じゃあ……です控ひかえめでお願いするよ、ヴィオ」


「それでは仰おおせの通りに致いたしますので──で・で・でででっ」


「だ、大だい丈じよう夫ぶか!?」


「問題なし。心配ご無用」


「いきなりぶっきらぼうになったぞ。ですの数を調整するのが難しいなら前のままでいいよ」


「分かったのです。ボガート様は柔じゆう軟なんな思考の持ち主で大助かりなのです」


　修正された口調は少し鼻にかかったような甘えた声こわ色いろで妙にくすぐったい。確かにこちらの話し方の方が微笑ほほえましくて安心する。


「それとボガート様、『ヴィオ』はこの個体の髪がスミレ色ヴイオレットであるという特とく徴ちようから付けられた愛あい称しようなのですが、本来アイリスには個体差はないのです」


「同型ならなおさら区別は必要じゃないのか？」


「ノンなのです。何な故ぜならば、アイリスたちは十二体でひとつの知性を共有していますのです」


「つまり……心はひとつしかない？」


「ウイなのです。ここでワタシというアイリスが経験して得た知識は他の十一体も同時に得る仕組みになっているのです」


「今ここには君ひとりだろう？　どうやって知識が伝わる？」


「アイリスたちの心臓は十二体すべてが同じ型のテトラクオーツなのです。同じ型のクオーツ同士の共鳴により離れていても無線通信で互たがいの情報をやり取りできますのです」


「無線で……通信!?　すると他のアイリスが今どこで何をしているのかも──」


　チリリリン、とベルの音が鳴った。音はアイリス自身から出ている。アイリスは耳当てと一体化しているカチューシャを頭から外してボガートに差し出した。


「ボガート様にお電話なのです」


「電話!?」


　頭に載のせている時はカチューシャに見えたが、言われてみれば電話の受話器に形が酷こく似じしている。しかし電話そのものを数えるほどしか使ったことのないボガートは、受け取ったカチューシャ型受話器を慣れない手つきで耳に押し当てた。


「あー……ボンジュール？」


『──なぁ～にがボンジュールよ！　アルビオンの田舎いなか紳しん士しのくせに』


　鼓こ膜まくに刺ささる甲かん高だかい嗄しやがれ声ごえに、ボガートは思わず受話器を耳から離す。音声の品質が低いわけではない。むしろ鮮せん明めいすぎるくらいだった。相手が小鳥のように早口でけたたましくまくしたてるのをやり過ごしてから、あらためて受話器を戻した。


『聞き流すとは何様のつもり!?』


「まずは名乗るのが電話の作法と聞いています」


『アイリスの無電を使う人間が何人もいるとでも？』


「すると貴女あなたはロッタ嬢じようで？」


『当然でしょ。下らない質問はやめてちょうだい』


　イバラ荘の仮面の客人──ロッタ嬢はぴしゃりと言い放った。


『それよりレミー・ボガート、そちらへアイリスを寄よ越こした理由はお分かりよね？』


「この無線電話でいつでも連絡がとれるように……ですか？」


『そう、ジェスターを手伝ってもらえるようにね。それともうひとつは監かん視しするためよ』


「監視……？」


『シルバーガンが使えるようになったのよね？　その意味を理解しなさい』


　少し考えてみたがやはりピンとこない。ロッタ嬢はおそらくジェスターからそれほど詳くわしい話は聞いていないのだろう。


「……何か誤解されているようだが」


『誤解って何よ!?』


「シルバーガンが使えると言っても、僕の魔ま法ほうには木の葉一枚揺ゆらすほどの威い力りよくもありませんよ。それに盗とう賊ぞくの仕事に手を貸すつもりはないと言ったはずです」


『威力がないですって？　どういうこと!?　悪ふざけは許さないわよ』


『ボガート君は別にふざけちゃいないさ。むしろ真ま面じ目めすぎるくらいでね』


　不意に若い男の声が割り込んできた。


『ル……ジェスター、貴方あなたなの!?』


『もちろん。アイリスを送り込んだのは俺なんだから』


「ジェスター！　君は今、別のアイリスから電話を掛かけているのか？」


『そういうこと。便利だろ？』


「パサージュの人形店を経由したのも君の人脈か？　僕としてはアデルを巻き込んでもらいたくはなかったが……」


『とうに巻き込まれてるってことを自覚するんだな。それにアイリスは護衛としても優ゆう秀しゆうだ。傍そばに置いておいて損はないぜ。お互いにな』


　頼たよりにされているのか警けい戒かいされているのか、あるいはその両方かもしれないが、ともあれ気に掛けてもらっていると受け取っていいだろう。


「ところで身体からだの方は大丈夫なのか？」


『なに!?　怪我でもしたのジェスター？』


『あれしきのことで……ボガート君も大おお袈げ裟さだな。蚊かに食われた程度さ。怪我の内にも入らない』


　ジェスターはどうやらロッタ嬢には最低限のことしか知らせていないらしい。十二体のアイリスたちはロッタ嬢の世話係でもあるためボガートの元へ送ることについて一応話は通したものの、仕事の内容──とくに先日の百貨店の一件などは話していないのだろう。ひどく危ない橋を渡わたったと知ればロッタ嬢が大おお騒さわぎしそうだと察したボガートは、あまり下手なことを口にすべきではないと自重した。


『そっちこそシルバーガンの調子はどうだ？』


「まあぼちぼちってところかな。次の日曜までには使えるように磨みがいておくよ」


『あら、次の日曜って何があるの？』


（それも知らないのか!?）


　ロッタ嬢の元には最新の新聞が届いていないのか、百貨店の一件でジェスター・ザ・ルースターの名が世に出たことも、次の日曜日にロッシュオーが〈天使の卵〉をお披ひ露ろ目めすることも知らないらしい。ジェスターがあえて伏ふせているのだろうか。


『アイリスの能力について詳しく知りたければ本人に直接訊くといい。それと、何か不具合が見つかったら知らせてくれ。後々改良の役に立つ』


　不自然な沈ちん黙もくを埋うめるようにジェスターが早口で告げる。ロッタ嬢に筒つつ抜ぬけの状態では長話はしたくないのか。


「ああ、分かった。僕もそろそろ学校へ行く時間だ。急用ができたら連絡する」


『お待ちなさいレミー・ボガート。学校というとエリュシオン芸術大ね？　面おも白しろそうだからアイリスも連れて行きなさい』


「え？　いや、しかしそれは……」


『しかしもヘチマもないのよ！　アイリス自体が一個の芸術品に等しいんだから何を拒こばむ理由があるというの？』


　どうやらボガートに拒きよ否ひ権けんはないらしい。しかしアイリスを連れて登校するといったいどうなることか。


（まず追い出されはしないだろうが、逆にきっと大人気になるぞ……ただでさえ物もの珍めずらしい自動人形オートマタだ。行く先々で質問責めにされるな。加えて、ひっきりなしにロッタ嬢から電話が掛かってきて対応に追われる──そんな気がする）


　ボガートは断り切れずに渋しぶ々しぶ了りよう承しようし、アイリスに受話器を返した。


「どうしてボガート様は急にションボリですか？　アイリスは大学へ行くのが初めてなのでとっても楽しみですのですよ？」


『屈くつ託たくのない笑み』がテーマならおそらく満点であろう表情を浮うかべるアイリスに、ボガートは人間ならではの複雑な苦く笑しようを見せた。


　アイリスを同どう伴はんして大学に行った結果は、おおむね予想していた通りになった。
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　木曜日。


　終日アトリエに籠こもり〈贋作絵師フアツセール〉の訓練に没ぼつ頭とう。


　アイリスは目立ったトラブルも起こさずよく働いている様子。


　ジェスターの屋や敷しきで働いていた経験があるためか清せい掃そうをさせれば一人前で、外出はまだ付き添そいが必要だが、一度行った場所は完全に覚えるので一週間もすればひとりでも買い物を任せられそうだ。


　驚おどろくべきはむしろアパルトマンの住人の反応で、おおむね好評をもって受け入れられているらしい。あの辿たど々たどしい受け答えが子供っぽくて接しやすいのだろうか。あの態度が芝しば居いだと知っているボガートからすれば空そら恐おそろしい限りだ。
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　金曜日──朝。


　何故か床ゆかでブランケットにくるまって眠ねむっていたボガートは、淹いれたてのコーヒーの香かおりと、耳慣れないトーンの声に起こされた。


「ボガートの旦だん那な！　朝でヤンスよ！　さっさと起きるでヤンス！」


「ヤンスって……なんだ……？」


　ブランケットから抜け出したところで寒気に震ふるえてクシャミが出る。


「ンン～何て言ったでヤンスか？」


「今のは呼びかけたわけじゃなくて……ただの生理現象だ」


　半ば寝ね惚ぼけながら顔を上げると、声の主と鼻先がぶつかりそうになり、慌あわてて身を引く。星形の瞳どう孔こうをもつ双そう眸ぼうが見開かれ、ボガートの顔を覗のぞき込んでいた。


「おはようございますでヤンス」


「……だからその『ヤンス』というのは何だ？」


「より親しみを込こめた言い方だと聞いたでヤンス。アドリア海周辺では普ふ通つうでヤンス」


　アイリスは何の疑いも抱いだいていない顔で答える。ボガートは眉み間けんを手で押さえた。この二日間でアイリスの奇き妙みような挙動には慣れたつもりでいたがまだまだらしい。


　セルバンティーユ・アイリスについてまず心得ておかねばならないのは、このメイドにとっての主人はあくまでロッタ嬢とジェスターであり、二人の命令が何より優先されるということだ。


　一方、ボガートの命令の優先順位といえばアパルトマンの他ほかの住人と比べてもひとつ上くらいでしかない。さりとて聞く耳を持たないわけでもなく、むしろ誰だれの頼たのみでも安やす請うけ合いしてしまうところがある。その尻しり軽がるさが曲くせ者ものだった。


　誰かに頼まれた用事をこなしているのかしばらく姿を見ないなと思っていると、戻もどってきた時には口調が一変していることがままある。その理由は容易に想像できた。『ますです調』ならまだ過か剰じように丁てい寧ねいで済むが『ですのです調』ともなるとさすがに問題視されて語ご尾びを改めさせられるのだろう。しかし結局は直しきれずに余計に変な口調になってしまう場合がほとんどだった。


「君にその口調を教え込んだのはいったい誰なんだ？」


「プライバシーについては話せないでヤンス」


　実にどうでもいいところでメイドとしての意識が高い。これがボガートではなくロッタ嬢の質問なら包つつみ隠かくさず答えるのだろうか。


「仕方ない。とりあえずいつもの口調に戻してくれ」


「分かった……の……で・で・ででデ」


「またおかしくなってるぞ!?」


　口調の切り替かえにはいったん無礼講を経へないといけないらしい。そのたびに壊こわれるのではないかと心配になる。


「大だい丈じよう夫ぶなのです。問題はないのです」


「そうは思えないんだが……ロッタ嬢から口調を変へん更こうしないように命令してもらうべきかもしれないな」


　アイリスは眉まゆ尻じりを下げて悲しそうな顔をした。市民と交流するようになって類型の学習が進んでいるらしく表情のバリエーションは日に日に増えている。


「それは残念なのです。面白いのに」


「……待て。じゃあわざとなのか!?　僕の反応を見て楽しんでいたのか!?　そうなんだな？」


「こちらが新聞ですのです。読みやがればよかろうなのです」


　誤ご魔ま化かす時に限って人間味を消して人形らしい振ふりをするところが実に悪質である。ボガートは追つい及きゆうを諦あきらめ、アイリスの用意した朝食を摂とりながら新聞を開く。一面を飾かざっているのはセンセーショナルな煽あおり文句だった。


『チェッカー荘そうの怪！　アスプリン公こう爵しやく令れい嬢じよう中毒事件の真相は!?』


　記事を読み始めてすぐにボガートは奇妙な点に気付いた。


　事件について知るのは初めてだが、これは第一報ではなく、既き報ほうの事件についての詳しよう報ほうなのだ。アスプリン公爵といえばフランス海軍の提てい督とくである。その令嬢が何らかの事件の被ひ害がい者しやとなったのなら大ニュースであり、パリにいれば嫌いやでも耳に入ってくるはずだった。ボガートの失しつ踪そう中に話題になった事件で、続報がなく今日まで耳じ目もくに触ふれる機会がなかったということか。


　記事の冒ぼう頭とうには事件の概がい要ようが紹しよう介かいされていた。







舞ぶ台たいとなったのはレギーヌ県ハッセンホフ。外観や内装に白黒の模様を多用しているため領民から〈チェッカー荘〉と呼ばれているスカラムーシュ男だん爵しやく邸ていでその奇妙な事件は起きた。


アスプリン公爵令嬢シャルロット一行が男爵邸を訪おとずれたのは十月三十日の午後一時過ぎのこと。令嬢の同どう伴はん者しやはふたりの侍じ女じよと、その一行を乗せてきた馬車の御ぎよ者しやと馬丁の計四名であった。


事件の発生は午後二時十五分頃ごろ。屋敷の中庭に面したテラスで食事中だったシャルロット嬢が突とつ如じよとして昏こん倒とう。侍女の悲鳴を耳にして屋敷の主であるルバート・スカラムーシュと執しつ事じのガルシアが現場に駆かけつけた時には、令嬢はテーブルに突つっ伏ぷし、プディングの皿に顔を埋めた状態だった。


時を同じくして屋敷の三階にあるルバートの父の書庫に何者かが侵しん入にゆう。書庫の扉とびらの開閉に連動した仕し掛かけによってこれを察知したルバートは執事に令嬢の介かい抱ほうを任せて三階へ向かった。ルバートは書庫から出てきた不ふ審しん者と遭そう遇ぐう、短たん剣けんで切りつけて手傷を負わせるも取り逃にがしてしまう。


さらなる怪かい異いが起きたのはこの直後だった。敷しき地ち内から無数のイバラの蔦つたが生長し、屋敷を覆おおい尽つくしてしまったのである。







「イバラ……だって？」


　記事には不ふ鮮せん明めいな写真が添えられている。そこに写されていたのはまさしくジェスターの屋敷の一部だった。違ちがいは建物のほとんどがイバラに埋もれていることだ。ボガートの見たジェスターの屋敷もイバラだらけではあったがこの写真ほど酷ひどくはない。


　撮さつ影えい者は男爵邸に日用品を納入していた商人で、撮影時は敷地の外まで広がったイバラに阻はばまれて誰も中に入れない状態だったと説明文にある。当日に敷地内で起きた事件の真相も、近きん隣りんの農民たちが総出でイバラを刈かって通路を確保し、ルバートたちが救出されて初めて判明したものだった。


　記事の本文はその後に判明した事実について言げん及きゆうされていた。







ルバートの証言によれば前当主である父親ジェラード・スカラムーシュの書庫に侵入した賊ぞくは令嬢の馬車に同乗していた馬丁であった。公爵家に仕える馬丁は何人もいるが、この馬丁は当日の朝に来たばかりの新顔で、素す性じようについては誰も知らなかったという。面接した家令が受け取り保管していたはずの紹介状も消えてしまい、この馬丁の正体が何者でどのような伝つ手てで潜もぐり込んだのかはまったくの謎なぞである。


この馬丁はルバートと格かく闘とうした際に顔面に深い傷を負っているが、スカラムーシュ邸の近隣の医師に聞き込みをしたところでは、この馬丁らしき人物を治ち療りようしたという証言は得られなかった。


また行方ゆくえ不明となっていた御者は屋敷から十キロ西の河岸で死体で見つかっている。


事件前後の状じよう況きようについてはふたりの侍女──ブリジット・ルドリュとソフィー・ボレルが証言している。令嬢が飲食した紅茶と菓か子しは一行が持ち込んだもので、中でもプディングは令嬢の手製であった。令嬢が昏倒したのはプディングを口に運んだ直後であったことは二人の証言が一いつ致ちしており、このプディングに毒が仕込まれていたのは間違いないと思われる。問題の焦しよう点てんとなるのはプディングにどのタイミングで毒が混入されたかという謎である。プディングは公爵家で調理され、侍女の手により男爵邸まで運ばれた。侍女の証言によればその間、容疑者である馬丁がプディングに近付く機会はなかったという。プディングは令嬢がルバートのために用意したもので、犯人がそれを知っていたとすれば毒はもともとルバートを狙ねらって仕込まれたものと考えられる。


さらにこの毒がいかなる種類の薬物であったのかも未いまだ判然としない。何な故ぜなら昏倒した令嬢のその後の容態は公おおやけにされず、公爵家からはただ療りよう養よう中ちゆうであるとの談話があったのみである。







　記事を読み進めたボガートの顔に失望の色が広がった。確かに情報は出ているようだが謎が謎を呼ぶばかりで何ひとつ解ける様子がないからだ。


（有能な探たん偵ていに謎なぞ解ときを依い頼らいしないとな……）


　ページをめくって次の記事を読む。今度の見出しは一面よりもショッキングだった。


『人体発火現象!?　アパルトマンで女性ひとりだけが焼死！』







十二月二十日未明。パリ第八区のアパルトマンの一室で女性が焼死体で発見された。遺体はほとんど炭化していたが、燃え残った装そう飾しよく品の一部から部屋の住人であるソフィー・ボレルさん（十九歳）本人と見られる。奇妙なことに室内にもかかわらず当人の身体からだと衣服の他には炎ほのおが燃え移った形けい跡せきはなく、倒たおれていた床ゆかにも焦こげた跡あとすらなかった。外で焼かれて死体が持ち込まれた可能性もあるがそれらしい証しよう拠こは見つかっていない。ソフィーさんは二週間ほど前に入居したばかりで、仕事を探しているところだったという。







　記事には全身を炎に包まれて悶もだえ苦しむ若い女の挿さし絵えが添そえられている。背景は粗そ末まつな貸部屋だが、女が手をついているテーブルや背後のカーテン等には燃え広がっていないのが異様だった。もちろん想像図にすぎないが、読者を震え上がらせることを目的としたグロテスクな絵はボガートの趣しゆ味みではない。


「十二月……二十日!?」


　ボガートは事件の日付を見直した。今はまだ十月である。未来の事件を先取りして記事にしているのでなければいったい何年前の十二月なのか？　あらためて一面の記事を読み直すとさらに奇妙なことに気付いた。


「このソフィー・ボレルというのは……公爵令嬢に同行していた侍女のひとりか！」


　紙面を注意深く探して事件が起きた年の記述を発見し、ボガートは思わず唸うなった。険しい顔つきで三面以降のページにも目を通していく。


　次の『アスプリン公爵家の華か麗れいなる遍へん歴れき』と題された記事には提督の祖父の代からの歴史、そして三男四女の子女の身分が紹介されていた。事件の被害者となったシャルロットは末すえ娘むすめにあたる。こちらは社交界の裏話を交えたありふれたゴシップ記事らしい。


　後半の記事はアーンスランド伯はく爵しやくに纏まつわる逸いつ話わをまとめたものだった。現当主であるルーカス・アーンスランド伯爵の名はボガートでもパリに来る前から知っている。現在三期目の貴族院議長を務める大貴族である。





『七枚の肖しよう像ぞう画が』




アーンスランド伯爵家の当主の外見が五代前からまったく変わっていないことはその筋では有名な噂うわさである。古書店の倉庫で発見された、五代前の伯爵家当主に仕えた肖像画家の日記がその発ほつ端たんとされている。この画家は数年ごとに肖像画の注文を受けたが、その内容は最初に描えがいたものと同じ構図、同じ場所、同じ季節の同じ天気の日、同じ時間に描くことと条件が決められていた。最初の肖像画は五代前の当主が三十代半ばに描かれ、六枚目が描かれた頃ころには齢よわい六十を越こえていた。その十年後、画家は再び注文を受けて伯爵家に赴おもむくことになる。依頼主は伯爵の後こう継けい者しや──つまりルーカスの四代前にあたる人物だったが、その肖像画も過去の絵と同じ条件で描かれることになった。二十代半ばと思おぼしき新たな伯爵を前にした画家は奇き妙みような事実に気付いた。この青年はあまりに先代と似すぎていると。頭ず蓋がい骨こつの形、顎あごの形、鼻の形、眉まゆの形、頰ほお骨ぼねの形、歯並び、髪かみの色、肌はだの色、瞳ひとみの色、そして何より右の耳たぶに三つ並んだホクロ──どれをとっても先代と寸すん分ぶん違たがわぬ姿形である。完成した肖像画は先代のために最初に描いたものを十歳若返らせたに等しかった。


仕事を終えた画家に若き当主は言った。


「これで貴方あなたの仕事は完成した」


画家の描いた七枚の肖像画は今もなお伯爵家の広間に飾られている。







『アーンスランドの前にアーンスランドなし──その逆もまた然しかり』


　この百五十年の間アーンスランド伯爵家で一度も公開されていない儀ぎ式しきがふたつある。ひとつは結けつ婚こん式しき、もうひとつは葬そう儀ぎである。伯爵家当主は六十歳を過ぎると隠いん居きよし社交界からも姿を消す。老伯爵の消息が途と絶だえて十年を経へた後、誰だれもその存在を知らなかった新たなアーンスランド伯爵が表おもて舞ぶ台たいに現れる。この後継者は前当主の若かりし頃に瓜うり二ふたつであり、血族であることを疑う者はいない。しかし前当主がいつ没ぼつしたのか、この後継者の母親が誰であるのかを知る者もまたいないのである。





『アーンスランドの黒い番犬』




伯爵家には代々その目となり足となって働く忠実な下僕がいる。百年ほど前までは〈朧おぼろ月づきの七騎き士し〉と呼ばれる騎士団が存在したが、現在は公には専従騎士は常じよう駐ちゆうせず、使用人の内の何人かがその役目を帯びているものと思われる。名前が判明しているのは「司書」スカルド、「庭師」ギヨーム、「髪かみ結ゆい」ミアキス、「狩人かりゆうど」ジャン・デュパン──







「……Ｊ・Ｄ!?」


　いきなり出てきたその名にボガートは震ふるえた。記事に添えられた似顔絵でジャン・デュパンとされる人物は黒い鍔つば広ひろの革かわ帽ぼう子しを被かぶった髭ひげ面づらの男性で、容よう貌ぼうは不ふ明めい瞭りようなためボガートが出会ったＪ・Ｄ本人だとは断言できない。





『〈アルフライラの秘宝〉と秘密結社』




現代の技術では破は壊かいも加工も不可能な金属で造られた古代文明の遺物が魔ま法ほうの力を秘めているという話は有名である。美術品として取引されている遺物も一部にはあるが、一いつ般ぱんの市場に流通することは稀まれである。それは秘宝から魔法の力を得た者たちにより結成された秘密結社がその流通を独どく占せん的に管理しているからだとも噂されている。当紙ではその実在も実態も不明の組織をひとまず〈魔人同盟〉と呼こ称しようする。果たして〈魔人同盟〉はいかなる地位の人間によって構成されているのか──？







　秘宝の取引を独占している秘密結社のメンバーについての考察はその後も続いたが、この記事がアーンスランド伯爵のページにある理由を考えればその意図するところは明白である。


　最後のページは通つう信しん販はん売ばいの広告だった。しかし紹しよう介かいされている商品は『人造美少女メイド〈セルヴァンティーユ・アイリス〉』で、商品説明の文句も少々くだけすぎている。







ニンフのごとき完かん璧ぺきなプロポーション！　魅み惑わくのバスト＆ヒップ！


※一見柔やわらかそうですが鋼鉄の硬かたさなので揉もめません







　ボガートから見て実際のアイリスの胸のサイズは『魅惑の～』と表現されるほど豊かとは言えない。十五、六歳くらいの少女として平均的な体つきだ。しかし誇こ大だい広告というわけではなく──


（つまり……そういうことか）


　ボガートは新聞の一面に戻もどって苦く笑しようした。これは普ふ通つうの新聞ではない。新聞に似せて作ってはいるが中身はまるで別の物だ。最後のアイリスの偽にせ広告はよほど頭の働きが鈍にぶくてもフェイクだと気付くように用意されたものに違ちがいなかった。


　この新聞はジェスターがボガートに知らせておきたい情報を抜ばつ粋すいしたものだ。厳密に言えば『教えても問題がないと判断した情報』だけである。おそらくほとんどの記事は実際に新聞紙上に掲けい載さいされたもので、事実と異なる部分のみ加筆訂てい正せいしてあるのだろう。それぞれの記事は一般人が知り得る情報でも、こうしてひとまとめになればおのずと見えてくる背景がある。


『〈アルフライラの秘宝〉の取引を独占する秘密結社』の存在はロッシュオーから聞いている。ルーカス・アーンスランド伯爵がその〈魔人同盟〉の主しゆ宰さい者だという確たる証拠はあるのだろうか。少なくともジェスターはそう考えているということか。


　一番の問題はジェスターの思おも惑わくだった。どういうつもりでボガートにこれを知らせたのか？　ジェスター自身の計画が書かれていない以上、あくまで判断材料として情報を提供しただけで協力を仰あおぐつもりはないのだろう。アイリスに問い質ただしてもいいが知っていたとしても答えるとは思えないし、ましてやジェスターに電話するなど論外だ。
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（まずはこの記事の裏を取ってからだな……古い新聞なら図書館にあるか）


　不意に廊ろう下かの方から短い悲鳴が聞こえてきた。少し低いが若い女の声だ。ロフトから下りて廊下に出ると、そこにいたのは白いコート姿のメルセデス・レイだった。出で掛かけようとしたところでモップを手に掃そう除じ中のアイリスと遭そう遇ぐうして驚おどろいたらしい。レイは何故かアイリスが苦手らしく、素通りできずに立ち往生していた。


「レイ様、おはようございますのです。お出かけなのですか？」


「うっ──」


　にこやかに挨あい拶さつするアイリスに絶句したレイは何故かボガートを睨にらむ。


「こ……この自動人形オートマタをどうにかしろ！」


「どうにか、というと？　掃除をしているだけだろう？」


「いいからどこか他よ所そへやれと言っている！」


「……レイ様、その仰おつしやりようは悲しいのです」


　アイリスは肩かたを落としてしょんぼりしたかと思うと、不意に百八十度首を回転させ、後ろ向きで早足にレイに迫せまった。


「ひいいいいっ！」


　レイは反射的に逃にげようとして足をもつれさせ、その場に尻しり餅もちをついた。アイリスは背後に反り返ってレイの顔を覗のぞき込む。


「……くぱあ、なのです」


「ギャ────ッ！」


　ボガートの位置からは見えないが、アイリスは顔面を構成している部品を花びらのように開いて中身を見せているらしい。相当にグロテスクなのか、普ふ段だんは澄すましているレイの美び貌ぼうが恐きよう怖ふで崩ほう壊かいしている。ボガートはアイリスの腕うでを引いて部屋の中に引き入れた。


「押さえておくから今のうちに通るといい」


「くっ……な、何を恩着せがましく……こんなことで私が感謝すると思ったら大間違いだからな！」


　レイは捨て台詞ぜりふを残してあたふたと階段を駆かけ下りていった。


「さすがレイ様なのです。また新しい表情を頂ちよう戴だいしたのです」


　アイリスは首を正位置に戻すと、怒いかりと羞しゆう恥ちの入り交じった表情を作った。去り際ぎわのレイの表情を模も倣ほうしているらしい。


「君にその表情の使い途みちはあるのか……？　それよりもだ、彼女をからかうのはよせ。本気で嫌いやがっているようだぞ」


「レイ様は他ほかの住人の方とは違う顔を見せてくださるのです。とっても愉ゆ快かいなのです」


「人形が苦手な人もいる。帰ってきたら機き嫌げんを取っておいた方がいい」


「それではレイ様のお部屋をお掃除してあげればよろしいですね？」


「待て。勝手に人の部屋に入るのは……」


「このアパルトマンのすべての扉とびらの鍵かぎの形状は把は握あく済みなのです。どの部屋でも入り放題なのです」


「そうじゃなくて……留守の間に勝手に入り込むのはいけないと言っているんだ」


「バレたらボガート様のご命令だと言い張ればよかろうなのですよ？」


「や・め・ろ！」


　自動人形オートマタのくせに発想が完全に盗とう賊ぞくのそれである。レイからはただでさえ目の敵かたきにされているのだ。こちらから嫌きらわれる理由をわざわざ作るまでもない。


「ところでボガート様。新聞はお読みになられましたですか？」


「ああ。読んだがあれは──」


「全部読み終えたですか？」


「一応は」


　アイリスはロフトに上がると、テーブルに置いてある新聞を取って暖だん炉ろに投げ込んだ。火薬でも仕込まれていたのか、点火された新聞は目映まばゆい閃せん光こうを発して一いつ瞬しゆんで燃え尽つきる。


「読み終えたら焼しよう却きやくするようにとのお言い付けでしたのです」


「……そうか」


　ジェスターがそう指示していたということはそれだけ重要な情報だったということだ。部屋からアイリスを送り出した後、ボガートは扉を閉めようとしてふと手を止めた。扉の下に挟はさまっているブックマッチに気付いて拾い上げる。その表に印刷されているのは見覚えのある『ピンクのハートに黒くろ猫ねこ』のマークだった。キャバレー・ソムニウムの広告である。


「これは……？」


　ボガートはクローゼットを開いて先日ギャラリー・ラプンツェルに着ていったコートのポケットを探さぐった。取り出したのはパサージュ・デ・フォッセで辻つじ占うらないの少年にもらったブックマッチである。今拾ったブックマッチと並べてみる。どう見ても同じものだ。新たに拾った方のブックマッチはすでに三本が折り取られている。


「するとこちらはレイの落とし物か」


　尻餅をついた拍ひよう子しに落としたらしい。レイがこのブックマッチを所持していても不思議はなかった。あの辻占いは訪おとずれた客にもれなくサービスで配っているのだろう。


　ロフトに戻ったボガートは朝食の残りを頰ほお張ばりながらスケッチブックを取り、新しいページを開いて紙の上に右手を滑すべらせた。指が銀色に輝かがやいたかと思うと、紙面に今しがた焼却処分されたばかりの新聞の一面が丸ごと描えがかれる。


（我ながら鮮あざやかなものだな）


　アイリスが新聞を燃やしても文句を言わなかったのは、ボガートの目が新聞の記事を『絵』として記き憶おく済みで、〈贋作絵師フアツセール〉の魔法を使えばいつでも閲えつ覧らんできると踏ふんでいたためである。ジェスターもよもや文字が読み取れるほど精密に新聞を模写できるとは思わないだろう。


「大学には顔を出すとして午後は図書館だな。それと──」


　ボガートはブックマッチを手の中で弄もてあそびながら、今日の予定に新しい用事を加えた。


「失礼いたしますのです」


　ノックもそこそこにアイリスがまた戻ってくる。今度は帽ぼう子しとブーツを含ふくむ衣い装しよう一式を携たずさえている。


「日曜日に着ていく用の衣装ですのです。試着して気に入らないところがあればおっしゃるですよ？　すぐに直すです」


「日曜日ということは竣しゆん工こう式のパーティー用かい？　しかしこの帽子は……」


　アイリスが持ってきたのはシルクハットではなく高い冠クラウンと広い鍔ブリムを持つフェルト製の黒帽子で独特の形をしていた。カウボーイが被かぶるようなハットである。他の衣装も暗いブルーのシャツを除いてはどれこれも真っ黒で神父を思わせる。


「葬そう式しきに参列するわけじゃないんだぞ」


「ボガート様の好みは関係ないのです。否いやが応でも着ていただくのです」


「つまりジェスターがこの一式を指定したのか？」


「ウイ、なのです」


「何のために？」


「理由は存じ上げませんのです」


　ジェスターがただの親切で服を仕立てるはずがない。これも作戦の内ということか。


　ボガートは物は試ためしとカウボーイハットを被ってみた。フェルトは形かた崩くずれしないように硬く作られているがサイズはぴったりでしっくりと頭に馴な染じむ。アイリスが来た初日にボガートの頭のサイズや形まで採寸したのはこれが目的だったらしい。


「これはなかなか──」


　具合がいいと言おうとしてボガートは絶句した。帽子の鍔ブリムの先を下げて見える光景に奇き妙みような既視感デジヤ・ビユを覚えたからだ。


「なかなか何ですですか？　合うのか合わないのかハッキリして欲しいのです」


「いや……ちょうどいい……」


　その曖あい昧まいな感覚はほんの瞬まばたきするほどの間で煙けむりのように消えてしまった。一度帽子を取って被り直してみるが同じ感覚は戻ってこない。


「お出掛けの前に試着してみるですよ」


　急せかすアイリスに従いシャツに袖そでを通す。既視感デジヤ・ビユの正体を探るにはひとまずジェスターの用意した衣装を着てみるしかないだろう──ボガートはそう自分を納なつ得とくさせた。
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　日にち没ぼつ後のパサージュは幻げん想そう的だ。


　寂さびれて人気がなく、一いち見げんの客を寄せ付けない専門店ばかりが残った気難しい雰ふん囲い気きがあればなおさらである。


　ガス灯の明かりが並ぶ仄ほの暗ぐらい歩ほ廊ろうにはまるで冥めい界かいへと誘さそう黄よ泉み路じの趣おもむきがある──初めて来た夜のパサージュを歩きながら、ボガートはそんなことを考えた。


　不気味と言えなくもない雰囲気だが、不意に出くわして驚くのはむしろ相手の方だろう。今のボガートは黒いスーツに黒いコート、黒い鍔つば広ひろの帽子と全身黒ずくめの出いで立ちだったからだ。ジェスターがアイリスに届けさせた衣装である。神父と言い張るにはごついブーツを履はいているし何よりカウボーイハットの印象が強すぎた。広い鍔ブリムはアメリアの荒こう野やを旅するにはいいが大都会のパリでは似つかわしくない。


「心配ないのです。お似合いなのです」


　紳しん士しらしく見えるように帽子の角度を気にしているボガートに、同行しているアイリスが子供にでも分かる気休めを言った。この格好で外を歩き回ってみることを勧すすめたのもアイリスだった。ジェスターの入れ知ぢ恵えだけに裏に何か魂こん胆たんがあるようにも思えるが、衣装そのものには何ら不ふ審しんなところはない。


　ボガートがパサージュ・デ・フォッセに足を運んだのは、先日占うらない師しの少年からもらったブックマッチの広告の店を探すためだった。ピンク色のハートに黒猫がトレードマークの〈キャバレー・ソムニウム〉は土曜日の午後六時から深夜二時までの営業となっていて、今日を逃のがせば一週間待たねばならなくなる。


　前回の訪問で顔見知りになったカフェのギャルソンに確かく認にんしたところ、噂うわさの幽ゆう霊れいキャバレーの歌声は今日も聞こえたという。一応ブックマッチも見せてみたがこちらは覚えがないらしい。少年は占いに来た客全員に配っているわけではないということか。ちなみに辻占いのテントは今日は出ていない。


　人形店の前を通り過ぎ、南口からパサージュの全長の三分の二辺りに位置する噴ふん水すいのある円形ホールに来たところで、件くだんの歌声が聞こえてきた。管かん弦げん楽がく団だんの伴ばん奏そうで若い娘むすめ数人が合唱している。聞こえ方からしてそう遠くないはずだが、天てん井じようで声が反はん響きようしてどこから聞こえているのか判然としない。


　フレスコ画の描かれたホールの壁かべに沿ってぐるりと一周してみるも、最も近いと思えるポイントは特定できなかった。ホールから離はなれると声は小さくなるのでやはりホールのどこかに秘密の入り口でもあるのだろうか。あるいは閉店している店てん舗ぽの屋根裏を借りて稽けい古こでもしているのか──


　突つっ立ったままボガートを眺ながめていたアイリスが口を開く。


「ボガート様は先ほどから何が楽しくてウロチョロしているですか？」


「もう少し言葉を選んでもらいたいが……この歌声がどこから聞こえてくるのかと気になってね。君の耳なら分かりそうか？」


「それくらい、泣いた赤子もひとひねりなのです」


　激しく間ま違ちがった慣用句を自じ慢まんげに披ひ露ろうしたアイリスはさっそく音源を探り始める。ボガートは人造美少女メイドの性能がどれほどのものかと期待を寄せた。アイリスはホールの壁沿いを時計回りに歩き、時折立ち止まって耳を澄ませる仕し種ぐさをしては再び歩き出すという行動を繰くり返した。


「……分かった。もういい」


　アイリスがホールを五周したところでボガートは呼び止めた。放ほうっておくと無策のまま永久に回り続けそうに思えたからだ。しかし戻もどってきたアイリスに悪びれた様子はなく、まだまだ続けられるのに止める理由が分からないといった不満げな顔である。実際にそこまで人間的な感情があろうはずもないが、そう見えてしまうのはおそらくボガート自身の気分の問題だろう。


　ボガートはブックマッチをあらためて観察した。場所についてはパサージュ・デ・フォッセ内のどこかという以外の情報は書いていない。


　チリリリリリン！


「うおっ!?」


　唐とう突とつなベルの音にボガートは思わず飛び退のいた。アイリスが頭の受話器を取り外して差し出す。


「お電話なのです」


「そ、そうか……しかしいきなり鳴るのは心臓に悪いな」


　電話に出ると、笑いを含んだ陽気な青年の声が耳をくすぐった。


『──ようボギー、潰つぶれる寸前の古ふる臭くさいパサージュに何か面おも白しろいことでもあるのかい？』


「ジェスター！　君か」


『驚おどろくなよ。アイリスの無線電話を使うのは俺の他にはロッタかヴィクトールだけだ』


「電話そのものに慣れていないんだ」


　そう答えてからいかにも田舎者の弁明だと気付いてボガートは恥はじ入った。


「この界かい隈わいで噂になっている幽霊キャバレーを探しているんだ。君の知恵を拝借できるかな？　手て掛がかりはこれだけだ」


『アイリスに見せてみろ』


　ボガートはブックマッチをアイリスに渡わたした。アイリスはブックマッチの裏表を見て、蓋ふたを開いて中身のマッチを確認した。


『へえ～これはこれは……ふうん……なるほどね』


「アイリスが見ているものが君にも分かるのか？」


『ああ。ひとりのアイリスが見ているのは他のアイリスを介かいして見ることが出来る……よし、もういいぞ』


　アイリスがボガートにブックマッチを返した。


「何か分かったのか？」


『さあね。だがひとつだけアイデアを思いついた』


「もったいぶらずにご教授願いたいな」


『つまり──魔ま法ほう的な発想が必要だってことさ』


「……すまないが、素人にも分かるように言ってくれないか？」


『ブックマッチの広告なんてありふれた物だ。だからこそ偽ぎ装そうに向いている。ところで〈マッチ売りの少女〉の話は？』


「それなら読んだことがある」


『貧しく哀あわれな少女は寒さをしのぐために何をした？』


「売り物のマッチを擦こすって火を灯ともした……」


『それを試してみればいい』


　まさか、と思ったが試してみるだけならマッチ一本で事足りる。


　ボガートは天使の描えがかれたフレスコ画の前に立ち、ブックに閉じられている厚紙製のマッチを一本むしり取って横薬に擦りつけた。点火とともに硫い黄おうの臭においが鼻をつく。


　マッチの炎ほのおはガス灯よりも目映まばゆく柔やわらかい光で辺りを照らし──壁のフレスコ画を紙のように燃え上がらせた。


「……なっ!?」


　燃えた、と見えたのは目の錯さつ覚かくだった。複雑に反響していた歌声がはっきりと聞こえたかと思うと、まるでカーテンが開くように目の前の壁が左右に分かれ、宮きゆう殿でんを思わせる華はなやかな建物の玄げん関かんが出現した。
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　掲かかげられているのは『ハートに黒くろ猫ねこ』の看板。


　玄関に立つ受付は言葉通りの少年ギヤルソン──辻つじ占うらないの衣い装しようを黒スーツに着き替がえたカミーユ・ロンディーネだった。


「お待ちしておりました。〈キャバレー・ソムニウム〉へようこそ」


　カミーユは恭うやうやしく一礼してボガートを迎むかえた。
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　ボガートとアイリスは少年に案内されて分厚い絨じゆう毯たんの敷しかれた廊ろう下かを進んだ。


　カミーユは当初アイリスの同どう伴はんには難色を示したが「紳士にお供が付くのは当然なのです」と強引についてきた形である。ジェスターの性格からしてボガートの報告を待つなどという悠ゆう長ちような真ま似ねができようはずがない。


　キャバレー・ソムニウムは店舗の規模からしてパサージュ・デ・フォッセ内ではなく空間を隔へだてた別世界に存在しているように思えた。


「営業時間中にマッチを点つければその場所に玄関が出現する魔法の仕し掛かけなのです。マッチそれ自体に魔力はなくて、扉とびらを開く鍵かぎとして指定されているだけなのです。たぶん」


　電話を使いながら歩くわけにはいかないのでアイリスが代弁をする。


　好こう奇き心しんを刺し激げきされる一方、鯨くじらの胃い袋ぶくろの中に入っていくような不安を覚えたボガートは、前を歩く少年に質問した。


「辻占いは副業かい？」


「どちらかと言えばサービスの一いつ環かんですよ。ここは選ばれたお客様だけが入ることを許された特別な社交場なんです」


　メルセデス・レイも辻占いでブックマッチを貰もらったのだろう。だとすれば客として来ているのだろうか。いや──レイの落としたブックマッチを今ボガートが持っているということはレイ本人は来れないということか。


「ところでこの店に猫好きの大男はいるですか？」


「猫好き……ですか？」


　アイリスの問いに、カミーユは曖あい昧まいな表情を浮うかべた。


「そもそも猫が嫌きらいな方をあまり存じませんが」


「異常なまでの猫好きなのです。ある意味病的なのです。三度のメシより猫なのです」


「……それだと別の意味になりませんか？」


　ジェスターが何を聞き出そうとしているのかは分かるが、アイリスを介してこの少年から有益な情報を引き出すのは容易ではなさそうだ。


「こちらです」


　突き当たりの扉を開くと、そこはオウム貝の殻からの断面を思わせる螺ら旋せん形のホールだった。


　フロアの外周には衝つい立たてとレースのカーテンで仕切られたテーブル席が並び、飲食しながら巻き貝の中心に位置するステージで繰り広げられるショーを楽しめる造りになっている。


　ステージ上では四人の少女たちが歌いながら舞まい踊おどっている。全員が十代半ばと思おぼしき踊り子たちはバレエ風に華やかにアレンジされたエプロンドレスで着き飾かざり、短めのスカートからストッキングに包まれた細い足を惜おしげもなくさらしている。露ろ出しゆつ度どは高めだが扇せん情じよう的てきというよりは少女らしい可愛かわいらしさが強調された衣装だ。


　ステージの背後には十人ほどの編成の楽団が陣じん取どっている。演奏されているのは初めて耳にする軽快なリズムと楽しげなメロディーの楽曲で、大志を胸に都会にやってきた若者の日々を綴つづった詩だった。


　カミーユに促うながされてテーブル席のひとつに腰こしを下ろす。馬ば蹄てい型のソファでテーブルはガラス製となかなか凝こっている。衝立とカーテンの目め隠かくしがあるため席に着いてしまうと他ほかの客の様子ははっきりとは見えない。雰ふん囲い気きからすると女性同伴で入るような店ではないらしい。


「こちらが本日のメニューとなっております」


　受け取ったメニューを開いてみてボガートは眉まゆをひそめた。そこに並んでいたのは酒や料理の品目ではなく、少女たちの肖しよう像ぞう写真だったからだ。写真は十枚あり、その内の四人はたった今ステージ上で歌っている少女たちだった。


「これは……どういうことだ？」


「今夜の御相伴コンパニオンをつとめさせていただきます〈ドーリス・ガール〉をその中からお選びください。指名が集中した場合は順番待ちのため少々お時間をいただくこともございますがご了りよう承しようください」


「いや、僕が訊ききたいのは──」


　横からアイリスがメニューを奪うばい取り、カミーユに質問した。


「お触さわりはＯＫなのですか？」


「とんでもございません！」


　カミーユはにこやかな笑え顔がおのままで首を振ふる。


「当店が提供するのはＤガールとの楽しいおしゃべりと美お味いしいお酒です」


「それを聞いて安心したよ」


　いかがわしいサービスを供する店かと思ったが早合点だったようだ。


「ただし営業時間外のプライベートについては当店の関知するところではございません」


「つまりお持ち帰りは自由なのですね？」


「言葉の意味が分かって言っているのか!?」


　ジェスターの言葉をなぞっているだけのアイリスからメニューを取り返す。


　Ｄガールの写真に添そえられている呼び名はファーストネームだけ、それも神話やお伽とぎ噺ばなしの登場人物から採ったと思しき名前ばかりである。いわゆる芸名なのだろう。


（なるほど……ドーリスというのは精霊ニンフになぞらえているわけか）


　ボガートの目は〈オデット〉という名のＤガールの写真に吸い寄せられた。笑顔を見せている少女たちの中でひとりだけ不ふ機き嫌げんそうな硬かたい表情で写っているが、それでもなお群を抜ぬく美び貌ぼうの持ち主である。しかしそれ以上に興味を惹ひかれるのは──


　四人の歌が終わり、客席から拍はく手しゆと歓かん声せいが起きた。少女たちがステージから降りると照明が落とされてホール全体が暗くなる。誰だれも騒さわがないのは演出だからだろう。


　やがて、一本のスポットライトが点灯されてステージを照らす。そこに立っていたのは白鳥を思わせる純白のドレスに身を包んだ歌うた姫ひめだった。


　三つ編みのシニョンに結ゆい上げたダークブロンド。小麦色の肌はだ。くっきりとした黒眉。つんと尖とがった鼻。力強さとともに憂うれいを帯びた翠みどりの双そう眸ぼう──


（メルセデス・レイ！）


　ピアノの伴ばん奏そうでレイの独唱が始まった。


　力強く豊かな情感に満ちたメゾソプラノがホールの空気を震ふるわせる。


　さっきの四人とはまったく雰囲気を異にする圧あつ倒とう的てきな歌唱力に、店内中が心をわし摑づかみにされた。さすがはエリュシオン芸術大学音楽部声楽科で話題の歌姫だ。素人しろうとっぽさの残る（むしろそれが売りの）少女たちとは一線を画するパフォーマンスである。小妖精ピクシーと戦乙女バルキリーくらいの格の差を感じる。


（辻つじ占うらにいたのは客としてではなく──ステージに立つ側でスカウトされたのか）


　オペラの一幕を思わせる独唱が終わると、万ばん雷らいの拍手が起こった。


　ボガートはカミーユに顔を寄せて注文を伝えた。


「彼女を指名したいんだが……いいかな？」


「先約がございますのでその後になりますがよろしいですか？」


「構わないよ」


「承りました。先客様の延長がなければ一時間ほどで来られるはずです」


　カミーユが去ってほどなくしてショーの第一部終しゆう了りようのアナウンスがあり、落ち着いた柔らかい照明に戻もどった。エプロンドレス姿のウエイトレスの少女が食前酒アペリテイフの注文を取りにくる。


「引き止めて話を聞き出すですよ」


　アイリスがボガートに耳打ちした。ギムレットを注文し、オードブルと共に運んできたところでチップを弾はずんで引き止める。


　ジェスターの指示なのだろう、アイリスはあれこれと矢や継つぎ早に不ぶ躾しつけな質問を繰くり出した。どういった経けい緯いでこの店で働くことになったのか、支配人はどんな人か、ドーリス・ガールと呼ばれる少女たちは何人いるのか──等々。


　よくしゃべる人造少女メイドに戸と惑まどいながらもウエイトレスは意外と素す直なおに答えてくれた。ソムニウムで働く少女たちはほとんどがカミーユにスカウトされて来たこと、支配人はマダム・Ｂと呼ばれる中年女性であること。ステージに立つことを許されたドーリス・ガールは二十人以上いるが全員が揃そろうことは稀まれであること──等々。


　そして多くの少女に共通する点は、ソムニウムに来る前は住む場所にも困るような貧ひん窮きゆうした暮らしを送っていたことだという。


「ここはお給料もいいし、いらっしゃるお客様は優やさしい方ばかりですし、私も一日も早くステージに立てるようになりたいです」


「レイ……いや、オデットという歌姫について教えてもらえるかな？」


　ボガートが思い付いて質問すると、ウエイトレスは急におどおどし始めた。


「オデットさん……ですか？　彼女はつい最近入ったばかりなので私はその……お話しする機会もなくて、よくは知りません。ですけどいきなりひとりでステージに立ってあんなに堂々と落ち着いて歌えるなんて凄すごいなって思います。それに……と、とっても綺き麗れいだし……」


　話しているうちに少女の頰ほおはみるみる紅潮し、俯うつむいてボガートから視線を逸そらせるようになった。


「どうかした？」


「い、いえ、何でも……」


　言葉とは裏腹にウエイトレスは料理を運んできたトレーで顔を隠かくした。


「あの……わ、私そろそろ仕事に戻らないと」


「そうか。手間を取らせて悪かったね」


　ウエイトレスは何度も頭を下げて逃にげるように退散した。


「どうしたんだろう？　途と中ちゆうから様子がおかしかったが」


「ジェスター様より伝言なのです」


「何だって？」


「『鏡を見てよく考えろこの唐とう変へん木ぼく！』……だそうです」


「僕の顔に何か付いているのか？」


　ボガートは自分の顔を撫なでてみたが、とくにおかしな点はなかった。


　さらに二人のウエイトレスに同様の質問をしてみたが、得られた返答は似たり寄ったりだった。他のテーブル席からはＤガールと男性客が楽しげに談だん笑しようする声が聞こえてくる。アルコールが入っているはずだが下品な大声を張り上げる者はいない。以前に大学の友人たちと行った庶しよ民みん的なカフェとは客層がまったく異なるようだ。


　懐かい中ちゆう時計で確かく認にんするとすでに五十分が経過していた。


「アイリス……すまないがしばらく席を外してもらえるかな？」


「いきなりヤブからスティックなのです」


「そろそろレイが来る。指名したのが僕だと知ったら当然彼女は驚おどろくだろうが、君まで一いつ緒しよだと余計に面めん倒どうなことになりそうだ」


「嫌われ度合いで言えばボガート様もアイリスと大差ないのです」


「だからせめて半分にしたいと言ってるんだ。衝立の後ろに隠れているだけでも……」


「むしろ渡わたりにフェリーなのです。この店を探たん索さくせよとのジェスター様のお言い付けなのです」


「君ひとりで行くのか？」


「ボガート様は好きなだけ歌姫とキャッキャウフフしていればいいのです」


　アイリスは引き止める間もなく席を立ち、早足で歩いて行ってしまった。厄やつ介かい払ばらいしたはずが、にわかに自分の方が取り残されたような気分になってくる。アイリスがいないとジェスターの助言も得られないからだ。


　ボガートは急に手持ち無ぶ沙さ汰たになり、座った際に脱ぬいだ帽ぼう子しを取って頭に載のせてみたりした。


（そういえば、このカウボーイ衣装に何の意味があるのかジェスターに問い質ただしておくんだった。アイリスが戻ってきたら訊いてみるか……）


　帽子の鍔ブリムで下半分だけになった視界に白いハイヒールを履はいた女性の足が入ってきて、目の前で立ち止まった。


「──お待たせしました。オデットと申します」


　ボガートは慌あわてて帽子を取り、顔を上げた。ステージ衣装から龍盤ロンバン風のタイトなドレスに着き替がえたオデットと真正面から視線がぶつかる。


　オデット──メルセデス・レイの端たん正せいな顔が驚きに引きつり、頰から耳にかけてみるみる紅あかく染まった。


「おっ……お前がどうしてここにいる!?」


　レイの怒ど声せいはホール中に響ひびき、他の席の会話を途と切ぎれさせた。ボガートは予想以上のヒステリックな反応に正直辟へき易えきしたが、ここはジェスターにならって図太く振る舞まおうと心に決めた。


「どうして僕がここにいるかって？　もちろんこの店のマッチを貰もらったからさ」


　ボガートは店に入るときに使ったブックマッチを見せた。続いてもうひとつ、同じデザインのマッチを指の間に挟はさんでひらひらさせた。


「こっちは今朝アパルトマンの廊ろう下かで君が落とした物だ。同じマッチをもらったことを思い出して来てみたという次し第だいでね。君がステージで謳うたっているとは知らなかった」


　弁明を聞いたレイが怪け訝げんな表情を浮うかべる。


「……レミー・ボガート!?」


「誰と間ま違ちがえたんだい？」


　レイは答える義理はないとばかりに口をつぐんだ。


　カミーユの占うらないによると、厄やつ介かいなことにボガートはレイにとって不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵ともいうべき相手と瓜うり二ふたつらしい。別人であることは冷静に考えれば分かりそうなものだが、レイはその人物とボガートを混同している節があった。甚はなはだ迷めい惑わくな話だ。
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「どうしたのオデット？　何か問題でも？」


　優美な星空の柄がらのドレスを着た豊満な女性が声をかけてきた。四十代と思しき貫かん禄ろくのある人物だ。落ち着いた物もの腰ごし、化け粧しようの厚さや身に着けたアクセサリーの質から見ても支配人かそれに準じる立場の人間だろう。


「大声を出すなんてはしたない」


「も……申し訳ありません、マダム」


　オデットは恐きよう縮しゆくして身をすくめた。やはりこの女性がさっきウエイトレスが話してくれたマダム・Ｂなのだろう。


「お客様、オデットが何か失礼を？」


「いや、誤解があったようだ」


「左様でございますか。ほら、オデット……」


　マダムから何事か耳打ちされたオデットは渋しぶ々しぶながら形ばかりのお辞じ儀ぎをしてボガートに謝意を示した。


「ではごゆっくり」


　オデットがソファに腰を下ろすとマダムは安心して戻っていった。
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　いきなり扉とびらが開き、血相を変えたマダム・Ｂが楽屋に飛び込んできた。


「おっ……お姉様！　たたたたい、大変よ！」


「その格好でお姉様って呼ぶんじゃないわよ！」


　化粧中のミリアムは楽屋の壁かべ一面を占しめる鏡越ごしに女支配人をキッとにらんだ。


「今は女の子が出で払はらってるからいいけど、聞かれたらどうするつもり？」


「だだだっ、だって～」


　ホールにいた頃ころは腰の据すわった支配人を演じていたマダム・Ｂ──バリル・ガバージュはすっかり狼狽うろたえて落ち着きを失っていた。


「だってもヘチマもないのよ。たとえ二人きりでも店にいる間は徹てつ頭とう徹てつ尾びマダムになりきるように言ってるでしょ？　入るところからやり直して」


「はぁ～い」


　バリルはいったん楽屋を出ると、今度は扉をノックしてから入ってきた。


「ヘルミーネ、ちょっといいかしら？」


「ええ」


　芸名で呼ばれたミリアムは化粧を続けながら応こたえる。ミリアムの背後に立ったマダム・バリルは少しもったいをつけて話しはじめた。


「あなたに伝えておきたいことがあるのよ。先週の日曜日のこと、覚えてる？」


「先週の日曜日……？　もちろん」


「あの時お近付きになった色男がいたでしょ？　連れの中学生くらいの女の子が拐かどわかされたと誤解して私たちの……馬車に乗り込んできた若い男よ」


　バリルは他ほかのドーリス・ガールに聞かれても問題ない言葉を選んで話している。普ふ段だんはどもりがちだがミリアムの魔眼〈ギーヴルハート〉の催さい眠みん暗示によりマダム・Ｂに変身している間は極きわめて流りゆう暢ちような話し方になる。


「新聞に記事が載ったあのイケメン大学生？」


「そう、それ」


「覚えてるけど……それがどうかした？」


「客として来てるわ」


「なぬっ!?」


　小指を使って唇くちびるに差していた紅がはみ出した。ミリアムはバリルに向き直って問い質す。


「どうやってここに潜もぐり込んだの!?」


「マッチを持ってたから正式に招待されたのよ」


「だったらカミーユの仕し業わざね？　あの子、まだ受付をやってるの？」


「営業中よ。話を訊きくのは後になさい」


　バリルにたしなめられてミリアムは唇を曲げるが、ソムニウム店内では立場が逆転している。従業員が支配人相手に文句は言えない。


「それにしてもあのイケメンが……とても偶ぐう然ぜんとは思えないわね。私たちのことに気付いている!?」


「それはまだ分からない。今はオデットが接客中よ。一応私もホールでそれとなく監かん視ししてみるわ」


「待って。手を考えるから」


　ホールに戻もどろうとするバリルを呼び止めると、ミリアムはしばらく楽屋の中を苛いら立だった足取りで歩き回り、やがて着ていたドレスを思い切りよく脱ぎ捨てた。


「ミン・スーを呼んでちょうだい。それと貴き賓ひん室をひとつ確保しておいて」
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　マダム・Ｂの取りなしで事なきを得たため、他のテーブルからは再び談笑の声が聞こえていた。声を聞く限りでは男性客の年ねん齢れい層は高めで、ボガートほど若い客は少ない。他よ所そのテーブルの声がよく聞こえるのは、ボガートのテーブルではまるで話が弾はずんでいないからでもあった。


　五、六人が並んで座れるサイズの馬ば蹄てい型のソファの一番遠くに腰こし掛かけたレイは、胸むな元もとを隠かくすように腕うで組ぐみして、唇を引き結んだまま不景気そのものの顔で黙だまりこくっていた。せっかく円えん卓たくに着いたというのに和平交こう渉しように応じるつもりはないらしい。


（いいさ、そっちがそのつもりなら僕だって好きにさせてもらう）


　ボガートは愛用のスケッチブックを開いて鉛えん筆ぴつを走らせた。身構えているのに一向に攻せめてくる様子のないボガートの呑のん気きな態度にレイは次第に苛立ちを募つのらせ、やがてしびれを切らしたように口を開いた。


「……注文」


「？」


「お酒」


「……？」


　ボガートが要領を得ない顔をすると、レイは持ってきたメニューを放ほうり投げるようにしてテーブル上を滑すべらせて寄よ越こした。


「さっさと飲み物を注文しろと言っている」


「どうして言葉を惜おしむかな」


　凝こった装丁のメニューを開くとボガートも名前を知っている一流銘めい柄がらの高級酒が揃そろっていた。


「こういう店では君の飲む分は客が持つことになっているんだろ？」


「当然」


「じゃあ君と同じものでいいよ」


「む……」


　レイはボガートの言葉を挑ちよう戦せんと受け取ったらしい。ウエイトレスを捕つかまえて注文を伝える。運ばれて来たふたつのグラスには薄うす緑みどり色の液体が注がれていた。グラスの上には穴の空いた葉っぱのような形のスプーンが渡わたされ、その上に角砂糖が置かれている。


「アプサントか」


　ニガヨモギをはじめとする数種のハーブとスパイスで香こう味みを加えたリキュールの一種である。もともとは薬草酒として作られたもので、香かおりも風味も独特だが好きな人にはたまらないといった類たぐいの酒だった。芸術家に愛好者が多い。


　レイがマッチを擦こすって両方のグラスの角砂糖に火を点つけた。アプサントで湿しめらせた角砂糖は青い炎ほのおを上げ、グラスの中の酒にも燃え移る。なかなかに幻げん想そう的な光景だ。


　瓶びん入りのミネラルウォーターを注いで火を消し、穴あきスプーンで軽くかき混ぜて角砂糖を酒に溶とかす。アプサントは水を加えることで白はく濁だくし、緑がかった乳白色に変わった。


　レイはグラスのひとつをボガートの目の前に置いた。テーブルを挟んで対面にいるので身を乗り出して腕うでを伸のばさねばならず、開いたドレスの胸元を見せつける形になる。普段は下着で締しめ付けて隠しているため目立たないのだろう、意外にも豊満な丸みがボガートの網もう膜まくに焼き付いた。仄ほのかな香水の匂においが鼻び腔こうをくすぐる。


「……どうした？　飲まないのか」


　思わず絵に描えがこうと動きそうになった手を止める。


「その前に乾かん杯ぱいは？」


　レイは露ろ骨こつに眉まゆをひそめ、小さく舌打ちさえした。


「奇き妙みような出会いに──乾杯」


　ボガートが差し出したグラスに、レイは無言で自分のグラスを勢いよくぶつけた。乾杯の作法ひとつでお国くに柄がらが出ると聞くが、レイのやり方は出身国の作法なのかそれとも単に苛立っているだけなのか。


　ボガートはアプサントを水のように飲んだ。喉のどから腹の中までカッと熱くなるが、ボガートの家系はアルコールが入っても顔色に出にくい。


　レイは一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたが負けじとグラスをあおり、ボガートに倍する時間をかけて飲み干した。早くも頰ほおに赤みが差している。


「次を注文する？」


「望むところだ」


　レイは二杯はい目のアプサントを注文した。


「ところでこの店の売りはドーリス・ガールとの楽しいおしゃべりと美お味いしいお酒なんだろ？　お酒は分かったけどおしゃべりの方は？」


「お前と話すことなどない」


「さっきマダムに何を言われたんだい？」


「うっ……」


　レイは答えに詰つまった。


「愛想良く接客しないと……皿洗いに回される」


「だったらせめて笑え顔がおのひとつも見せてくれないと」


　ボガートはスケッチブックから一枚を外してレイに差し出した。さっきから描いていた鉛筆画である。それを見たレイは瞬時に眉を吊つり上げる。色気も何もない仏ぶつ頂ちよう面づらを正確に描びよう写しやしていたからだ。


「わ……私はこんな酷ひどい顔はしていない！　貴様……愚ぐ弄ろうする気か!?」


「見たままに描いただけだよ」


「そんなバカな！」


　ボガートはさらに二枚目、三枚目のスケッチを見せた。片や眉を吊り上げた怒いかりの形相、片やふて腐くされて口元を歪ゆがめた渋じゆう面めんである。


「う、噓うそだ！　私は……いや、これはお前の悪意に満ちた視線が生み出した偽いつわりの虚きよ像ぞうに違ちがいない」


「だったら一度でいいから笑って見せてくれないか。僕はそれを忠実に描くよ」


「絶対だな!?　見ていろ」


　レイは営業スマイルを作ろうとするが、心の中の葛かつ藤とうがそうさせるのか、笑い方を忘れているのか、顔面の筋肉が奇妙な痙けい攣れんを起こしているようにしか見えない。もちろんボガートは忠実に描き、自分の変顔を見せられたレイは呆ぼう然ぜんとなった。


　二杯目のアプサントが運ばれてくるがレイは手順を忘れたのか角砂糖をかじってからグラスをあおり、激しくむせた。


「その飲み方は身体からだに悪いよ」


「きひゃま……に心配される謂いわれはにゃい！」


　強い酒をストレートで一気飲みして酔よいが回ったらしくろれつが怪あやしい。ボガートは酒の肴さかなになる料理を注文し、レイのグラスにミネラルウォーターを注いだ。


「ところでエリュシオンの学生がこんな夜の店で歌っていてもいいのかい？」


　話題を変えるとレイの表情が曇くもった。困こん惑わくと怯おびえの色がありありと浮うかんでいる。感情を抑おさえる手た綱づなが緩ゆるんでいるのか、思っていることが全部顔に出てしまっていた。


「もちろんいいはずがない……学校側に知られたら退学ものだ」


「だったら何な故ぜだい？　ここで働いている女の子は皆みんなそれぞれ訳ありだそうだけど、何か事情が？　お金に困っているとか？」


「私は……声楽科の学生という身分ではあるが、あまり表立って活動するわけにはいかない立場にあるのだ。コンクールにも出るどころか人前で歌うことさえ憚はばかられる。だからこんな場末の店のステージでしか歌えない」


　要領を得ないがとにかく経済的に貧ひん窮きゆうしているわけではないらしい。普段の服装を見ていれば裕ゆう福ふくであることは明白だが、人前で歌えないのでは歌手としては大いに問題がある。


「すると君の美声を聴きけるのはこの店の客の特権というわけだ」


「……何が可お笑かしい？」


　いきなりレイの目が据すわった。


「腹の底で嘲あざけり笑っているのだな？　私がコソコソと逃にげ隠れせねばならないのもすべて貴様のせいだというのに！」


「声が大きいよ。あらぬ誤解を招く」


「誤解なものか！　自分が何をしたか……胸に手を当てて考えてみるがいい」


（まるで身に覚えのないことで責められても）


　どんな事情があるにしてもボガートには直接関かかわり合いのないことだった。恨うらみをぶつけるべき相手は自分ではないと何度説明すれば理解してもらえるのか。女性特有の精神の働きで混同しているのかと疑いたくなるが、義理の姉やアデルの聡そう明めいさを思えばこと理性において女性が男性より劣おとっているとは言い難がたい。


「ハッ!?……さては貴様、私がこの店で働いていることを密告するつもりか!?」


「そんなことはしないよ」


「ならばこのことをネタに私を脅おどすつもりだな!?　なんという……この卑ひ劣れつ漢かんめ、恥はじを知るがいい！」


　被ひ害がい妄もう想そうが止まらないレイは歯は軋ぎしりして涙なみだを浮かべた。


（泣くほどのことなのか!?）


　この世には自分とそっくりな人間が三人いるという。レイの知っているボガートのそっくりさんがいったい何をしたのか気になったが、質問するとまた理り不ふ尽じんな怒りをぶつけられそうで踏ふみ込めない。


　それにしてもたった二杯で悪わる酔よいするとは、好んで注文するくらいだからアプサントに強いのかと思ったが案外そうでもないらしい。それとも口が軽くなる成分でも入っているのか──ボガートは自分が差し向かいにいるからという理由だけは思いつかなかった。


　照明が暗くなった。バンドの演奏が変わり、ステージにスポットが当たる。


　現れたのは龍盤ロンバン人と思おぼしき女性歌手だった。白い肌はだに映はえる黒くろ髪かみのショート。見事な大だい蛇じやの刺し繡しゆうが施ほどこされた詰め襟えりの青いドレスは嫋たおやかな細身の肢し体たいを引き立てている。フランスの一いつ般ぱん的な感覚からすれば美人の内には入らないが、さりとて不美人とも言い難い個性的な容よう貌ぼうの持ち主である。今までに見たことのないタイプの顔だと認にん識しきしたボガートは反射的にスケッチした。


（なるほど、顔は小さいのに目が離はなれ気味なのが特とく徴ちようか。鼻は低くて上向きだし……爬は虫ちゆう類るい的というかカエル系の美人といったところか）


　失礼なことを考えている間に歌が始まった。最初の四人組のように騒さわがしくもなく、レイのようなオペラ風でもない、弦げん楽がつ器きを中心にした東方的な哀あい愁しゆうの漂ただよう楽曲だ。しゃがれているが艶つやがありよく通る声が、気け怠だるく大人びた曲調とよく合っている。


　龍盤ロンバン人歌手の歌声を聞いてレイも落ち着きを取り戻もどしたようだった。


「今歌っている人は？　龍盤ロンバン人かな？」


「そうらしい。私もよくは知らないが」


「名前は？　彼女もドーリス・ガール？」


「いや、彼女は……ミャオはこの店の会計士だ」


「会計士？」


「以前、ボイラーの修理をしているところも見た」


「ボイラー技師？」


「普ふ段だんは裏方だが、マダムから頼たのまれて稀まれにステージに立つこともあるらしい」


　奇妙なキャバレーには奇妙な人材がいるものらしい。レイの話が本当なら今夜は出勤しているＤガールが少ないためその穴あな埋うめで出演しているのだろうか。


　ドレスの柄がらも含ふくめてよく観察しようと目を凝らしていると何度かミャオと視線が合った。ボガートに気付いたミャオはわずかに動どう揺ようを見せたが、すぐに何事もなかったように歌い続けた。ボガートの目はその口元に吸い寄せられる。肉が薄うすくて骨っぽい頰から顎あごのラインが気になった。


（あの顎の感じ……どこかで見たような……？）


　スケッチブックに描いた歌手の顔に詳しよう細さいを加えていく。黒子ほくろのようなはっきりした特徴でもあれば特定できそうだが、これだけでは分からなかった。どこかで通りすがりに見かけただけかもしれない。


　ミャオは一曲で終わらせるつもりだったようだが、一部の客からの熱ねつ烈れつなアンコールに応こたえてさらに二曲を歌った。ミャオが喝かつ采さいに送られて退場した後、レイが独り言のようにボソリと呟つぶやく。


「……ルリタニア」


「何だって？　ルリ……？」


　ボガートが聞き返すとレイは訝いぶかるような目つきでにらんだ。いかにも何か言いたげだったが、結局だんまりを決め込んで答えずじまいだった。


（ルリタニアというとフランスの南西の小国だったか……以前新聞で見た覚えがある）


　レイは何のつもりでその名を口にしたのか──順当に考えればボガートが知っているかどうか反応を見たのだろうが、生あい憎にくとボガートにとっては馴な染じみのない国名だった。


　レイは深追いはせず、懐かい中ちゆう時計を見た。


「そろそろ時間だ。訊きくまでもないと思うが業務だから一応訊いておく……まさか延長などするはずはあるまいな？」


「延長か。さあ、どうしようかな？」


「き、貴様……！」


　不意にバンドがおどろおどろしい不気味な曲を奏かなで始め、客たちがざわめいた。何か新しい趣しゆ向こうでも始まるのか。


　照明が不規則に明めい滅めつした。アーク灯の目映まばゆい光で目が眩くらみ、その一瞬の後にホールが真の闇やみに包まれる。やがて床ゆかに炎ほのおを思わせる赤い光が灯ともされ、空中に浮かぶ女体のシルエットを照らし出した。


（──悪あく魔ま!?）


　赤黒い髪かみの間から伸のびる二本の螺ら旋せん角。背中からはコウモリの如ごとき翼つばさを生やしている。


　血色が悪く青白い──否いな、常人ではあり得ない青い肌！


　左目を隠かくすハート形の眼帯。右頰から喉を経へて胸むな元もとまで這はう蛇へびのペイント。薄く開いた黒い唇くちびるの間からは牙きばのように伸びた犬歯が覗のぞく。
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　肌に張り付く薄手の革かわの鎧よろいの上に、鉄の骨組みで出来た蜘く蛛もの巣すを思わせる異様なドレスを纏まとっている。


　一見して魔界からやってきた女悪魔──あるいは地じ獄ごくの聖女とでも言ったところか。


　謎なぞの女はイバラの絡からまるワイヤーで吊り下げられたブランコに乗っていた。ブランコはギシギシと不気味な歯車の音をたてながら降下し、女はボガートのテーブルの前に降り立った。


「初めましてお客様……私はヘルミーネ。以後お見知り置きを」


　ヘルミーネは鉄骨製のスカートを両手でつまんでお辞じ儀ぎした。間近で見るとスカートには蝶ちようや蛾がを模したブローチが付いている。蜘蛛の巣に搦からめ捕られた犠ぎ牲せい者しやということか。なかなかグロテスクで芸が細かい。ついさっきまでの小こ粋いきなキャバレーが突とつ如じよとして怪かい奇きと幻げん想そうのグラン・ギニョールと化したようだった。むしろ本ほん性しようを現したと言うべきか。


　念のためボガートはレイに耳打ちする。


「彼女もドーリス・ガール？」


「そうだが……今夜はいつにも増して気合いが入っている」


　レイは本物の悪魔を前にしたように青ざめていた。どうやら苦手な相手らしい。


　ヘルミーネがテーブルに近寄り、ボガートに甘く囁ささやくように告げた。


「レミー・ボガート様を貴き賓ひん室にご招待したく存じます。受けていただけますね？」


「それは追加料金になるのかい？」


「いいえ、今回に限っては私からのサービスとさせていただきます」


「そうか……ではご厚意に甘えるとするかな」


　ボガートが席を立とうとすると、レイが袖そでをつかんで引き留めた。


「君の接待の時間を延長した方がいいのかい？」


「勘かん違ちがいをするな」


　レイは眉まゆを吊つり上げたがすぐ真顔に戻った。


「気を付けろ……ヘルミーネは魔ま性しようの者だ」


「うん。見るからにそうだね」


　レイが憤ふん然ぜんたる面おも持もちになる。少し軽口が過ぎたか。


「心配してくれてありがとう。でも魔界風の接待は面白そうだからね」


　誰だれが貴様の心配なぞするものかと言わんばかりのレイを置いて、ボガートはヘルミーネの案内に従った。


　ブランコは相乗り禁止らしく、ホールから弧こを描えがいて上階へ延びている階段を上る。その先は広々とした個室だった。一階のテーブル席とは作りがまるで違う。貴賓室というよりは貴族の屋や敷しきによくある蒐しゆう集しゆう物ぶつを自じ慢まんするための趣しゆ味みの部屋といった風ふ情ぜいである。絵画や彫ちよう刻こくや骨こつ董とうの類たぐいが置かれているがいまひとつ統一感がなく散さん漫まんな印象だ。ひとりの人物が美的感覚で選んで揃そろえたというより、小金持ちが財力にものを言わせて買い漁あさったようなちぐはぐさがある。ヘルミーネ専用の部屋というわけではないらしい。


　吹ふき抜ぬけのホールに面した側には手て摺すりが設けられ、階下のステージがよく見える。


　ガラスのテーブルを挟はさんで差し向かいに腰こし掛かけると、ヘルミーネは血のように紅あかいワインをふたつのグラスに注いだ。


「私たちの運命の出会いに」


「再会を祝して──」


　グラスを持つヘルミーネの手が止まり、ボガートだけが乾かん杯ぱいする形になった。


　ガラス玉のように感情のなかったヘルミーネの右目に険しい眼光が宿る。


「再会……というのは？」


「おや、先日お会いしませんでしたか？」


「さあ……生憎と覚えはございませんわね」


　ヘルミーネは目を伏ふせてグラスをあおった。唇の端はしからワインの滴しずくがこぼれて流れ落ちる。ヘルミーネという人物の演出のひとつなのか、それとも動揺のためか。慌あわてて拭ふき取る様子もないところからして前者だろう。


（さて、どうしたものだろう）


　ボガートはヘルミーネに対する態度を決めかねていた。


　目の前の怪奇系ドーリス・ガールの正体がミリアム・リッチーであることは初見で分かっていた。奇き抜ばつなメイクと衣い装しようで印象はまるで変わっているが顔をスケッチしてみれば同一人物であることは容易に見抜ける。ジェスターがラウール・グルトンの皮をかぶって完全な別人に化けていたのとは違い、顔の造作自体は変わっていないからだ。


（例のカードをジェスターに奪うばわれたからか？　モンスターの能力を変装に使っていたんだな）


　こうしてミリアムに出会えたとはいえ状じよう況きようは複雑だ。それに実際会ってどうするかという具体的なアイデアはボガートの頭にはなかった。


（こんな時にアイリスは──ジェスターは何をしているんだ？　目当ての相手はここにいるというのに）


　アイリスが戻るまで無茶な真ま似ねは控ひかえるとして、どうしても確認しておきたい疑問がいくつかあった。


「このキャバレーはずいぶんと変わった店だね。知りたいことがいろいろとあるんだけど、質問してもいいかな？」


「私に答えられることなら何なりと」


「まず……そもそもここはどういう店なんだ？」


「ソムニウムは魂たましいのオアシス、夢の止まり木──精霊の乙女ドーリス・ガールたちと交感し、心の濁にごりと肉体の穢けがれを浄じよう化かする聖なる場所……」


「その精霊の乙女ドーリス・ガールは何を基準に選ばれているんだ？」


「宿命の星に導かれて──」


「つまりあの少年の占うらないで決まったわけか。それにしても週末だけの営業で客も多くないのに採算が取れるのかい？」


「ソムニウムが迎むかえ入れるのは特別なお客様ばかりよ……この意味がお分かり？」


「つまり裕ゆう福ふくな客を選んで誘さそい込んでいるわけか。中には大だい富ふ豪ごうと呼ばれる人も？　もしかしてセザール・ロッシュオーも来たことがあるとか？」


「他ほかのお客様のことはお話しできませんわ」


「それもそうか。ところで君だけドーリス・ガールのメニューにいなかったね？」


「私の接待は特別だから……選ぶのは私の方」


「どう特別なんだい？」


「……知りたい？」


　普ふ通つうの演奏に戻もどっていたバンドの曲調が再び変わった。今度はピアノの独奏によるコミカルな曲だ。オペラの人形とお菓か子しの精霊ニンフのダンスをモチーフにした曲だと気付いたボガートはステージに目を向けた。


　鮮あざやかなスミレ色の髪のドーリス・ガールが奇き妙みようなダンスを踊おどっている。まるで見えない繰くり糸で吊られたマリオネットのように不自然な──


「なっ……何をやってるんだ!?」


　ステージに立っているためドーリス・ガールだと思い込んでいたが、よく見ればアイリスである。キャバレー・ソムニウムの秘密を探さぐるはずが何がどうなってステージで踊ることになったのか。


「レミー……私を見て」


　余よ所そ見みしている間にヘルミーネが身を乗り出して顔を寄せてきた。左手の二指で眼帯をずらすと、開いた左目の瞳ひとみの中にルビーのような深しん紅くのハートが現れる。


（──まずい！）


　ボガートは反射的に目を閉じようとしたが時既すでに遅おそかった。


　ヘルミーネの左目に宿る紅い光を見た瞬しゆん間かんから身体からだの自由は奪われ、視線を外すことができなくなっていた。唯ゆい一いつ動かせる右手で帽ぼう子しを引っつかみ、顔を覆おおうほどに目ま深ぶかに被かぶることで視線を遮しや断だんする。


「どうしたの……？　恥はずかしがらずに顔を見せて」


　ヘルミーネの言葉は頭の芯しんを蕩とろかすように甘く響ひびき、抵てい抗こうしようとする気力が萎なえそうになる。心臓が早はや鐘がねを打ち、喉のどがカラカラに渇かわいた。鉄骨のスカートだろうと構わず抱だきついて、柔やわらかそうな太ふと腿ももの感かん触しよくを味わいたくなる。まるで強力な磁石に吸い寄せられるような感覚だった。


（これが〈魅み了りようの魔ま眼がん〉というやつか!?）


　恐おそるべき切り札だった。思うにジェスターはすでにこの魔眼の虜とりこになっているのではないか？


（シルバーガンを使うか!?　いや……おそらく引き金は引けまい。どうにかして彼女の目を逸そらすことができれば──）


　ボガートは右手をガラスのテーブルの上に置き、滑すべらせた。


「これに見覚えが？」


「うっ──!?」


　ヘルミーネが低く呻うめくと同時に、誘ゆう惑わくの磁力が緩ゆるんだ。大きく息を吐はき出すと金かな縛しばりが解け、全身の自由が戻ってくる。


　帽子を持ち上げられないので確かく認にんできないが、ヘルミーネの視線はテーブルに置かれたボガートの右手に注がれていた。正確には右手の下に現れた物である。


「どうして……あんたが!?」


　ヘルミーネは明らかに動どう揺ようしていた。それが海の怪かい物ぶつクラーケンのイラストが描かれたカードだったからだ。


　このカードは実体ではない。本物はジェスターが持っている。アパルトマンで見せられたカードをボガートのパテント──〈贋作絵師フアツセール〉の魔法によってガラスのテーブルに模写したのだ。右手に隠かくし持っていたように見せかけたのはボガートなりの精せい一いつ杯ぱいの工く夫ふうだった。


「ソファに深く腰掛けて、僕に近寄らないでもらえるかな？　ヘルミーネ……いや、ミリアム・リッチー」


「あら……お見通しだったのね。意外だわ」


　ミリアムが身を引くと、ボガートはテーブルから右手を離はなした。その瞬間、ミリアムは素す早ばやく手を伸のばしてカードを取ろうとする、しかし爪つめがガラスを引っ搔かいただけでカードを奪うことはできなかった。テーブルに直接描いた絵なのだから当然である。


「不ぶ躾しつけなお願いだけど、両手を挙げてもらえるかな？」


　ボガートはコートの中から取り出した短たん銃じゆう身しんの銀色の二連ショットガンをミリアムに向けた。無論のこと、実際にはコートの中ではなく右手から出現させたものである。


「ずいぶんと……用意のいいこと」


　ミリアムは舌打ちして要求に従った。魔眼を警けい戒かいするあまり相手の胸から上は見られないため表情が読めず、主導権を握にぎっている実感はない。


「何な故ぜここに現れたのかと思ったけど、最初から私たちのアジトを突つき止めるつもりだったってわけね」


　まるでボガートが新聞小説の名探たん偵てい並の頭脳と行動力の持ち主で、用意周しゆう到とうな準備をして盗とう賊ぞく団の隠れ家がに乗り込んだような言い方だ。買いかぶりも甚はなはだしい。


「そんなつもりはなかったんだが……」


「へえ、外出するときはいつもショットガンを持ち歩いてるってのかい？　下手な言い訳はやめな」


　至し極ごくもっともな言い分だった。銃を突き付けながらの申し開きというのも紳しん士しにあるまじき態度に違いない。


「その誤解はいずれ解く機会があるだろうが、今日のところはこのままで失礼するよ」


「はん、紳士が聞いて呆あきれるね」


「せっかくだから質問に答えてもらおうか。このキャバレーが君たち盗賊団のアジトなのか？」


「キャバレーはキャバレーさ」


「ここで働いているドーリス・ガールたちも盗賊団の一味なのか？」


「……警察の調べはどこまで進んでるんだい？」


「僕は警察とは関係がない。百貨店の事件のことで事情を訊きかれただけでね」


「てことは、あんたの口さえ塞ふさいでしまえばいいってわけね？」


「質問に答えてくれないか。レイが……オデットが盗賊団の一味のはずがない」


　ミリアムは鼻で笑った。


「ふうん……あんた、あの子にご執しゆう心しんなんだ？」


「とてもじゃないが盗賊向きの性格とは思えないからね」


　我ながら言い訳じみている。


「他の娘むすめもそうだ。彼女に限らず盗賊団とは無関係なのにここで働いているというだけで逮たい捕ほされるような事態になったらそれこそ災難だ。何も知らない少女たちを騙だまして犯罪に巻き込むつもりなら、それは戦うに足る理由になる」


　ミリアムは挙げていた両手を断りなしに下ろし、胸の前で腕うで組ぐみした。二の腕をつかむ手の人差し指を立ててイライラと動かす。


「ひとつ、あんたが安心するようなことを言ってあげてもいいけど……どうせ信じないでしょうね」


「それは話の中身による」


　ミリアムが逡しゆん巡じゆんしたのはわずかな時間だった。


「じゃあ本当のところを教えてあげる。このキャバレーの従業員やドーリス・ガールたちは盗賊団とは無関係よ」


「では君は？」


「私は従業員じゃないってこと」


「つまり……？　ドーリス・ガールに化けて店に潜もぐり込んだというわけか？」


　その利点は容易に察しがつく。この店に招かれる特別な客とは有力な資産家や貴族のことだろう。差し向かいで接待する際に魔眼で魅了して意のままに操あやつれるとすれば、盗賊団にとってはこれ以上に旨うま味みのある情報源はない。


「化けている？　確かに化けているといえばそうだけど……別に潜り込んでるわけじゃないのよ。誰だれに憚はばかることもなく、自分の好きでここにこうしているだけ」


　ミリアムの口くち振ぶりは妙みように落ち着いていた。納なつ得とくしたはずが一転してひどく据すわりの悪い気分になる。


「……どういう意味だ？　話が見えないな。謎なぞ解ときは苦手なんだ。単刀直入に頼たのむ」


「もっと頭を使いなさいよ。ハンサムなのにバカに見えるわよ」


　ミリアムはこれ見よがしに足を上げて組んだ。おそらく勝ち誇ほこったような顔をしているのだろう。猫ねこのように喉を鳴らして笑うと、


「お望み通りに分かりやすく言うとね、要するに──キャバレー・ソムニウムのオーナーがこの私だからよ」


「なっ……!?」


　思わず腰こしを浮うかしてミリアムの顔を直視しそうになり、慌あわてて帽子を押さえる。


　盗賊団の首領がこのキャバレーの存在を知り、配下のミリアムを送り込んだのだろうと根こん拠きよもなく思い込んでいたボガートは予想外の告白に混乱した。


　オーナーがみずからドーリス・ガールに身を窶やつして接待している──それは確かに雇やとわれているとはいえない。


「この店のオーナーだと？　君が!?」


「もともとあるキャバレーを乗っ取ってオーナーになったわけでもないわ。私が一から作り上げた大事なお店よ」


「何のために？」


「私の夢だからよ。だから名前もソムニウム──」


　顔を見ないで正解だったとボガートは思った。面と向かって聞かされたら頭から信じてしまいそうだが、視界を塞いでいるおかげでかろうじて冷静でいられる。


「このキャバレーと盗賊団のマークが同じということは……？」


「どちらもこの私。キャバレー・ソムニウムのオーナーも、黒猫盗賊団ボンデ・シヤノワールの首領もね」


「どっちが先だ？」


「……何が？」


「キャバレーと盗賊団、どちらを先に始めたのかと訊いている」


「フウン……？」


「盗賊の仕事で得た資金でキャバレーを作ったのか？」


「……それをあんたに教える必要が？」


「大いにある」


「どうして？」


「労働の対価に支し払はらわれる報ほう酬しゆうは正当なものでなければならない」


　これは貴族の道徳ではない。どちらかといえばアデルの──延ひいてはその父親のアラン・ヴィドック氏の商人としてのモラルだった。


「色男のくせに案外堅かた物ぶつなのね。流は行やらないわよ、そういうの」


「こう見えても紳士の端はしくれなものでね」


「ご立派な心こころ掛がけですこと」


　誉ほめ言葉だが嘲あざけりの響きがある。ボガートはショットガンを構え直した。顔が見えないからといって図に乗らせるわけにはいかない。


「私には〈あしながおじさん〉がいるのよ」


　長い沈ちん黙もくの後、ミリアムは唐とう突とつに口を開いた。


「パトロンか？」


「私は同じようなものだと思っているけど向こうは違ちがうと言っているわ」


「どう違うんだ？」


「私の父親の遺産を管理しているそうよ。生まれも育ちもアメリアで母ひとり子ひとりだったから、パリに父親がいたとは知らなかった……しかもその父親だっていう男がケッサクなのよ」


「ケッサク……傑けつ作さく？　『傑物』とは違うのか？」


　人間を傑作とはボガートの語ご彙いにはない言い回しだった。


「その世界じゃ傑物だったんでしょうね。なにしろパリ暗黒街のボスだったそうだから」


「有名人なのか？　名前は？」


「〈おじさん〉は自分の名前さえ教えてくれないのよ。でもいろいろと納得はいったわ。結局のところ私の母親はその暗黒街のボスの愛人だったわけ。娘を裏社会に入れたくなくてアメリアに逃にげたのか、それとも母娘おやこ一いつ緒しよに捨てられて仕方なく海を渡わたったのか──真相は今となっては知りようもないけど」


「それで？　君は遺産を受け取り、それを元手にこのキャバレーを作った……？」


「気が早いわね。元暗黒街のボスの遺産よ？　そんな簡単に手に入ると思う？」


「その〈あしながおじさん〉は遺産の管理人なんだろ？」


「彼が管理しているのはボスの隠し財産の情報だったのよ。それを元にパリ周辺に秘ひ匿とくされた遺産を探し出して手に入れられるかどうかは私の腕次し第だいってこと。暗黒街のボスが死んだらその後あと釜がまに座ろうって目もく論ろむ人間はまずどうすると思う？　もちろんライバルはひとりやふたりじゃない──」


「跡あと目め争あらそい……いや、遺産の争そう奪だつ戦せんが起きたのか」


「やっと分かってきたようね」


　暗黒街というと得体の知れない裏社会のことだと思うから難解に感じるが、多くの部族を力で束ねる王が死んだと解かい釈しやくすれば話は早い。たとえ実の子であろうとミリアムのような若い娘がおいそれと割り込めるような生なま易やさしい争いではないはずだ。勝ち目があるとすれば──


「君の切り札はその魔ま眼がんか」


「そう……この〈ギーヴルハート〉こそが最大の武器であり遺産よ。そして魔眼にさらなる力を与あたえ、私を無敵の存在にしてくれるのが〈グリモアリーフ〉──」


　ミリアムの視線がテーブルに描えがいたクラーケンのカードに注がれているのが分かる。


「少し話が逸それたわね。子供が遺産を分配される権利を主張するのは当然のことよね？　でも実際に分け前にありつくには嫌いやでも盗賊の真ま似ね事ごとをするしかない……このキャバレーは隠かくれ蓑みのにはうってつけだし情報収集に役立つ。盗賊団の力は攻せめるに必要だわ。車の両輪のようなもので、どちらが先とかそういう話じゃない。ドーリス・ガールや従業員たちに支払う報酬は私が戦って勝ち取ったものよ……それが正当かどうかなんて、あんたに判断できて？」


「正しさを証明できるのは結果だけだ」


「その通り。だから──」


「だから？」


「舐なめてもらっちゃ困るってことよ！」


　ミリアムはいきなりテーブルを蹴けり上げ、ボガートの方に倒たおした。ショットガンがテーブルにぶつかり銃じゆう口こうが逸れる。ミリアムは横よこ倒だおしにしたテーブルを盾たてにするように身を伏ふせた。しかしテーブルは人ひとりが隠れるには小さく、透とう明めい度の高いガラス製のためまるで隠れられていない。頭隠かくして尻しり隠さずの少々破は廉れん恥ちな格好だ。


「何のつもりだ!?」


　再び銃を向けようとしたボガートはミリアムの意図を悟さとった。ガラスに描いたカードの裏側に顔を寄せ、左目の魔眼で読み取ろうというのだ。


「無む駄だだ。悪いがそのカードは……」


　偽にせ物ものだと告げようとしたその時──ピンク色の光が視界を染めた。


　ミリアムの魔眼が紅あかく輝かがやき、鉄骨のスカートが弾はじけ飛ぶ。赤あか錆さび色のウイッグが燃え上がり、その下からストロベリー・ブロンドの髪かみが狂くるい咲ざく花弁のごとく広がった。


「……まさか!?」


　ミリアムの髪が子供の腕ほどの太さの束に分かれ、それぞれが二列の吸きゆう盤ばんを有するタコの触しよく手しゆに変化した。後頭部はイカの頭を思わせるとんがり帽ぼう子しに、側頭部には髪かみ飾かざりのようにオウムガイの殻からが付く。


「変身した……だと!?　そんなバカな──」


　触手がテーブルを軽々と持ち上げ、部屋の隅すみに放ほうり投げる。


　ソファの上に立ち上がったボガートはショットガンを腰だめに構えたが、クラーケンのカードで変身したミリアムにはもはや恐おそれる様子は微み塵じんもない。


「自分で持ってきたくせに、私がカードに描かれたモンスターの力を借りて変身できることを知らなかったの？」


　ミリアムは誤解しているようだが事実はもっと不可解だった。カードはボガートが描いた偽物なのである。それでどうして変身が可能なのか。


『──この模様はおそらく魔法の術式を暗号化したものだな』


　ジェスターの言葉が脳のう裏りに蘇よみがえった。確かにボガートはカードの表のイラストだけでなく裏面も正確に模写していた。


（あまりに細部まで寸すん分ぶん違たがわず描きすぎたか？）


　カード自体に魔力はなく、裏の魔法術式を読み込むことで変身しているというジェスターの推測は正せい鵠こくを射ていたわけだ。しかし裏の模様をそっくりに描いただけで効力を発揮するとはジェスターでさえ考えないだろう。


「……さてと、じゃあ早いとこ残りのカードも返してもらおうかしらね」


「残念ながらカードは持っていない」


「本当かどうかなんて、裸はだかにひん剝むいてみれば分かることよ！」


　ミリアムはサディスティックに舌なめずりすると、髪が変化したピンク色の触手を伸のばした。タコの軟なん体たい部分に銃が効かないことは実際に目まの当たりにして知っている。高レベルの魔ま弾だんなら貫かん通つうできるかもしれないが、もともと撃うつつもりもないシルバーガンで試ためしてみる気にはなれなかった。


　ボガートは迷わず手て摺すりを跳とび越こえ、吹ふき抜ぬけの空間に身を躍おどらせた。
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　二階とはいえすり鉢ばち状になっている階下のステージとの高低差は優に六メートル以上ある。ボガートはシルバーガンを銛撃ち銃スピアガンに変化させてワイヤー付きの銛もりを天てん井じように向けて発射した。銛は照明器具を吊つっている鉄骨に突つき刺ささり、ピンと張ったワイヤーに身体からだを支えられたボガートは振ふり子運動で空中に弧こを描いてステージに降り立った。


「びっくりなのです。二階からイケメンが降ってきたのです」


　真ん丸に見開かれた、星形の瞳どう孔こうをもつ琥こ珀はく色いろの双そう眸ぼうと目が合う。ボガートが着地したのはアイリスの傍かたわらだった。


「アイリス、実はまずいことに……」


「ダンスを中断してはいけないのです」


　アイリスが手を差し伸べる。客の注目を浴びている最中である。顔を上げたが貴き賓ひん室にミリアムの姿は見えない。オーナーだけにステージ上でのトラブルは避さけたいのか。


　意を決してボガートはアイリスの手を取り指にキスをした。


　バンドは不意の飛び入りにも慌あわてず演奏を再開する。相手役が現れたことで楽曲はさっきよりも情熱的なリズムに切り替かわった。新たな演だし物だと好意的に解釈されたらしく、観客から拍はく手しゆが送られる。


（いったい何をやっているんだ僕は？）


　ボガートはミリアムの動向が気になりながらもアイリスとペアでダンスを踊おどった。後ろに大きく身体を反らせたアイリスの腰こしに腕うでを回して支える。


（お……重い!?）


　普ふ段だんの動きが軽快なので失念していたがアイリスの体重は百キログラム以上ある。ボガートの動どう揺ようが観客に伝わったらしく失しつ笑しようが起きた。アイリスは味を占しめたのか、それとも覚えている通りに動いているだけなのか、寄りかかったり腕を引いたりするアクションを強制し、そのたびにボガートは全力で耐たえねばならなかった。


　いよいよ曲も佳か境きようにさしかかった頃ころ、アイリスが耳打ちしてきた。


「次はリフトをお願いするですよ」


「えっ!?」


　アイリスが床ゆかを蹴って跳びついてきた。ボガートは飛び立つ白鳥のポーズを取ったアイリスの身体を両りよう腕うでで肩かたの高さで支え、そのままステージを一周する。


（げっ……限界だ！）


　手を離はなすとアイリスはストンと着地し、尻しり餅もちをつきそうになるボガートの身体を逆に支えて抱だき上げた。心を持ったマリオネットとそれに振り回される青年といった役回りは無事に演じきれたらしく、二人が一礼してステージを降りると歓かん声せいと拍手で見送られた。


　ステージ裏では出番待ちのドーリス・ガールたちに褒ほめそやされたが、挨あい拶さつもそこそこにボガートはアイリスを伴ともなって廊ろう下かに出た。ちょうどやってきたレイと出くわす。


「ミリアム……じゃなくてヘルミーネを見なかったか？」


「あれから見ていないが、何があった？」


「少々厄やつ介かいなことになってね。すぐにここから出たいんだが」


「……分かった。こっちだ」


　レイは厨ちゆう房ぼうの脇わきを抜け、その先のボイラー室に二人を案内した。ボイラー室の隅にある備品入れとしか思えない小さな鉄の扉とびらを開く。頭を思い切り低くしないと通れない非常口をくぐって外に出ると、そこは足元も定かでないほど暗く湿しつ気けの多い通路だった。澱よどんだ水の臭においが鼻をつく。


「しまった。灯あかりがマッチしかない」


「心配御ご無む用ようなのです」


　背後から放たれた目映まばゆい二条の光線が辺りを照らした。手を伸ばせば届く高さの天井はアーチを描く煉れん瓦が造り。下には黒い水面が見える。


「地下の運河……？　いや、暗あん渠きよか。パサージュ・デ・フォッセはかつて存在した川に蓋ふたをして覆おおい隠した上に作られたと聞いたことがある。それにしても……」


　光源が何なのか気になって振り向いたボガートとレイは思わず息を呑のんだ。その光がアイリスの両目から放たれていたからだ。アーク灯ほどではないが午後の日差しに匹ひつ敵てきする明るさだった。


「どうしてお二人はしかめっ面つらですか？」


「眩まぶしいからに決まっている!!」


「すまないがアイリス、僕の顔を直視しないでくれ」


　アイリスの両目に内蔵された電灯が照らし出したのは暗渠の脇に設けられた細い通路だった。これは明らかに従業員が日常的に使う通用口ではなく緊きん急きゆう用の脱だつ出しゆつ経路である。ドーリス・ガールであるレイが教わって知っているということは万一の事態に備えてのことなのか。


　通路の突き当たりにある梯はし子ごを上り、マンホールの蓋を押し開けて地上に出る。そこはパサージュ内の円形広場のすぐ近くだった。ボガートはレイに手を貸して引き上げ、あらためて広場を見回した。魔法のマッチで出現したキャバレーの玄げん関かんは跡あと形かたもない。


「しかし……何だろう？　ひどくガッカリした気分だ」


「助けてもらっておいてその言いぐさは何だ!?」


「ああ、そういうことじゃないんだ。入る時との落差が大きすぎてね。豪ごう華かな玄関から入店したのに帰りはカビ臭くさい地下通路を通って逃にげ出したと思うと気も滅め入いる」


「自分でトラブルを招いておいてよく言う」


「ボガート様はとんだ食い逃げ野や郎ろうなのです」


　アイリスまでもが尻馬に乗ってなじり始める。


「危あやうく身ぐるみ剝はがされるところだったんだ。後で請せい求きゆう書しよを寄よ越こしてくれれば喜んで支し払はらわせてもらうよ」


「おおかたヘルミーネに言い寄られて恐れをなして逃げ出したのだろう？　こちらはいい迷めい惑わくだ。二度と来るな」


　ボガートはマンホールに戻もどろうとするレイの腕をつかんで引き留めた。


「レイ、君は店に戻らずこのまま帰るんだ」


「貴様に指図される謂いわれはない。そもそも……」


　レイはさらに罵ば詈り雑ぞう言ごんを並べようとしたが、ブルッと身体を震ふるわせたかと思うと両手で口を押さえて小さくクシャミをした。薄うす着ぎのまま外に出たからだ。ボガートは自分のコートを脱ぬいでレイに着せるとその上から両りよう肩かたをつかみ、正面から見つめた。


「メルセデス・レイ。君の気持ちは分かるが今夜は帰ってくれないか……頼たのむ」


　レイは鼻白んだ様子で眉まゆと頰ほおをピクピクさせたが、やがて口をへの字に結んでそっぽを向いた。


「……仕方ない。今夜だけは貴様の頼み通りにしてやる」


「ドーリス・ガールお持ち帰り大成功なのです。初来店での達成は歴史的快挙なのです」


　いったいどこで言葉を覚えてくるのかアイリスの語ご彙いはますます下世話になっていく。


「何が快挙なものか。帰り道が同じなだけだ。それに帰るのは君も一いつ緒しよだからな」


　ボガートは二人を促うながしてパサージュの出口に向かった。人形店の前を通り過ぎ、深夜まで営業しているカフェの灯りが見えてきたところで足を止める。


「レイ、悪いが先に帰ってくれ。アイリス、彼女に同行して家まで送り届けてくれ」


「貴様はどうするつもりだ？」


　アイリスと二人きりになりたくないからだろう、レイは露ろ骨こつに不ふ審しんな表情になった。


「僕はひとつ用事を済ませてから帰るよ。夜道は暗くて物ぶつ騒そうだ……頼んだぞ、アイリス」


　ボガートがふざけているわけではないと理解してくれたのか、それとも一度帰ると決めたことを翻ひるがえしたくないのか、レイはそれ以上は追つい及きゆうせずに出口に向かった。迷いない足取りで一直線に歩くレイに、アイリスは酔よっぱらいのような足取りでついていく。


「アイリスビームは明るさバツグン！　暗い夜道もバッチリ照らして差し上げるですよ」


「眩しいからこっちを見るなと言っている！」


　二人が出口の門をくぐるのを見届けてから、ボガートは円形広場の方に引き返した。前回カミーユのテントがあった辺りで立ち止まる。ガス灯はついているが深夜営業の店もなく辺りに人の気配はない。


「そろそろ姿を見せてくれないか？　ミリアム・リッチー」


　空うつろなパサージュにボガートの声が響ひびく。


「──やっぱりオデットがお気に入りなのね。彼女を逃がして自分だけ残るなんて」


　声が聞こえてきたのは背後だった。店てん舗ぽと店舗の境目にある黒い鉄柱のひとつがピンク色に変化し、表面が艶なまめかしく波打つ。それはほんの瞬まばたきする間の変化だった。閉じていた傘かさが開くように間に薄はく膜まくの張った触しよく手しゆが開き、クラーケンのカードで変身したミリアムが現れる。


「いつ私の尾び行こうに気付いたの？」


「全く同じ形の物がふたつあったからね。いま君が化けていた鉄柱には、向かい側にある鉄柱と同じ傷があった。ちょうど鏡に映したように対たい称しようにね」


　ミリアムはタコの擬ぎ態たい能力でパサージュ内にある物体の形や色や模様を真ま似ねて身を隠かくしながら尾行していた。時折背後を振り返りながら歩いていたボガートはわずかな違い和わ感かんに気付いたのだ。


「僕の住所ならこの間の新聞記事に載のっていたから追ってくる必要はないと思うが」


「あら、そうなの？　でもカードを別の場所に隠されちゃ面めん倒どうだわ」


「寝ね込こみを襲おそうつもりだったのか。僕がカードを持っていないのは本当なんだがな。ここで裸になって証明してもいい」


「それで出てこなくても、さっきの二人のどちらかに預けたのかもって考えるわ」


「疑い深いね」


「当然よ。こっちは死活問題なんだから」


「それもそうか……困ったな」


　その気になれば魔ま法ほうで他ほかのカードの偽にせ物もの──贋がん作さくを描えがくことは可能だった。しかしジェスターはミリアムから奪うばったカードを取引に利用しようと考えているはずだ。それをボガートが妨ぼう害がいするわけにもいかないし、ジェスターがカードを持っていることを教える義理もない。言ったところでミリアムが信じるとも思えなかった。
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「あくまで君が追ってくるつもりなら対応せざるを得ないが……その前にひとつ、約束してもらいたいことがある」


「まあ、聞くだけなら聞いてあげてもよくってよ」


「オデットのことだが……僕を店の外まで案内したことを理由に彼女を責めないでやってもらいたいんだ。それを約束してくれるなら、僕もキャバレー・ソムニウムの秘密については口外しない」


「男の口約束ほど信用できないものはないわね」


「紳しん士しの誓ちかいでも？」


「しゃらくさいのよ。女なら誰だれでもお願いを聞いてくれると思ったら大おお間ま違ちがい」


　ミリアムの言葉には取り付く島がなかった。レイといいミリアムといい、よく知りもしない女性からの評価が不当に低いのはどういうわけなのか。外見だけで軽けい佻ちよう浮ふ薄はくな男だと判断されるのは甚はなはだ不本意である。


「何か誤解があるようだが、オデットは同じアパルトマンの住人のよしみで迷惑をかけたくないだけだ。彼女の身を案じるなら盗とう賊ぞく団の経営するキャバレーは辞やめるよう勧すすめるべきだろうが──」


「そう簡単な話じゃないわね。ドーリス・ガールはなるべくしてなるものだから」


「そうか……彼女も訳ありらしいからな。このところ秘密の多い人間によく出会う」


　かく言う自分も今やシルバーガンという秘密を抱かかえる身だったと気付いて、ボガートは自じ嘲ちようの笑えみをもらした。


「ところで……僕がひとりで残ったのはオデットを逃がすためじゃない。君に聞きそびれたことがあったからだ」


「ふうん？」


「二週間ほど前の夜、君はある古びた建物で三人の男と会っていたな？　一人は身分卑いやしからざる老人で、一人は従者風の若い男。もう一人は……おそらく護衛だ。君はその老人に何らかの取引を持ちかけたが拒きよ絶ぜつされ、交こう渉しようは決けつ裂れつした──」


　それはシルバーガンの元の持ち主であるＪ・Ｄの記き憶おくだった。


　もしボガート自身がその現場に居合わせていたならすべてを覚えているはずだが、声も聞こえない、見たいものに注目もできない、他人の目を通した不自由な映像だけの記憶で肝かん心じんの交渉の内容が分からない。


「あの老人は〈アルフライラの秘宝〉の取引に関係する人物だ。君があの老人と接せつ触しよくしたのは君の父親の遺産の中に〈秘宝〉が含ふくまれていたからで……ロッシュオーと取引しているのも同じ理由だな？」


　この説には多分にボガートの推測が含まれている。〈秘宝〉の取引は秘密結社が独どく占せん的に管理しており、ロッシュオーほどの大だい富ふ豪ごうでさえ本物の（真の意味で魔力を秘めた）秘宝は手に入らないらしい。ミリアムを通じて秘密結社と交渉を持とうとしていたというロッシュオーの話からしてＪ・Ｄの記憶にある場面がまさにそれだったのではないか──


　ボガートとしては思い切った質問だったが、ミリアムは驚おどろきも笑いもせず、訝いぶかしげににらんだだけだった。


「何であんたがあの夜のことを知ってるわけ？　しかもどこからどう又また聞ぎきしたのやら、ずいぶんと中ちゆう途と半はん端ぱな情報ね」


「あながち無関係でもないからさ。とはいえ君に責任はないだろうが……」


「責任？　私が何かした？」


「僕はすでに〈アルフライラの秘宝〉を巡めぐる争いに巻き込まれている。事情を知りたいと思うのは当然の欲よつ求きゆうだろう？」


「アハン、そいつはご愁しゆう傷しよう様さま。あんたみたいな甘ちゃんがうっかり踏ふみ込んで無事で済む世界じゃないわよ」


「だから困っているんだ。それで質問の答えは？」


「ほ～んと、あんたってばおめでたいわね！」


　ミリアムは大おお袈げ裟さに肩かたをすくめて見せた。


「秘宝についての情報ってのはそれこそ秘宝そのものよりも価値があるわけ。なんでタダで教えなきゃいけないの？　私と取引したいなら新しいグリモアリーフのひとつも用意するのね」


「あのカードは君が持っていた物の他に何枚もあるのか？」


　おうむ返しに訊きくようなことではなかった。自分で作った物なら失なくして困ることはないはずだ。カードが〈アルフライラの秘宝〉の類たぐいであるならミリアムにとっては最も価値のあるアイテムといえる。


「カードを返せば取引に応じる？」


「冗じよう談だん！　自分の物は取り返すわよ……実力でね！」


　ピンクの触手が妖あやしく蠢うごめく。やはり交渉は決裂だった。


　挑いどみかかろうとする気配を見せたミリアムに、ボガートは背後に回していた右手を正面に突つき出した。その手に握にぎられているのは滑なめらかな銀色に輝かがやくショットガンである。


　ボガートは水平二連の銃じゆう口こうをミリアムの足元に向けて引き金を引いた。


　ドォン！


　シルバーガンが銀色の火を噴ふく。


　石いし畳だたみが敷しき詰つめられた路面に稲いな妻ずま状の亀き裂れつが走った。亀裂はパサージュの通路を左右に広がり、幅はば三メートルに及およぶ範はん囲いが音もなく崩ほう壊かいする。


「なっ……!?」


　触手で防ぼう御ぎよ姿勢をとっていたミリアムは目を瞠みはって後じさった。陥かん没ぼつして大きく口を開いた穴の中は真っ暗で底が見えないほど深い。


「ど……どういうこと!?　その銃はいったい……」


　ミリアムの顔から余よ裕ゆうが消えていた。凄すさまじい威い力りよくを目まの当たりにしたからだ。ボガートは表情を読まれないように帽ぼう子しを目深に被かぶり直した。


（──初めての実戦にしては上出来だな）


　ボガートは漏もれそうになる会心の笑みを嚙かみ殺した。


　崩壊した路面はシルバーガンの破は壊かい力によるものではなく〈トロンプ・ルイユ〉──いわゆるトリックアートである。ミリアムの視点では立体的に見えているが、ボガートの側からでは極きよく端たんに歪ゆがんだ平面の画としか見えない。路面が崩壊し陥没していく過程は極きわめてリアルだが、その原理はキネマトグラフと同じだった。一秒間に三十枚の速さで絵を描き替かえることで動いているように見せかけたのだ。


「クラーケンの皮ひ膚ふは拳けん銃じゆうの弾だん丸がんを受け止めるそうだが、大地をも砕くだく破壊の魔ま弾だんにも耐たえられるか……試ためす勇気はあるか？」


　少々芝しば居いがかった口調で脅おどしをかける。


　ミリアムは触手の間から険しい視線をボガートに向けた。その顔に動どう揺ようの色が広がる。


「銀色の銃……その帽子……あんた、まさかあの時の!?」


「あの時……？」


　ミリアムはレイのように他の誰かと混同しているのか。あるいは偶ぐう然ぜんにも三人目のそっくりさんと出会ったのか。しかしミリアムは首を捻ひねる。


「違うわ……あんたほど若くもないしイケメンでもなかった。いったいその銃は何!?　それも秘宝!?」


「答える義理はないんじゃないかな」


　皮肉をこめて答えると、今度はミリアムの胸むな元もとに狙ねらいを定める。


「今夜のところはこれで失礼するよ。君のカードを持っている男には……明日あしたランディエヴで会えるだろう」


　ボガートは銃口を向けたまま後ろに下がった。不意にミリアムが膝ひざを落として身構える。


「そこを動くな！」


　その警告に、ミリアムはニヤリと不敵に微笑ほほえんだ。その笑みを宙に残したままミリアムの姿が空気に溶とけるように消えていく。


「なっ……!?」


　擬態能力で背景に紛まぎれたのだと気付いたその時──風が動いた。跳ちよう躍やくしたのだ。さながら全身が極めて透とう明めい度の高いガラスと化したミリアムの姿は視し認にんが困難で、目で追えたのは右方向の壁かべに張り付いたところまでだった。


（タコ足の吸きゆう盤ばんで壁や天てん井じようにへばりついて移動してくる！　地面に穴を開けたくらいじゃ足止めにならないとは……どうする!?）


　ボガートはパサージュの奥へ向かって全力で走った。


　ミリアムが恐おそれているのは魔弾の直ちよく撃げきであって地面の穴など問題にならない。目を欺あざむいているだけのハッタリだと看破されたら圧あつ倒とう的てきに不利だ。


　一気に五十メートルほど走ったが襲ってくる気配はなかった。


　クラーケンのカードで変身したミリアムの移動速度はどの程度だろうか。おそらく変身前の何倍も速いということはないだろう。これがケルベロスならあっという間に追いつかれているところだ。


（だがこのまま逃にげきれるとは考えないことだ。本当は難なく追いつけるのにわざと走らせているだけかもしれない。擬ぎ態たいするのはシルバーガンの威力を恐れているから……ということは……!?）


　ボガートは石畳の段差で躓つまずいたように路上に転がると、伏ふせたままの姿勢で背後に向けてショットガンを発射した。


　走り抜ぬけてきたパサージュの路面、壁、天井が十メートルにわたって白く染まる。射しや撃げき時に脳のう裏りに思い浮うかべたのは純白のガッシュを広こう範はん囲いにぶちまけるイメージだった。


　視界のほぼ真上で動く人ひと影かげが見えた。右半身が白く染まったミリアムが鉄骨のアーチにぶら下がっている。身体からだにこびりついたガッシュを触しよく手しゆで拭ふき取ろうとするがまったく取れない。


「くっ……何だってのよ、この白いのは!?」


「これでもう擬態は無理だな」


「まだまだ！」


　髪かみ飾かざりよろしくミリアムの頭の両側にくっついているオウムガイから短い管が突き出し、黒こく煙えんを噴ふん射しやした。タコ墨すみ、あるいはイカ墨の煙えん幕まくである。無む味み無む臭しゆうの濃のう厚こうな煙幕がたちどころに辺りを黒く染めて視界を閉ざした。本来は逃とう走そうのための煙幕だが、互たがいに視界を奪うばわれた状態なら五分以上だと踏んだのか。


　しかしボガートはこの煙幕を苦にしなかった。どこに何があるのかは完全に把は握あくしている。煙幕の中を慌あわてず足音を殺して移動し、辿たどり着いた太い柱の陰かげに身を伏せる。


（真夜中の狩かりのようなものだ。迂う闊かつに動くな。相手の動きを読め）


　着地の足音とともに空気の動きを感じる。ミリアムが路上に飛び降りたのだ。八方に触手を伸のばしてボガートの居場所を探さぐっているのだろう。ミリアムとしては強力な触手で捕とらえさえすれば勝ちだと考えているはずだ。


　盾たてにした柱を触手がまさぐる音がした。柱が軋きしむ。ボガートかと思って引っ張るが、太すぎるうえに重すぎると気付いて触手を放す──一連の動きが音だけで分かる。


　ボガートは手の中のショットガンをスピアガンに変形させた。見えない天井に向け、慎しん重ちように角度を調整して銛もりを発射する。失敗すればガラスが砕けて破は片へんが降り注ぐところだが、狙い通りに銛は枠わくの鉄骨に突き刺ささった。音もなくワイヤーを巻き上げ、ボガートは天井に取り付く。


　煙幕は地上四メートルほどの高さまで覆おおっていた。巨きよ人じんの少女がその煙幕に膝まで浸つかりながら座っている。〈ジュゼッペ・デルクスの人形店〉の看板娘むすめ──リセッサである。ボガートが隠かくれた柱というのはリセッサの足だった。


　このままガラス屋根を破って逃げるのも手だが、足止めできなければ結局ミリアムは追ってくる。天井に取り付いたのは周囲の状じよう況きようを確認し、策を練るためだ。ボガートは左手で鉄骨につかまりながら、再びショットガンに変形させたシルバーガンを撃うった。


　立て続けに三発、わずかに遅おくれて四発目の銃声が響ひびく。


「──レミー・ボガート!?」


　ミリアムの焦あせった声が聞こえてきた。
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「──レミー・ボガート!?」


　銃声が頭上から聞こえてきたことに驚いたミリアムは思わず声を上げていた。


　声で自分の位置を悟さとられる。さっき触ふれた柱に再び触手を伸ばし、摑つかんで自分の身体を引き寄せることで足音を立てずに素す早ばやく移動した。


（あの野や郎ろういつの間に天井に？　だいたい二連銃身のショットガンなのになんで四連発できるのよ!?　魔法の銃だからってテキトーすぎんのよ！）


　擬態が破られたことに焦ってタコ墨の煙幕を使ったものの、自分の方が相手を見失うとは間抜けにもほどがある。ミリアムはオウムガイの口こう吻ふんから墨を中和するガスを噴射して煙幕を無色に変えた。


　煙幕が晴れて初めてミリアムは自分が〈デルクスの人形店〉の軒のき先さきにいることを知った。太い柱がリセッサの足だと気付くと慌てて離はなれる。椅い子すに腰こし掛かけて眠ねむる巨大な少女の姿は妙みように生々しくて苦手だった。


　銃声のした方を見上げるが天井にボガートの姿はなかった。ガラスが破られた様子はなく、屋根の上に出たとも考えにくい。足音は聞こえなかったが奥へ逃げたのか？


　そもそもさっきの銃声は何だったのか。ショットガンなら広い範囲に散さん弾だんをばらまくことができる。煙幕で視認できないので数撃ちゃ当たる式に適当に撃ったのか。それにしては路面にも壁にも、リセッサの足にも弾だん痕こんらしい傷は見当たらない。


　ボガートにまともに戦う意志がないらしいことはミリアムも感じていた。


　あの奇き妙みような魔法の銃の破壊力は脅きよう威いだが、それで直接攻こう撃げきして撃退しようとは考えていないらしい。逆を言えば本気で戦わなくてもミリアムから逃げられるとタカをくくっているとも言える。反撃に度ど肝ぎもを抜かれはしたものの、冷静になってみればボガートに対する評価を改める必要はないかもしれない。


（結局、紳しん士し気取りの甘ちゃんに変わりはないじゃない。使えない大たい砲ほうを持ってたところで宝の持もち腐ぐされってこと……そこに付け込ませてもらう！）


　ミリアムは通路の真ん中に飛び出し、走ってボガートを追った。直接狙ってこないと判断しての大だい胆たんな行動である。しかし、十メートルと進まぬ内に立ち往生した。


「……え？　噓うそ……でしょ？　何なのこれは!?」


　道が左右に分かれていた。三さん叉さ路ろというより丁てい字じ路ろに近い。


　パサージュ・デ・フォッセは蛇だ行こうするように折れ曲がっているものの基本的に一本道であり、メインの通路が別々の方向に枝分かれしている場所はない。ついさっき通ってきたばかりの道で、間ま違ちがえようもなければ迷いようもない──はずだった。


　左に続いている支路の先に、黒いカウボーイハットを被かぶった人影が見えた。その影はほんの数秒で闇やみに紛れて見えなくなる。


　舌打ちして後を追った直後、いきなり衝しよう撃げきとともに目の前に星が散った。


「いっっっ…………痛いったあ～い」


　ミリアムは尻しり餅もちをつき、額を押さえてしばし悶もだえた。見えない壁に頭をぶつけたのだ。壁があると分かっていれば触手をクッションにもできたが、完全な不意打ちではどうにもできなかった。


「どういうこと……？」


　触手を伸ばして調べてみると、奥へと続いて見える左の支路は壁に描えがかれた極きわめて精せい巧こうな絵だった。


「じゃあこっちね!?」


　右の支路に向かったミリアムはまたしても壁に体当たりする羽目になった。今度はさすがに尻餅はつかなかったものの、膝を強したたかに壁にぶつけてしまい声を殺して呻うめいた。


「ぐぬぬぬ……ああ～もう！」


　触手を三メートルほどまで伸ばして正面に見える店てん舗ぽのショウウィンドウに触れた。触手の先が何の手て応ごたえもなくガラスを貫かん通つうする。


（…………!?）


　ミリアムはゆっくり触手を戻もどした。息を殺して周囲の気配に注意を払はらう。


（考えて……さっきから足音は聞こえた？　何かが動いた気配は？）


　ミリアムは踵きびすを返して走り出した。五十メートルを一気に駆かけ抜け、あるものを確認するとすぐさま丁字路の前に戻ってくる。人形店のリセッサの前に立ち、辺りに響き渡わたる声で呼びかけた。


「手品のタネが割れたわよ、レミー・ボガート！」


　髪かみでいえば揉もみ上げの部分から新たな一いつ対ついの触手が伸びた。先せん端たんに吸盤が集中したイカの触しよく腕わんである。先端が青白く発光したイカ触腕が槍やりのように天井に向かって伸びる。


　薄はく氷ひようが割れるような音がして、天井全体が砕くだけた。


　その砕けた天井の上にはもうひとつの天井があり、ガラス屋根を支える鉄骨にはレミー・ボガートが摑まっていた。二重底ならぬ二重天井である。


　ボガートは触腕を避よけてリセッサの膝の上に飛び移り、さらに跳躍して路上に降り立った。その美び貌ぼうは困こん惑わくと失望の色で曇くもっている。


「どうして僕の位置が分かった？」


「逃げたと見せかけて身を隠し、追っ手がいなくなってから逆方向に逃げる……基本にして王道じゃない。少し見直したわ」


「本職の盗とう賊ぞく相手には初歩的すぎたかな」


「むしろ策を弄ろうしすぎたのよ。道を二ふた股またにする必要なんてなかった」


「時間稼かせぎの足止めになれば、それだけ遠くに逃げたと思い込むだろうと考えたんだが」


「この私じゃなければ騙だましおおせたかもね。でも、現場にトリックの種明かしを残していったのは明らかな失敗よ」


　丁字路の突つき当たりの店舗が一枚の絵であることに気付いたミリアムは元来た道を引き返し、ボガートが地面に穿うがった大穴を確認した。ミリアムが立っていた位置からは路面に大きく口を開いた裂さけ目に見えるが、それは巧こう妙みように計算されて描かれた平面の絵だったのだ。それでミリアムはボガートの銃じゆうが瞬しゆん時じに精巧な絵を描く魔法のアイテムだと確信するに至った。


「まったくおかしな魔法だわ。銃で絵を描くなんて」


「絵え描かきが絵を描くのは普ふ通つうのことだろう。魔法を放つ道具がたまたま銃の形をしているだけでね」


　ボガートは性しよう懲こりもなくショットガンをミリアムに向けた。


「もう怖こわくないわよ、それ。あんたの使う魔法は人じん畜ちく無む害がいそのものだし」


「それ理解してもらったところでもうひとつ言い訳を聞いてもらおう。何度も言った通り、僕は君のカードは持っていない」


「この期ごに及およんでしつこいわね」


「僕が見せたカードで君が変身できたのは、まったく予想外の出来事だった。なにしろ……あれは僕が模写した物だからな」


「なっ……」


　ミリアムは絶句した。


「模写……？　つまり偽にせ物もの!?　噓でしょ？　だったら何で──」


「重要なのはカードの裏側の模様だ。そこに暗号化された魔法の術式が織り込まれている。僕はその模様を正確に模写しただけだ」


「たった一回見ただけで寸すん分ぶん違たがわず……!?」


　ボガートの前でクラーケンのカードを使ったのは百貨店の屋上での一回きりだ。


　しばし呆ほうけていたミリアムの口元が自然と綻ほころんだ。優やさしい微笑ほほえみではない。獲え物ものを見つけた肉にく食しよく獣じゆうの愉ゆ悦えつの笑みだ。


「凄すごいじゃない！　その魔法があれば……どんな絵だろうと文書だろうと、誰だれにも見破れない贋がん作さくが作り放題ってわけね!?」


「そっちの発想になるのか」


「当然じゃない！　あんたは言わば金の卵を産むガチョウよ！　私と組みなさい。悪いようにはしないから」


「やれやれ……」


　ボガートは頭痛を覚えたように帽ぼう子しの上から額を押さえ、肩かたをすくめた。


「せっかくの美女のお誘さそいだが……謹つつしんで辞退させていただくよ。犯罪に荷か担たんするつもりはないのでね」


「私が選せん択たくの余地を与あたえるとでも？」


「魔ま眼がんで魅み了りようするか？　しかし分かっていれば防ぎようはいくらでもある」


「そんなの、ふん捕づかまえてから私の物にすればいいだけよ。そうなる運命なんだから大人しく従いなさい。痛くしないから」


　ミリアムはカミーユが予言した〈運命の人〉が太っちょのラウール・グルトンではなくイケメン紳士のレミー・ボガートの方だと心のどこかで思い込もうとしていた。


　しかし当のボガートは無情にも首を横に振ふって否定する。


「君があくまでそのつもりなら……僕も必死にならざるを得ない」


「ふふん、どうするってのさ？」


「こうするさ」


　再びショットガンが火を噴ふいた。


　ミリアムが目にしたのは先刻と寸分違わぬ光景だった。すなわち──足元の路面に亀き裂れつが走り、崩ほう壊かい、陥かん没ぼつして底なしの大穴が開いたのだ。


「…………で？」


　ミリアムは興きよう醒ざめした顔で聞き返す。


「新しい芸でも見せてくれるのかと思ったら……ガッカリさせないでよね」


「一応、忠告しておくぞ。僕を追ってこない方がいい」


　ボガートは銃を構えたまま後ろに下がっていく。


　目の前に口を開けた暗黒の淵ふちに本能的な恐おそれを抱いだかないではなかったが、トリックアートだと分かっていて動どう揺ようを見せるわけにはいかない。


「舐なめんじゃないわよ！　こんな地面に描いた穴っぽこでこの私を止められると──」


　穴に向かって足を踏ふみ出した直後、天地の感覚が喪そう失しつし、ミリアムの視界は暗黒に染まった。


「きゃああああぁぁぁ──────ッ!!」


　果てしない闇の底に墜つい落らくしていく恐きよう怖ふに、ミリアムは長い長い悲鳴を上げた。
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（まさか……こんなことになるとは……）


　ミリアムが消えた地面の大穴を覗のぞき込みながら、ボガートは呆ぼう然ぜんとなった。


　二度目に描いた陥没穴はただのトロンプ・ルイユではない。その証しよう拠こに、穴はボガートの側からも破綻のない完全な立体の像として見えている。


　ボガートが使ったのはアトリエでは試ためしていない初めての魔法だった。


　まずひとつはカンバスとなる物体の表面ではなく何もない空間に絵を描く技法である。これは紙のように薄うすいガラスの板を〈仮想カンバス〉としてそこに存在しているつもりで描くという発想だった。


　真っ直すぐ続いているはずの道に、まるで演劇の書き割り背景のように突き当たりの店舗を置いて丁字路に見せたり、本来のガラス屋根の下に偽にせの屋根を描いて身を隠かくしたのがこの魔法だ。おそらくレベル[image: ]に相当するだろう。


　もうひとつが地面の穴だ。ミリアムの追つい撃げきに窮きゆうしたボガートはいよいよという場面でジェスターの言葉を思い出していた。


『〈贋作絵師フアツセール〉のレベルが上がれば何が出来るのか、ちゃんと考えとけよ。お前が頭で想像して心から望んだことがそのまま魔法になる──そいつを忘れるな』


　そして放たれた魔法はボガートの想像したトリックアートを本物にしてしまったのだ。普通に考えてレベル[image: ]、あるいはそれ以上の魔法なのだろう。


「ひいぃぃぃぃぃ──……きゃあああぁぁぁぁ──……！」


　ミリアムの悲鳴はまだ続いていた。


「待てよ……この穴、どこまで深いんだ？」


　奇き妙みようなことに悲鳴との距きよ離りが遠ざかる様子がない。ボガート自身、穴の深さがどれくらいで、底がどうなっているかまでは考えていなかった。つまり──ミリアムは無限の深さの穴を延々と落ち続けているのだ。


「これは本物の穴じゃないのか？　あくまで魔法で作られているだけの幻まぼろしなのか？」


　本来の魔法の仕組みがどういうものかはボガートの知るところではない。しかし放置して帰るわけにもいかなかった。


「困ったな。いったいどうすれば……穴の出口をどこかに作ればいいのか？」


　ボガートはふと思い立ってショットガンを天てん井じように向けて引き金を引いた。ガラス屋根に亀裂が走り、地面の穴と対たい称しよう的てきな穴が開く。魔法的な発想をするなら、地面の穴に落ちた物が上から降ってきてもおかしくはない。


「きゃわ────ッ！」


　はるか穴の底深くに消えた悲鳴が、今度ははるか上空から聞こえてくる。ほどなくしてミリアムが屋根に開いた穴から降ってきた。


（クッションになる物を下に敷しくべきだったか!?）


　咄とつ嗟さに思ったが、その必要はなかった。


　何な故ぜなら──屋根の穴から落ちてきたミリアムは、そのまま真下にある地面の穴に吸い込まれていったからだ。


「……しまった」


　あまりにも初歩的なミスだった。ほんの数メートル離はなれた場所に作るだけで良かったはずが、余計にややこしい事態になってしまっている。


　地面の穴に消えて上から戻もどってくるというループを三回ほど繰くり返したところでミリアムの悲鳴が聞こえなくなった。気を失ったらしい。


　ボガートとしてはどこかにまた別の穴を開けるという手は避さけたかった。落ちてくるミリアムの身体からだを何らかの方法で受け止めるしかないだろう。


（百貨店でやったようにシルバーガンを網あみに変えて……いや待て、普通の網ならいいが秘宝の金属は硬かたいからな。下手をすると細切れになるぞ。とはいえ絵で描えがいても本物と同じようにやんわりと受け止められるかどうか……やはり別の手を考えよう）


　今度こそ間ま違ちがいのないように慎しん重ちようにタイミングを見計らい、ボガートは脳のう裏りに思い描いた像をシルバーガンから発射した。ミリアムが路面の穴に消えた直後、その上に有機的な曲線を持った滑すべり台が構築される。


　滑り台の斜しや面めんによって落下の勢いを殺して安全に着地させる策だ。


　上の穴から頭を下にして落ちてきたミリアムの身体は計算通りにその滑り台に乗った。優美な曲線によってやんわりと受け止める──はずだったが、ボガートは物理には疎うとかった。落下速度が思っていたよりも速く、ほとんど勢いを殺さないままミリアムはボガートの横を水平にすっ飛んでいく。


　背後で鈍にぶい音が響ひびいた。


　恐る恐る振り向くと、ミリアムは十メートルほど先に俯うつぶせに倒たおれていた。どうやらリセッサの脛すねに激げき突とつしたらしい。


「だ──」


　大だい丈じよう夫ぶかと声をかけようとして言葉を呑のみ込む。どう見ても事態は深刻だった。ミリアムの頭の下の路面に赤黒い血ち溜だまりが広がっていく。変身は既すでに解けていた。


（これは……まずい！）


　パサージュ内で墜つい死しなど洒落しやれにもならない。


　駆かけ寄ろうとしたボガートの目の前に、目映まばゆい光が飛び込んできた。


　通路の奥、丁てい字じ路ろに偽ぎ装そうされた書き割りの店てん舗ぽを突つき破って人の形をした炎ほのおの塊かたまりが現れ、ボガートとミリアムの間に立ちはだかった。


　炎の巨きよ人じん──それは全身に紅ぐ蓮れんの炎を纏まとわせた巨きよ漢かんだった。


　ランプの精と見み紛まがうばかりだが、半はん裸らではなく変わった衣い装しようを着込んでいる。あえて言えば東方風としか見えない、ゆったりとした太い袖そでが特とく徴ちようの上衣。腿ももの部分が乗馬服のように膨ふくらんだズボン。手てつ甲こうと脛すね当あてには革かわと金属板が使われていて、軽装ながら戦いくさ装しよう束ぞくであることが見て取れる。顔は頭ず巾きんと覆ふく面めんで隠されており、額には正面から見ると猫ねこの耳を思わせる三角形の角が生えた鉢はち金がねを巻いている。首には身長ほどの長さのあるマフラーを巻いていて、それ自体が意志のある生き物のように波打っている。


　この男の姿には見覚えがある──正確に言えば、ジェスターの話を聞いて脳裏に思い描いた姿とまったく同じだった。しかし何故に身体が燃えているのか？


「拙せつ者しやの姿が炎に包まれて見えるのは、この場に魔界の瘴しよう気きが満ちているためにござる」


　巨漢はまるでボガートの心を読んだように答えると、倒れているミリアムを介かい抱ほうした。相当な重傷に見えるが巨漢は落ち着いたもので、触しよく診しんする手つきも慣れていて医術の心得があることが分かる。


「怪け我がの具合は？」


「頸けい骨こつと頭ず蓋がい骨こつをはじめ数か所の骨折、折れた肋ろつ骨こつが肺に刺ささっているでござるな。加えて心の臓が止まったようでござるが……まあ大事はござらん」


「それは死んでるってことじゃないのか!?」


「なに、拙者の手に掛かかれば死んでも死にきれぬでござるよ」


　言葉の意味はよく分からないがやけに頼たのもしい物言いだ。
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　巨漢はミリアムの胸に掌てのひらを当てた。掌が朝あさ陽ひのような光を放ったかと思うと、ミリアムの身体がビクンと跳はねる。その一撃で息を吹ふき返したミリアムは激しく咳せき込み、血の塊を吐はき出した。巨漢のマフラーがミリアムの身体に巻き付き、たちどころにミイラよろしく包装してしまう。


「待ってくれ！」


　ボガートは包装したミリアムを担かついでさっさと帰ろうとする巨漢を慌あわてて呼び止めた。


「貴方あなたは……盗とう賊ぞく団の一員なのか？」


「ノン、でござる」


「では何者？」


「ただの通りすがりにござる」


　ここまで見え透すいた噓うそは聞いたことがない。こんな変なのがたまたま通りすがったりするものか、と言いたくなるのを堪こらえる。ボガートはふと別の可能性に思い至った。


「ミリアム・リッチーを助けに来たということは、もしや……貴方が〈あしながおじさん〉なのか!?」


「足長……何の符ふ牒ちようにござるか？　訳が分からぬでござるよ」


　ミリアムを肩かたに担いだ巨漢は、空いている方の手で路面の穴を指さした。


「その穴は通行の邪じや魔まになる故ゆえ、帰る前に塞ふさいでいくがよろしかろう」


「それはその通りだが……実はまだ消し方がよく分からないんだ」


「後始末もできぬ魔法使いとは半人前にもほどがあるでござるな」


　面めん目ぼくない話だが、なにしろ魔法については半人前どころか素人しろうとである。


「鉄板か何かで蓋ふたでもしておくしか……」


「仕方ないでござるな。では拙者が強めに引っぱたくほかあるまい」


「引っぱたく……何を？」


「御お主ぬしを、でござるよ」


　不ふ吉きつな予感がした。


「その……引っぱたくというのはどのくらいの強さで？」


「並の人間ならば頭蓋が砕くだけて脳のう味み噌そが飛び出す程度にござるが、魔法使いであれば平気でござろう？」


「いやいやいやいやいや！　それは不ま味ずい」


「何故でござるか？　魔法使いとなれば不死身でござろう？」


「不死身？　そんな話は聞いたことがないぞ」


「ふむ、左様でごさるか……当世の魔法使いはずいぶんと虚きよ弱じやくにござるな。しかしこのままにしておくのは──」


『──とっても迷めい惑わくですのです』


　思わぬ方向から思わぬ声が聞こえてきた。〈ジュゼッペ・デルクスの人形店〉の扉とびらが開いて現れたのは、鮮あざやかな黄色の髪かみをしたセルヴァンティーユ・アイリスだった。


「店の前に大穴を開けておいてトンズラは不許可なのです」


「ア……アイリス？　どうしてここに？」


「ボガート様付きのアイリスは二体いるです。この人形店で一日ごとに交代と整備をしているのです」


「一日ごとに交代？　しかし君の髪は……」


　アパルトマンに常じよう駐ちゆうしているのはスミレ色の髪のアイリスで、黄色の髪のアイリスは見ていない。


「髪はアクセサリーと同じで交こう換かん可能なのです」


「本当は二人いるのに一人に見せかけていたというのか？」


「そもそもアイリスに個体差はないのです」


　アパルトマンで働く際はスミレ色のウイッグを着用するように命令されているだけで、アイリス自身には騙だましているという感覚はないのだろう。


　掃そう除じ用のモップを手にしたアイリスは、ボガートの前まで歩み寄ると背中を向けた。


「ボガート様、アイリスの背中のスターターリングを引いてくださいです」


「これか？」


　ボガートはアイリスのドレスの背中の襞ひだの間から手を入れ、人間でいえば肩けん胛こう骨こつの間にあるリングを引いた。リングに繫つながっているワイヤーが五十センチほど伸のびたところで止まり、手を離すと自動的に巻き戻されていく。体内のモーターコイルが回転するような唸うなりが聞こえるとともに、アイリスの輪りん郭かくがエメラルドグリーンの仄ほのかな光に包まれる。


「どうなっているんだ？」


「お掃除開始なのです」


　アイリスは路上の穴に歩み寄ると、手にしたモップで穴を掃はいた。モップの先から緑色の粉雪のような光る粒りゆう子しが舞まい散り、掃いた箇か所しよの穴が綺き麗れいに消える。ガラスの表面に盛った絵の具をウエスで拭ふき取ったような具合だ。そして、その下から現れたのは無傷の路面だった。


「これは……!?」


　ボガートの魔法は地面に穴を開けたのではなく、穴の絵を地面に描いただけなのだ。レベルが上がったからといって本質が変わるわけではない。


　アイリスは地面の穴と滑り台をすっかり消してしまった。残るは天井の穴である。


「パサージュの管理組合の備品にガラス屋根を掃除するための梯はし子ごがあるのです。後で借りてくるのです」


「手を煩わずらわせてすまないな」


「いいのです。お掃除はアイリスの主な得意技わざなのです」


　ふと辺りを見回すと、いつの間にか巨漢の姿はミリアムとともに消えていた。ボガートがアイリスの登場に気を取られた隙すきに立ち去ったのだろう。もう少し話を聞きたかったが、戦う羽目にならずに済んだ安あん堵どが先にあった。絵を描くだけの魔法で太た刀ち打うちできる相手とは思えない。


「メルるんはアパルトマンに到とう着ちやくしましたです」


「メル……？　ああ、メルセデス・レイか。ずいぶんと早くないか？」


「途と中ちゆうで辻つじ馬車を拾えたので時間が短縮できたのです。その馬車をパサージュ・デ・フォッセの入り口まで迎むかえに行かせましたです。それに乗ってお帰りくださいです」


「手回しがいいな。二人いるだけのことはある」


　テトラクオーツの共きよう鳴めいによってアイリス同士が情報を共有できる仕組みのおかげだった。連れん絡らくの手間が大おお幅はばに省ける。


「ジェスター様からの伝言があるですよ」


「何だ？」


「でもアイリスには意味がよく分からないのです」


「だったら彼の言った通りに伝えてくれ」


「『俺を差し置いて子こ猫ねこちゃんに白いのをぶっかけるとは僭せん越えつだぞ』でしたのです」


「白いの……？」


　伝言の意味を解読するのに十数秒を要した。ジェスターの言わんとしているところを理解したとたんにボガートは耳まで真っ赤になった。


「ジェスターに伝言の返事を伝えてくれ──『君のユーモアのセンスは最低だ』とな」





　　　　[image: ]





　アパルトマンの自分の部屋に戻もどると、暖だん炉ろに火が入っていると分かった。部屋の空気が暖かく、寒さで強こわ張ばっていた頰ほおが緩ゆるむ。


　ロフトに上がったボガートは意外なものを目にして眉まゆを上げた。ベッドに腰こし掛かけているメルセデス・レイと目が合ったのだ。レイは弾はじかれたように立ち上がり、大事そうに胸に抱かかえていた黒いコートをボガートに差し出した。受け取ったコートにはレイの匂においと温もりが移っている。


「用は済んだのか」


「ああ、何とかね。心配して待っていてくれたのかい？」


「心配だと？　何の心配だ？　私が何な故ぜお前の心配などせねばならないのだ!?」


　口調こそ尖とがっているが、レイの表情はそれほど険しくはなかった。どこか不安げに見えるのはボガートの身を案じてのことではないらしい。レイはしばらく屈くつ辱じよくに堪たえるような顔でボガートをにらむと、喉のどの奥に詰つまっていた言葉を絞しぼり出した。


「キャバレーでのことは……口外無用だ」


「心配事はそれか。大学に報告するつもりはないけど？」


「それだけではダメだ。誰だれにも喋しやべるな。絶対にだ」


「理由を訊きいても？」


「答えられない」


　キャバレー・ソムニウムで働くドーリス・ガールは訳ありの少女ばかりらしい。普ふ通つうならレイの秘密は大いに好こう奇き心しんをそそられるところだが、ボガートにとっての目下の急務はシルバーガン及および〈アルフライラの秘宝〉を巡めぐる暗あん闘とうだった。相談に乗ってくれと頼まれるならまだしも、関かかわるなと警告される分にはむしろ有り難がたい申し出といえる。


「分かった。ならこの件について質問はしないでおこう」


「……そうか。助かる」


「だが僕は君の命令に無条件に従う立場にはない」


「なん……だと？」


　安堵しかけたレイの表情が曇くもる。


「それは命令ではなく頼たのみだろう？　人にものを頼むにはそれなりの態度というものがあるはずだ。分かりやすく契けい約やくと言ってもいい」


「つまり報ほう酬しゆうか？　いくらだ？　いくら欲ほしい？」


「お金の問題じゃない」


「では何だ？」


「君の頼みを聞くかわりに、僕の頼みも聞いてもらう。それが交換条件だ」


　金銭報酬の方がよかったのか、レイは訝いぶかしむ顔になる。


「……仕方ない。その交換条件とやらを言え」


「じゃあ脱ぬいで」


「ぬ……脱ぐ？　何をだ？」


「脱ぐといえばもちろん服に決まっているだろ」


「ド……ド、ドレスを脱げというのか!?」


「いや、全部」


「ぜっ……」


　レイの眉がみるみる吊つり上がる。小麦色の肌はだが紅潮するのを見て、ボガートは茹ゆでたタコみたいだと思った。





　スミレ色の髪のアイリスがロフトに上がってきて、嬉き々きとして報告した。


「ついさっき、廊ろう下かでメルるんから『ぐぬぬ顔』のさらに上をいく『グギギ顔』を頂ちよう戴だいしたのです」


「……そうか」


　ベッドに腰掛けたボガートは左耳に小指を突つっ込んで耳の穴を広げていた。耳鳴りで聴ちよう力りよくが著しく落ちているためアイリスの声が妙みように籠こもって聞こえる。


　アイリスはボガートの顔を覗のぞき込んで不思議そうに小首を傾かしげた。


「どうしてボガート様の顔面がアンバランスですか？」


「左の頰が腫はれているのはレイに引っぱたかれたからだ」


　一いつ瞬しゆん意識が飛んでそのままベッドに倒たおれ込んだほどの強きよう烈れつな右の一いち撃げきだった。あの平手打ちの威い力りよくは戦せん闘とう訓練を積んだ人間のそれではないのか。


「絵のモデルになってくれるように頼んだだけなのに……逆上する意味が分からない」


　つくづくメルセデス・レイとは相あい性しようが悪いらしい。


　ボガートはアイリスが持ってきた濡ぬれタオルで左頰を冷やしながらベッドに横になり、ミリアムとの初めての魔法戦闘を思い返した。


　ジェスターが指し摘てきした通り、ボガートのパテントには様々な応用の可能性がある。絵を描えがくだけの魔法なら人じん畜ちく無む害がいだと思い込んでいたが、その絵が実体化するとなれば話は別だ。例えば落とし穴の底に槍やりを立てておけば、落ちた人間は串くし刺ざしになるだろう。高レベルの魔法の使い方には充じゆう分ぶんな注意が必要だ。


　そして何よりボガートを自己嫌けん悪おに陥おちいらせたのは、はっきりと拒きよ否ひしたはずの〈贋作絵師フアツセール〉という命名通りの魔法を自分が使ってしまっていることだった。


（変な名前を付けるからこうなったんじゃないか。断固として改名を要求するぞ）


　アイリスがポールハンガーに掛かけた黒いカウボーイハットとコートが目に入る。帽ぼう子しの広い鍔ブリムがミリアムの魔ま眼がんを避さけるのに役立ったと言えなくもない。


（しかし明日この衣い装しようを着ていくとアデルに変な顔をされそうだな……）


　そんなことを考えながら目を閉じて微睡まどろみかけたその時、不意に脳のう裏りに閃ひらめくものがあった。飛び起きて帽子とコートを凝ぎよう視しする。


「そうか！　この衣装は……ジェスターめ！」


　ボガートは両手をシーツに叩たたき付けた。


　ジェスターが用意した衣装一式──それはシルバーガンの元の持ち主であるＪ・Ｄが生前身に着けていたものとほぼ同じ衣装だった。
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　翌朝──黒猫盗賊団ボンデ・シヤノワールのアジト。


　ミリアムが食堂に降りてくると、先に来ていたバリルとミン・スーは同時に駆かけ寄った。この争いに勝利したのはミン・スーを肉の圧力で弾き跳とばしたバリルだった。


「おおお、おはようございます姐あねさん！」


「ああ……」


　ミリアムは不ふ機き嫌げんそのものの顔で生返事を返すと、バリルの引いた椅い子すに腰掛けた。左に傾かたむいたままの首を手でさすり、眉み間けんに皺しわを寄せる。テーブルに着いているカミーユが訊たずねた。


「首をどうかしたんですか？」


「ん～寝ね違ちがえたのか何なのか……痛くて元に戻んないのよ」


　不意に、背後から丸太のように太い腕うでが伸のびてミリアムの首に巻き付いた。いつの間にか後ろに立ったガンプがミリアムの首を絞しめて持ち上げる。椅子から尻しりが浮ういた。


「きゃっ」


「ガンプ！　あんた何を──」


　バリルは青ざめ、ミン・スーはテーブルにあったチーズ用のナイフを摑つかむ。


　ゴキン、と鈍にぶい音がした。ガンプが手を放し、ミリアムはドスンと椅子に尻を落とす。


　ミリアムは首を左右に傾け、愁しゆう眉びを開いた。


「……おっ、治ったわ！」


「ええっ!?」


　度ど肝ぎもを抜ぬかれているバリルとミン・スーをよそに、ガンプは何事もなかったようにキッチンに戻っていく。カミーユがとくに驚おどろいていないのを見て、二人は騒さわぐことでもないらしいと納なつ得とくした。


「とととところで姐さん……昨夜はあれからどうなったの？　例のイケメンは？」


「まんまと逃にげられたわ。最後の方は何がどうなったかよく覚えてないけど……まあ住所は新聞に載のってるからすぐ分かるし、慌あわてることはないわ。それよりも今晩が勝負よ」


「そのことなんですが……」


　ミン・スーがおすおずと進言する。


「ご注文の秘宝展示台──完成しました」


「例の仕し掛かけは？」


「完かん璧ぺきです」


「でかした！」


　ミリアムは立ち上がってミン・スーを抱だきしめた。グリグリと頭を撫なでて頰にキスする。


「さすがだね天才だね美人だね～」


「いえ、それほどでも……」


「あるわよ！」


　ミリアムは拳こぶしを握にぎりしめ、獰どう猛もうな笑えみを浮かべた。


「これでラウール・グルトンに一ひと泡あわ吹ふかせてやれるわ！　見てなさいよ……今日の竣しゆん工こう会に現れた時があのクソデブの最さい期ごよ！　ゲドゲドの絶望ドブ面づらが目に浮かぶわ!!」


　勝利を確信したミリアムは高笑いした。とたんに腹の虫が盛せい大だいに鳴る。


「そういや昨夜から何も食ってなかったわ……ガンプ！　飯よ、飯！　今日はスタミナが要いるんだから肉をジャンジャン持ってきなさい！」
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　ミリアムは旺おう盛せいな食しよく欲よくを見せ、ガンプの用意したローストビーフを半分以上ひとりで平らげた。本人は覚えてないが昨夜の怪け我がで大量失血したからだ。


（あれだけ食欲があれば問題はあるまい）


　朝食の片づけを終えた後、暗あん渠きよから流れ出る水路に面した裏庭で洗せん濯たくをしているとカミーユがやってきた。カミーユは猫をあやしながら独り言のようにつぶやく。


「今夜なんですけど……行きますよね？」


『何のことやら分からぬでござるな』


　ガンプは洗濯を続けながらカミーユにだけ聞こえる声を飛ばした。口は動かさず、狙ねらった相手以外には鳥の囀さえずりと区別がつかない特別な発声法〈空そら鶫つぐみの術〉である。


「知ってるでしょ？　ランディエヴで行われるロッシュオーの〈双子の塔トウワン・トウウイ〉の竣工式。見物しない手はないですよ」


『またお守りでござるか』


「また……？　僕、そんなこと一度でも頼みましたっけ」


　カミーユの悪びれない口ぶりにガンプは鼻を鳴らした。確かにミリアムたちの護衛を依い頼らいされたことはない。しかし現場に居合わせれば何らかの形で手を出さずにはいられないガンプの性しよう分ぶんを見み越こしたうえでの誘さそいである。


「あくまで観光ですよ観光。それにお友達も来ることだし」


『誰だれのことでござるか。拙せつ者しやには友人も仲間もおらぬでござるが……』


「行けば分かりますよ」


『……興味はござらん』


「でも、ヒマですよねー？」


　図星を指されてガンプは押おし黙だまった。この占うらない師しの少年は何もかもを見み透すかした物言いをする。それを小こ癪しやくに思うこともなくはないが、そうでなければここで働いてはいない。


『行ったところで拙者の利になることがあるわけでもなし』


「そうとは限りませんよ」


『そのようなあやふやな言げん質ちでは指一本動かすつもりはござらん』


「探し物がランディエヴにあると言ったら？」
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　ガンプは洗濯の手を止めた。


『探し物……とは？』


「もちろん貴方あなたの求めている物ですよ。竣工式では話題の〈天使の卵〉以外にもまだ人目に触ふれていないロッシュオー・コレクションがお披ひ露ろ目めされます。その中に──」


　ガンプはカミーユがいきなり切り札を切ってきたことに驚いた。


　ガンプが大陸の西方へ来たのはある人物の足そく跡せきを追ってのことである。とはいえ手て掛がかりのようなものは何もなく、まったくの運任せで歩き回っているにすぎない。


　急ぐ旅ではない。しかし当てがなければ面おも白しろ味みに欠ける。


　ミリアムの盗賊団のアジトで働くようになったのは「僕なら貴方の探し物を見つけることができますよ」という口約に乗ったからだ。その情報と引き替かえに用心棒を引き受ける──それが二人の間で交かわされた取引だった。


　星の巡めぐりと同じく人が何かと出会うには最良の時期があるという。潮時が来ればそれを教えるとの約束だったが、その気になればカミーユは好きなだけガンプを利用できたはずだ。こうして本題を持ち出したということはよほどの事情があるのだろう。


『拙者の助けが要るほど危険な仕事にござるか』


「姉さんを守ってくれる人が必要なんですよ。これは今日に限った話じゃありませんが」


『ならば他人に頼たよらず己おのれで守るがよかろう』


「僕はあまり長生きできそうにありませんから──」


　ガンプは振ふり向いてカミーユの横顔をしかと凝視した。


　猫と戯たわむれる少年の顔には、あるかなしかの笑みをたたえる他ほかにはいかなる感情も読み取れない。過去と未来を見通す〈星詠みアストルジユ〉を称しようする占い師は自分の死期をも予あらかじめ知りうるのか。


　しかしながらガンプは占いを鵜う呑のみにするほど信心深い人間ではない。


『……拙者、童わつぱがそのような戯ざれ言ごとを口にするのは好まぬ』


「そうですか」


　カミーユは猫を抱だいて立ち上がった。


「今夜は月が綺き麗れいですよ」


　そう言い置いてカミーユは隠かくれ家がに戻もどった。


　その細い背中を見送り、洗濯を再開しながらガンプは独りごちる。


「ならば……月見がてらのそぞろ歩きもまた一興にござるな」


　興に乗じてついランディエヴまで足を伸ばすこともあるだろう──自分にどんな役割が与あたえられるのか知らぬまま、ガンプは乗り気になっていた。






　あとがき







　どうも雑さい賀がです。


『魔ま法ほう×怪かい盗とう×紳しん士し』ことルースターズ第二巻をお届けします。


　第一巻からわずか二か月という早いリリースにさぞ驚かれたことでしょう。


　遅ち筆ひつでお馴な染じみの作者にどうしてこんな真ま似ねが？


　その謎なぞ解ときは──「二巻まで書いてから一巻目を出した」たったそれだけの実に簡単なトリックですよハハハ！


　……まあ、三巻はまだ書いていないし出る予定も立っていないわけですが。


　ここからが本番というところでabortという結果になってしまい本当に申し訳ない。


　これもひとえに自分の力不足の故ゆえ。平にご容よう赦しや願ねがいたい。


　この始し末まつはいずれ、また──





　　　　　平成二十四年五月九日




雑賀　礼史





ルースターズ


２．トロンプ・ルイユと幻獣の歌姫





雑さい賀が礼れい史じ
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